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第四十九話　決意と未来へのデート　１







　彼女の名は式しき森もりゆりやという。

　外国人みたいな名前だと彼は思った。平ひら仮が名なで「ゆりや」と書くと聞いたが、どうしても外国っぽい印象が抜ぬけない。顔立ちに、どことなく異国情じよう緒ちよが感じられることもある。

　式森和かず樹きは、しみじみとゆりやを見つめていた。

　ゆりやも和樹を見つめ返している。その視線の鋭するどさに、彼は思わずたじろいだ。

　背せ丈たけは女子の平均よりもちょっと高い。スタイルはかなりよく、出るところは出て引っ込むところは引っ込んでいる。目つきは鋭くて口は真一文字。髪かみの毛はふわっとしていて、長かった。

　なにより彼女の名前。「式森」という姓せい。

　和樹は先ほどたじろいだのも忘れて、しみじみと眺ながめた。自分の親しん戚せきにこのような女の子はいない。父方の伯お父じの長男の子供にバンドをやってる女の子がいて、法事でベースをかき鳴らそうとしたのならいた。あの子がなんとなく似た目つきをしていたが、ここまで鋭くはない。ちなみにその少女は親戚がよってたかって取り押さえ、いずこともなく連れ去った。

　どうもどこかで見たことがあるような、ないような。どうしても思い出せない。

　和樹は保健室で、ゆりやと向かい合っていた。

　彼の隣となりには宮みや間ま夕ゆう菜なが座っている。二人とも丸まる椅い子すに腰こしかけていた。ゆりやを連れてきた養護教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきは立ったまま。

　保健室内には風かぜ椿つばき玖く里り子こ、神かみ城しろ凜りん、栗くり丘おか舞まい穂ほの姿もある。椅子の数が足りないので、この三人はベッドに腰を下ろしていた。他ほかにもベッドが数台あるはずだが、そこにはカーテンが引かれている。

　沈ちん黙もくが続く。ゆりやは睨にらみつけてくるだけで全く喋しやべろうとしないため、仕方なく和樹が口を開いた。

「あの……どうも」

「…………」

　予想通りの沈黙が返ってくる。仕方ないので喋り続けた。

「僕は式森和樹って言うんだけど、親戚に君みたいな人いたっけ。あ、いたならごめん」

「…………」

「えーと、ゆりや……ゆりやって呼んでいいかな」

「…………」

「年上だったら、さん付けするけど」

「二年」

「え？」

　ゆりやがはじめて口を開いた。

「二年生だから」

　以外と舌足らずな声。一気に年下みたいになった感がある。口数が少ないのは、幼く見られたくないからだろうかと、和樹は思った。

　ようやく喋ってくれたと思ったら、ゆりやはまた口を閉じた。また居い心ごこ地ちが悪くなる。

　困ってしまい、和樹は紅尉の方を向いた。

　口を開こうとしたら、紅尉が機先を制した。

「訊ききたいことは分かる。式森ゆりや君は十七歳で高校二年生。訳があって私が連れてきた。そして式森和樹君とは極きわめて特異な間あいだ柄がらでもある」

「……えーと、その特異な間柄ってなにか知りたいんですけど」

　和樹は再びゆりやの方を向く。どこかむすっとした感じで、和樹を見つめたままだった。

　紅尉がまた喋る。

「そのあたりは、紫し乃のが説明した方がいいだろうな」

　彼は振ふり返る。そこにはいつの間にか、紅尉紫乃が立っていた。

　紫乃は紅尉の妹だ。たおやかな物もの腰ごしの内側に、どうにもインチキ臭くさい雰ふん囲い気きを漂ただよわせているのが特とく徴ちようだ。

　彼女は手にしたノートパソコンと、ポータブルバッテリーのような装置を机の上に置いた。そしてうっすらとした笑えみを浮うかべながら話をはじめる。

「わたくしが音楽プレイヤーのような装置の実験に、式森さんを使ったことはすでにご承知かと思いますが」

「おかげで酷ひどい目に遭あいました」

　と和樹。言葉にいくばくかの皮肉を込こめたが、紫乃は平然としている。

「実はそこにちょっと、魔ま力りよくを込めすぎまして。具体的には魔力だけではなくグリフォンの細さい胞ぼうや死亡した吸きゆう血けつ鬼きの牙きばなどをこう少しずつ」

「法に触ふれそうな話ですね。というか、グリフォンや吸血鬼は実在するんですか」

　胡う散さん臭くさそうに和樹は訊く。紫乃はにっこりとした。

「実在しますわよ。何年も前に人間が見ることは出来なくなってしまいましたが」

　紫乃が「何年も前」と言った場合、大たい抵ていは百年以上昔を指す。そもそもこの兄妹きようだいはどれだけ過去の出来事であろうとまるで昨日のことのように話すのだ。「なんでそんな昔の話を知ってるんですか」と訊くのは無む駄だな行こう為いなので、和樹はそれ以上突つっ込まなかった。

「ともかく、それらの貴重な品を組み込みまして、さらに式森さんの行動をモニターしておりました」

　紫乃はノートパソコンを開き、画面を見せた。ウィンドウがいくつか開かれて、グラフや数値が描えがかれていた。

　和樹には見てもよく分からない。なんだか人体実験みたいだなとは感じた。

「はあ、それでどうかしたんですか」

「モニターしつつ式森さんと音楽プレイヤーの魔力を合わせ、ここにある装置に転送していたのです。なにかの役に立つかと思いまして」

　ノートパソコンの隣にある装置をとんとん叩たたく紫乃。

「ところがなんと申しますか、予想以上に魔力が集中してしまいました。それも、変な形で」

「なんですそれ」

「式森さんはおよそ変わった形で魔力を備えていますから、ある程度の予測はしていました。ですから被ひ害がいは最小限に留とどまったのです」

「……被害？」

　和樹の言葉と同時に、紅尉が保健室内のカーテンを開ける。

　一見して和樹は絶句した。彼だけではなく、夕菜も玖里子も凜も、目を丸くしていた。舞穂だけはどこか面おも白しろそう。

　いつもならベッドが数台並んでいるはずのところに、大きな穴が空いていた。

　穴というのが適切な表現かどうかは分からない。まるで見えない球体が空間を切り取ったように、ごっそり消失していたのだ。それはかろうじて無事だったベッドの端はしがすっぱり切り取られているのを見ても理解できる。

　和樹はかろうじて声を絞しぼり出した。

「いや、紫乃先生のやることにはもう驚おどろくことはないと思っていたんですけど……」

「話は終わっていませんわよ。出てきたのが……」

「ちょっと待ってください。これ、破は壊かいされたんじゃないんですか。夕菜……」

　隣の夕菜が不満そうにしたので、和樹は急いで言い直した。

「……夕菜みたいな力のある魔法使いが保健室を壊こわしたのかと」

「壊れたのは副次的なものです。集まった魔力は予想外の働きを起こしてタイムホールを生成し、未来の人間を呼び出してしまったのです」

　さらりとした説明に、むしろ突とつ拍ぴよう子しのなさを感じ、和樹は戸と惑まどった。

「……えーと」

「つまりそこにいる女性は、未来から来た方なのです」

「……えー!!」

　和樹は座ったまま飛び上がった。

　ようするにゆりやは、この世界の人間ではないのである。将来的にはこの世界に生を享うけるのだが、今はいるはずのない少女。

　こんなことがあり得るのか。眼前にいるのだからあり得るのだろう。今まで散々紅尉兄妹の滅め茶ちや苦く茶ちやな行為を見てきたが、これは格別だった。

　和樹はゆりやの冷たい視線にも拘かかわらず、しみじみと彼女を見つめた。

　見れば見るほど冷厳で、意志が強そうだった。未来からやってきたはずなのに、戸惑いや居心地の悪さを感じていないようだ。よほど精神的にタフなのだろう。

「なんで未来から」

　和樹の質問はゆりやに向けてのものだが、彼女が答えないので代わりに紅尉が言った。

「それは分からん。偶ぐう然ぜんここまで転送されてきたのか、本人の意志が介かい在ざいしているのか」

　この養護教諭にしては珍めずらしく、肩かたをすくめる仕草をしていた。

　彼はもう一度ゆりやを見る。今度は睨にらみ返されたので、慌あわてて目をそらした。

　夕菜が小さく手を挙げた。

「あの、質問があります」

　返事をしたのは紅尉。

「なにかね」

「こちらの方は、どうして和樹さんと同じ名字なのでしょう」

「そう、それ」

　玖里子が同調する。

「和樹の親戚なのかなって思ったけど、表情見てるとそんなこともなさそうだし。似てないのかっていうと、そんなこともないし」

　彼女が喋り終わるのを待ってから、凜も言った。

「未来から来たのであれば、式森が知らないのも道理ではありますが、やはりどのような血けつ縁えん関係なのか気になるところです」

　少女三人は、それぞれ同じような疑問を抱いだいていた。舞穂だけ訊かないのは、面おも白しろそうなことはとりあえず認めてしまうから。

　紅尉はもっともだという感じでうなずく。

「これこそ私よりも、彼女自身に説明してもらった方がいいだろう」

　養護教諭はゆりやをうながす。

　彼女はそれでも黙だまっていたが、やがてゆっくり口を開いた。

「……娘むすめだから」

　和樹たちは一いつ斉せいに首をかしげる。ゆりやは続けた。

「私は娘」

　そして和樹を正面から見み据すえる。

「あなたの」

　和樹はぽかんとして、その視線を受け止めた。

「……え？」

「これだけ言って分からないの？　私はあなたの子供。式森和樹の娘」

「えええー!!」

　今度は先ほどを遥はるかに上回る、掛かけ値なしのショックが和樹を襲おそった。

　娘。式森和樹の娘。こんな自分と同じくらいの年の娘がいるなんて。

　まったく身に覚えがない。それは当然だ。なにしろ結けつ婚こんやあれをしたこともない。子供が出来るような行為はなにもないのだ。にも拘かかわらず目の前に座っている。

　未来から来たのだから、子供であるという理り屈くつは一応通っている。しかし、それにしても、将来こんな娘ができるのか。

　和樹は衝しよう撃げきのためゆりやから視線を外すことができなくなってしまった。

　ゆりやは冷たい目で見返した。

「なに、パパ」

「パ……」

「自分のパパをパパって言ってなにが悪いの」

「そりゃ、そうかもしれないけど……」

　違い和わ感かんがあるなんてもんじゃない。当たり前だが生まれてこの方一度も言われたことのない呼び方だ。

　たじろぎながらも和樹は言う。

「その、式森ゆりやさん」

「は？　パパって自分の娘に他た人にん行ぎよう儀ぎにするわけ？」

「ご、ごめん」

　反射的に彼は謝る。なにを言っても怒おこられそうな気がした。

「ええとね、僕が父親っていうのは……本当なの？」

「当たり前」

「母親はいるんだよね」
















「当たり前よ」

「そっか、僕結婚してるんだ……」

　妙みように感かん慨がい深ぶかくなった。

　結婚して家庭を持って、こんな綺き麗れいな娘ができるのである。なんだか現実感がないが、事実として目の前にある。

　未来の自分はどんな生活をしているんだろうか。

　そんな和樹を見ながら、ゆりやは深々とため息をついた。

「はあ……」

「どうしたの？」

「これだからパパは……」

　心底うんざりしたような表情で、ゆりやは喋しやべる。

「他ほかに訊くことがあると思うんだけど」

「そうなの……？」

　きょとんとする和樹。それを見てゆりやが、ますますため息をつく。

「思ったとおり」

「あたし、なんだか分かる」

　と玖里子。

「この子のお母さんのことでしょう。なんで和樹は訊かないのかって」

「そう」

　ゆりやは首しゆ肯こうした。

「私、パパとママの子供なんだよ。なんでパパはママに興味ないの。普ふ通つう、男の人は自分の娘が誰だれから産まれたか知りたがると思うんだけど」

「あ……」

　ようやく和樹は理解した。あまりの衝撃で、そのあたりのことがすっぽりと抜ぬけ落ちていたのだ。

　ゆりやはますます不ふ機き嫌げんそう。

「学生のころのパパって本当に鈍どん感かんなんだね。びっくりした」

「ご、ごめん。じゃあ……お母さんって誰？」

「……知らない」

「ええ？」

「私知らない」

　ゆりやはそれきり口をつぐむ。

　今度は夕菜が訊きいた。

「あの、ゆりやさん」

　ゆりやは夕菜にちらっと視線を向ける。

「ゆりやでいいけど」

「呼び捨てはちょっと……」

「じゃあなんでもいい」

「すみません。ゆりやさん、お母さんのことはわたしも知りたいです。お母さん……和樹さんの奥さんは、わたしたちの中の誰かですか……？」

　質問の最後は、慎しん重ちようなものとなっていた。

　わたしたちの中というのは、保健室内にいる夕菜、玖里子、凜、舞穂のことだ。ひょっとしたら知らない誰かなのかもという懸け念ねんが、彼女にはあった。

　夕菜の顔はどことなく不安そう。ゆりやはざっと室内を見回した。

「……一人足りないと思う」

「一人？」

　やや戸惑う夕菜。するとそれまで黙っていた凜が言った。

「もしかしたら山やま瀬せさんでは」

「そう、その人」

　ゆりやは認めた。凜の表情が、一いつ瞬しゆん驚おどろいたものになった。

「もしや山瀬さんが式森の……」

　未来から来た少女は、肯こう定ていも否定もしないという感じで喋る。

「その人も入れて、この中の誰かが私のママ……なんだと思う」

　凜はほっとしたように胸を撫なで下ろした。しかし疑問はまだ残っている。

「言葉が曖あい昧まいですが」

「だってママが誰だか知らないんだもん。私が小さい頃ころから遠くで仕事しているから全然会えなくて」

　それからゆりやははっきりと言った。

「だから私、パパが誰をママにするか、確かめに来たんだ」

　和樹は驚おどろきつつ、ゆりやと夕菜たちを見つめた。

　やはり自分と関係の深い女の子と家庭を作るらしい。他に親しい娘もそれほどいないから、当然と言えば当然か。

　そしてその女性が誰かは娘にすら分からないらしい。だから確かめに来たのだと。

　改めて「自分の娘」を眺ながめた。

　髪かみが豊かで顔立ちは愛らしく、それでいて生き真ま面じ目めそうだ。スタイルは非常によくて、座っていても分かるくらい。背せ丈たけは高くもなく低くもなく。

　なんか見たことがある気がした。それも非常によく。

「あのさ……なんというか、似てるよね」

　和樹は思わず口にする。

「髪の感じは夕菜にそっくりだと思うんだけど、顔は夕菜と凜ちゃんが合わさった感じ。身体からだは玖里子さんみたい」

「ふーん。パパってただ鈍にぶいだけじゃないんだ」

　はじめてゆりやが感心したような顔になった。

「そうだよ。わたし小さい頃から似てるって言われていた」

「でもそういうのって父親と母親にだけ似るものじゃないのかな……」

「さあ。ずっとこういう顔と身体だから」

　ゆりやはそっぽを向く。

　凜が口を挟はさんだ。

「ですが外見上山瀬さんに似ているところがないような」

「声が似てるわよ。千ち早はやってこんな感じの綺麗な声してる」

　と玖里子。凜も「言われてみれば」と呟つぶやいていた。

　その玖里子の裾すそを、舞穂が引っ張る。

「ねー、舞穂はー？　舞穂に似てるとこないのー」

「ないわね」

「ひどーい！」

「ああでも、目の形が似てるわよ。色味もそっくり」

　指し摘てきされてはじめて、和樹はゆりやの瞳ひとみに子供っぽさがあることに気がついた。

　舞穂も「にゃー、よかった」と言う。

　玖里子は続けて喋る。

「つまりこの娘こは、あたしたち全員と似たところがあるってことね。でも母親は一人じゃない」

「そう」

　ゆりやが返事をする。

　皆みな、納なつ得とくする。ようやくこの少女の目的が理解できた。はじめての場所なのに物もの怖おじしていないのは性格で、和樹に対してとげとげしいのは思春期の娘むすめ特有のものだろう。

　紅尉が会話を再開させる。

「そんなわけで、式森ゆりや君は過去の世界に、父親の顔を見にやってきたわけだ」

「お母さんのことも確かめに来たんですよね」

　夕菜が喋る。紅尉はうなずきつつ、

「しかし、肝かん心じんのゆりや君が母親のことを教えてくれない」

「だって知らないんだもん」

　ゆりやが口を挟む。夕菜は紅尉に訊いた。

「紅尉先生なら知ってるんじゃないですか？」

「いくら私でもそれは分からない」

　夕菜はゆりやに目を向けるが、少女はむっとしたように口を尖とがらせた。

「だから知らないよ。ママってずっと遠くで仕事して全然私と暮らしてくれないんだもん。電話の声ばっかりで」

「写真ならありますよね」

「持ってこなかった」

「じゃあこの中で誰に似てます？」

　言われたゆりやは、室内の女の子たちの顔を一人一人見つめた。

　視線が行ったり来たりする。

「……よく分からない。みんな写真と似てたり似てなかったりするから。ママが高校生のときの写真は見たことない」

「そうですか……」

　少し夕菜は暗い顔をした。玖里子が訊く。

「どうしたの。気分悪いの？」

「いえ。わたしなら和樹さんから離はなれるようなことはしませんけど……大人になって考えが変わったのかしら」

　あくまで自分が結けつ婚こんしていること前提の思考に、玖里子は呆あきれたように肩かたをすくめた。

「まあ、夕菜ちゃんらしいわね。でもあたしなら仕事もやってみたいから、遠くにいるってのはあるかも」

「それって玖里子さんが和樹さんと結婚するってことですか」

「あたし簡単に口にするほどはしたなくないから」

「はしたないってなんですか！」

　激げつ昂こうしかかる夕菜を凜がなだめた。

「そういうことはやはり式森本人の意思によるのでは」

　聞いていたゆりやも同意する。

「こういうのって男の人、パパが決めるんだと思う」

　和樹は自分自身を指さす。

「僕の意思で全部決まるってこと？」

「優ゆう柔じゆう不ふ断だんはよくないって思う」

「でも誰かを選ぶってことは、誰かを断るってことだから、そういうのは……」

　ゆりやは少々むっとした表情になった。

「それってハーレムがいいってこと？　パパ最低」

　彼女はそっぽを向いた。

「そうなって欲しくないから、パパにママを決めてもらいたいの」

　再びゆりやは視線を和樹に戻もどした。

「今の……わたしの時代のパパとママは仕事で忙いそがしくてほとんど一いつ緒しよにいないんだ。でもパパは平気そうだから、わたし不安になった。パパは本当にママのことが好きなのかって。だからパパがどうやってママと結婚するのか確かめたくてここまで来た。高校のころに決めたって聞いていたから」

　彼女は相変わらず、和樹に好意的な視線を向けていない。それはハーレムうんぬんとは別の、もっと複雑な感情が含ふくまれていた。

「高校生のパパって、写真そっくり」

「そりゃそうだ。似てなかったら大変だよ」

　和樹は冗じよう談だんで返したつもりだったが、誰だれ一人ひとりとして笑わない。

　ごまかすように咳せき払ばらいをする。

「えーと、そのためだけに来たんだよね。魔ま法ほうで過去にさかのぼったの？」

「もちろん」

「いくら魔法でもそこまでできるの？」

「できる」

　ゆりやは断言した。

　和樹は驚いて紫乃に視線を移した。これは本当なのだろうか。魔法関係のテクノロジーがこれだけ発達した現代においても、時間遡そ及きゆうは聞いたことがない。

　紫乃はにこりとしていた。

「式森さんが本当に魔力を発揮すれば、世界の一つや二つ簡単に破は滅めつします。ですから、子供のゆりやさんのタイムトラベルも不思議ではないかと」

　それにしても時間の流れにまで影えい響きようするとは、聞いたことのないレベルの魔力だった。

　恐おそらく、紫乃が作った装置と和樹の魔力、そこにゆりやの魔法が作用してタイムトラベルが可能となったのだろう。

　彼はまた少女に質問する。

「元の時代に帰れるの？」

「パパが心配することじゃない」

「だけどさ……」

「わたしはパパがちゃんとママのことが好きなのかどうか確かめに来たの」

「だけど僕は誰だれのことか知らないわけで……」

「だからパパが当てて」

　ゆりやは言い切った。

「パパなら誰がママか分かるし、分からなくちゃ駄だ目め。娘のわたしがここにいるんだから、ママと結婚したはずなんだよ。絶対に当てて」

「……当たらなかったらどうするの」

「私がどうなっちゃうか分からない。だって別の女の人なら別の子供が生まれるはずなんだもん」

　彼女の声こわ音ねは物ぶつ騒そうなものになった。

「それにママなんかどうでもいいってことだよね。絶対に許さない。ママが可哀かわい相そうだ。わたしだってパパとママの子供で魔法には自信がある。これってどういう意味か分かるよね」

　どういう意味だろう。平和的な手段でないことだけは確かだ。

　思わず及および腰ごしになる和樹。

「だけど僕になにかあったらやっぱり君は生まれないわけで……」

「パパは心配しなくていい」

「色々心配だよ……」

「わたしママが好きだから幸せになってもらいたい。ママがちゃんと好きな男の人と結婚してもらいたいの。だからパパのことを見張らせてもらうから。パパがママのことを当てられるかどうか見てる」

「……もしかしたら、ずっと？」

「当たり前じゃない」

「僕たちと一緒にいるわけ？」

「そのために来たんだから」

　ゆりやは和樹との話を打ち切ると、夕菜たちに深々と頭を下げた。

「よろしくお願いします。ママたち。しばらく一緒にいさせてください」

「いいですけど……」

　夕菜は言った。

「不安じゃないんですか。こっちに友達もいませんよね」

「大だい丈じよう夫ぶです。それにママたちも、自分がパパと結婚するって確信あるよね」

「え……」

「パパだけじゃなくて、ママもパパのことが好きなんだから、相思相愛のはず。ママたちもパパにアピールすればいいと思う」

「……それに失敗したらどうなるんです？」

「心配しなくていいよ、ママたちも」

　ゆりやははじめて、にっこりと笑った。
















第五十話　決意と未来へのデート　２







　当たり前だが、自分が父親になったという事実に、和かず樹きは衝しよう撃げきを受けた。

　正確には将来父親になること、である。自分の未来について漠ばく然ぜんと考えたことはあるが、実際に目にしてみると虚きよ構こうなんてものじゃない。おとぎ話が実現したかのようであった。

　そして母親、すなわち結けつ婚こん相手については明かしてくれない。

　自分の人生に関かかわることなのだから、大変重要なのだが、ゆりやは「当てろ」と言う。仮に当てられなかったら、どうなるのであろうか。

　ゆりやは和樹のことを散々睨にらみつけていた。さすがに保健室からでたあとはそうでもなくなったが、言葉の端はし々ばしに非友好的な態度が滲にじみ出ている。

　なんだかんだで授業は終わってしまったので、学校から家へ帰る。

　ゆりやは和樹のあとをついてきていた。

「えーと、ゆりやさん」

「だからなんでパパは自分の娘むすめにさんづけをするの？」

　[image: しつ]しつ責せきされてしまい、慌あわてて言い方を変えた。

「ゆりやはどこに泊とまっているの？」

「紅あか尉い先生の所だけど、どうして？」

「送ろうかと思って」

「ふーん、優やさしいんだ。でも今日は別のところに泊まる」

「どこ？」

「パパたちのところ」

　ゆりやはそう言い、和樹は驚おどろいた。

「僕らの家なの？」

「だってパパとママたちのことを見張らなきゃならないから。帰ってからママに報告しないと」

「報告？」

　ゆりやははっとしたように口を押さえた。

「なんでもない」

「でも知らない人の家に泊まるのはどうなの」

「知らない人じゃないよ。パパとママなんだから」

　そう答えた後、ゆりやは付け加えた。

「でも今の台詞せりふ、パパっぽかった」

　和樹は玖く里り子こたちの方を向いた。全員同じ屋根の下で暮らしているのだから、彼だけでは決定できない。

　玖里子は軽くうなずいていた。

「別にいいわよ。自じ称しようでも娘をほったらかしにするのは寝ね覚ざめが悪いから」

　凜りんと舞まい穂ほも同意する。

「私も構いません。一人くらいなら増えても問題ないでしょう」

「舞穂もー」

　夕ゆう菜なはむしろにこにこしていた。

「歓かん迎げいです。家族が増えるのはいいことですから。お料理の腕うでを振ふるわないと」

　彼女はゆりやを見た。

「くつろいでくださいね」

「ソファとかで寝るからあまり構わないで」

「そんなのいけません。お部屋を用意します。なんでしたら私たちの部屋で寝てください。もう一人分くらいならお布ふ団とん敷しけますから」

「ありがとう、ママ」

　いつも精せい悍かんなゆりやの表情が、少しほころんだように感じた。

　全員、帰宅の途とについた。

　暮らしている一いつ軒けん家やに到とう着ちやく。魔ま法ほうによってたびたび破は壊かいされそのたびに修理するので、外観はかなり新しかった。

「今日はわたしがご飯を作ります」

　入って早々、夕菜が宣言した。

「ゆりやさんはゆっくりしててくださいね。シャワーを使いたければ、先に使っていいですから」

「いいよ、ママたちのあとで」

「娘が遠えん慮りよしちゃいけません」

　夕菜は強ごう引いんに、ゆりやを浴室へ押し出した。

「さあ、ご飯の準備ですね」

　彼女は鼻歌混じりだった。どこかうきうきしている。

「あたしも手伝うわよ」

　玖里子は言うが、夕菜はやんわりと拒きよ絶ぜつ。

「おもてなしはわたしの役目ですから」

「本当ならあたしの番じゃない。昨日、そのつもりで食材買ってきたんだから」

「いいですって」

　玖里子はきょとんとしていたが、やがて不ふ審しんの色が顔に浮うかんだ。

「……ひょっとしたら、和樹相手に点数稼かせごうとしていない？　ゆりやちゃんにご飯作ってあげることで、いい奥さんを演出するつもりでしょう」

　夕菜は一いつ瞬しゆんたじろぐが、すぐに元に戻もどった。

「なんのことでしょう」

「和樹とゆりやちゃんの三人で家族らしくすれば勝ちとか思ってない？」

　本質を見み透すかしたかのような玖里子の台詞せりふに、凜と舞穂も勢い込んだ。

「夕菜さん、それはずるいです」

「にゃー、卑ひ怯きようー」

　だが夕菜はもう動どう揺ようすることはなく、すましている。

「変なこと言わないでください。わたしはお客様をもてなすことが大好きなんです」

「それは知ってるけど、いきなり料理し出すのはおかしいわよ」

「じゃあ、わたし以外の人が作ります？　一番おいしく作れるのはわたしだって自信あります」

「ぐ……」

　玖里子は言葉を詰つまらせた。夕菜が家事全ぜん般ぱんを得意にしているのは誰だれもが知っている。母親に厳しく仕し込こまれたためか、家庭料理もレストランのような料理も思いのままだ。

　玖里子も下へ手たではないが一歩譲ゆずる。凜の料理については言げん及きゆうすること自体が罪。

　女の子たちは無言になり、夕菜はにっこりとした。

「じゃあ、わたしが作りますから」

　夕菜は制服を着き替がえないまま、エプロンを着けて料理を開始した。

　彼女の料理方法は手早く、しかもミスがない。キッチンのスペースを存分に使い、同時に三つ四つの料理を作ることができた。

　自室から和樹が下りてくるころには、すでに豪ごう勢せいな和食がテーブルの上に並んでいた。

「うわ……」

　和樹は感かん嘆たんの声を上げた。

「いつもよりすごいね」

「ありがとうございます、和樹さん」

「凄すごすぎて意味がない気もするけど。クラッシュアイスの上に刺さし身みを並べるのはやりすぎじゃない？」

「余計なことは言わないでください」

　と夕菜は釘くぎを刺さした。

　全員がテーブルを囲む。卓たく上じようを埋うめ尽つくす豪ごう華かな料理に、ゆりやまで「すご……」と言葉を漏もらしていた。

「さあ、食べましょう。いただきます」

　夕菜の言葉で食事がはじまった。

　全員で食しよく卓たくを囲むのは、なにも今はじまったことではない。夕菜は常に「みんなで一いつ緒しよに食べるのが一番おいしいんです」と語っていた。皆みなこの言葉に徐じよ々じよに感化されていき、揃そろって食べることが習慣となって今に至る。

　揃って食べるとおいしいのは本当で、嫌いやがるのは誰もいなかった。それは客人がいても同じである。

　ゆりやは、里さと芋いもと絹さやの煮に物ものを箸はしで口に運びながら呟つぶやいた。

「おいし……」

「ありがとうございます」

　夕菜は微笑ほほえむ。

「お母さんの料理と比べてどうですか？」

「同じくらいかな。小さい頃ころに食べたことあるだけだから」

　まあ、と夕菜の顔が輝かがやく。

「それってわたしが和樹さんの奥さんで、ゆりやさんのお母さんってことですね」

　やっぱりと言いたげな表情となっていた。

「納なつ得とくです。これでゆりやさんのお母さん探しは終わりですね」

「いくらなんでも早くありませんか」

　こう言ったのは凜。背筋を伸のばし、きちんと行ぎよう儀ぎよく食しよく餌じを摂とっている。

「ゆりやさん、母上は料理の修業をしたと言っていませんでしたか」

「うーん……どうなんだろう。電話したときそんなこと言ってたと思う」

「ほら」

　凜は思った通りと言わんばかりの顔。

「夕菜さんが母上とは限りません。修業していたのですから、料理に自信のない他ほかの人間ということもあり得ます。むしろその可能性が高いと言えるでしょう」

「それって、凜さんのことだって言いたいんですか？」

「軽々しく名は口にしません」

　凜はとぼけていた。

　夕菜がじろっと凜を睨む。それからまたゆりやを見た。

「ゆりやさん、お母さんの名前は夕菜って言うんですよね」

　ゆりやは首を傾かしげた。夕菜の方が驚く。

「知らないんですか？」

「遠くの国で仕事するのに不都合だからって、現地風に名前変えたって言ってたから。戸こ籍せきまでは変わってないと思うけど、そこまで調べたことない」

「他にヒントないですか」

「ママは優しくて、頼たよりになって、なんでも知っていて、魔法がとっても得意」

「やっぱりわたしのことですね」

　納得顔の夕菜。そこに玖里子が口を挟はさむ。

「うぬぼれすぎじゃない？」

「変なこと言わないでください」

「だったらあたしだって同じよ。凜だってそう。舞穂ちゃんは……まあ置いておくとして」

　舞穂が「にゃー、なんでー」と文句を発していた。とりあえず玖里子は無視。

「魔法なんかみんな自信があるんだから、決定打にならないわ」

「でも和樹さんのことが大好きな人が、ゆりやさんのお母さんですよね。だとしたらわたしです」

「その思考、ショートカットしすぎよ」

「普ふ通つうだと思います」

　当然だと言わんばかりの顔であった。

　やりとりを眺ながめていたゆりやは、和樹に言う。

「パパ、なんかないの？」

「なにが」

「なにがじゃないよ。ママたちが言い合っているのに、口も挟まないなんて」

　和樹はきょとんとしながら答える。

「いつものことだから」

「口くち喧げん嘩かしてるよ。仲が悪くなったらどうするの」

　和樹は笑った。

「喧嘩じゃないよこれ。仲いい証しよう拠こだって」

「本当？」

「うん。あちこち爆ばく発はつしたり家が壊こわれたりすることあるけど、でも僕たちの関係自体が壊れたことは一度もないから。これは本当」

　と彼は言い切った。

　和樹が優ゆう柔じゆう不ふ断だんだったり夕菜がやきもちを妬やいたり、玖里子が尊大な態度を取ったり凜の四角四面が行き過ぎたり、はたまた舞穂が伏ふせ字トークをしたりと発ほつ端たんは様々だが、彼らの周囲にはとんでもない騒そう動どうが巻き起こる。それこそ「これは死んだ」と思うことすらしばしばだ。

　それでも仲が悪くなることだけは一度もない。過ぎ去ってしまえば元のままであり、いつもの生活が続くのだ。これは絶対に変わることはないと和樹は確信していた。

「だから平気だって」

「でも……」

　ゆりやはどこか不満そうだ。

　いつの間にか文句をやめた夕菜が言う。

「ゆりやさんは、お母さんのことが好きなんですね」

　ゆりやの頰ほおがうっすらと赤くなる。

「うん」

「お父さんのことは？」

「パパのことは……ええと……。でもママはパパのことが大好きだよ。いっつも長電話してるから。たまに話が聞こえるけど、恥はずかしくなっちゃうくらい」

「だから和樹さんが気になるんですよね。どうやったら幸せな夫ふう婦ふになるのかって」

「うん……」

　ゆりやはうつむき気味になりながら認めていた。

　そして顔を上げる。

「今のパパは優柔不断すぎる。喧嘩したらちゃんと止めて、パパらしいところ見せてよ」

「いや普通にしてればすぐに終わるし」

　和樹の答えにも不満そうだ。

「本当に私のパパなのかなあ」

「正直、僕にも分からない」

　彼は素す直なおに返答した。自分と年ねん齢れいの変わらない娘むすめがいるなんて、ファンタジーである。結けつ婚こんへの実感がないというのもある。

　夕菜が軽く両手を合わせた。

「でしたら、今和樹さんに決めてもらうのはどうでしょう。和樹さんがわたしを奥さんにすれば全部解決しますし、ゆりやさんも安心して帰れます」

「だからショートカットしすぎなの」

　また玖里子がクレームをつけた。凜も同意する。

「夕菜さんはすぐに先走ります」

「凜さんは先走らないつもりですか」

　夕菜の台詞せりふに凜は言葉を返す。

「心を平静に保っていれば、そのような焦しよう慮りよとは無む縁えんとなります」

「さっきからお味み噌そ汁しるしか飲んでないのは平へい穏おんになった結果ですか」

　凜はご飯にもおかずにも手をつけていないことに気づき、そっぽを向く。

「ええと、ママたちいいかな」

　ゆりやが言う。

「今までパパとずっとこうやって生活していたんでしょう」

「そうです」

　夕菜が返事をし、他の女の子たちもうなずいた。

「パパと、その……デートとかしなかったの？　暮らしてるだけ？」

　夕菜は小首をかしげた。

「何回かありましたけど、みんなで遊びに行く方が多かったですね」

「そうねえ。二人きりで出かけても、次の日にはみんなで遊ぶわね」

「いつもこんな感じです」

　玖里子と凜も同じようなことを言った。

「ふうん……」

　ゆりやはなにやら考える仕草。

「……ねえパパ」

　今度は和樹に言う。

「私、もう少しここにいるね。パパとママたちのことがもっと知りたいから」

「でもご家族……つまり未来の僕だけど、心配しないのかな」

「平気だって。だからパパは、どのママと結婚するか決めて。でも」

　瞳ひとみの色が再び鋭するどいものになった。

「絶対に決めてね」

「うーん……でも」

「決めて」

　強い言葉に和樹は口をつぐんだ。

　即そく断だん即そつ決けつは彼の得意とするところではない。熟考ののち最善の手が指せるかと言えばそうでもないのだが、すぐに結論を出すよりはましだ。

　それにしてもと思う。このことはこの家の中に留とどめて黙だまっていた方がいいだろう。他に明かす必要はない。余計な波風を立てたってしょうがないのだ。

　しかし波風なんてものは、必要ないときに高く高く立つものだ。彼は翌日の葵あおい学園で、そのことを存分に思い知ることになる。




　　　　○




　翌日の葵学園。

　二年Ｂ組は全員が揃そろっている。今日は遅ち刻こく者もなく、担任の伊い庭ばかおりもゲームの早売りでいなくなることもなかった。

　かおりはホームルームでいきなり告げた。

「転校生紹しよう介かいするぞー」

　教室がかすかにざわつく。いったいこの時期に転校生とは何事だ。

　かおりは教きよう卓たくをバンバン叩たたいて教室を静かにさせると、入り口近くで立ったままの少女を手招きした。

「彼女の名前は式しき森もりゆりや。今日からクラスメートだから。仲よくするんだよ」

　教室内がざわついた。

　仲よくしたくないというのではない。二年Ｂ組の連中は、仲いい悪いを飛び越こえた次元で図ずう々ずうしいからだ。人を見かけで判断しない人間と言えば聞こえはいいが、じっくり話してから損得を決めるのである。

　だが今の騒さわぎはそういうことではない。「式森」という姓せいが、クラス内を刺し激げきしたのである。

　式森和樹はクラス内の異い端たん児じであり、もっとも警けい戒かいされている生徒でもある。和樹に言わせれば「僕のせいじゃない」であるが、ともかく秘密投票の「二年Ｂ組内警戒対象ナンバーワン」を四か月連続で受賞した。

　そんな生徒と同じ姓をもつ人間が転校してきたんだから、クラスが身構えるのも当然であった。

　かおりはまた教卓を叩いた。

「ほら静かに」

　奥から手が上がる。一見スポーツマン風の男子生徒、仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこだった。

「先生、今式森って言いましたよね」

「言ったよ」

「どういう人なんです？」

　かおりはゆりやに向いた。

「どんなゲームが好き？」

「はい？」

　ゆりやが虚きよを衝つかれたように聞き返す。かおりは繰くり返した。

「だから好きなゲームとかあんだろ」

　戸と惑まどいながらも彼女は答える。

「……そういうのは……」

「ゲームに興味がないってことは前科持ちかなにかか？」

「いえ……」

「普ふ通つうの人間だ」

　かおりは仲丸に説明した。

「えー、そういうことじゃなくてですね」

　と仲丸は返答。担任教師は渋しぶい顔をする。

「ゲームと前科のことだけ知ってればいいだろ」

「もっと、うちの式森と関係あるか知りたいんですよ」

　その言葉を聞き、かおりは「話してあげて」とゆりやをうながした。

　ゆりやは軽くうなずく。

「娘です」

　クラス内に沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　そして蜂はちの巣すに爆ばく竹ちくを放ほうり込むよりも騒がしくなった。

「えー!!」

「式森君に娘!?」

「あいつなにやらかしたんだ!?」

「いつ子供なんて作ったのよ！」

　銀行強ごう盗とうとテロリストが撃うち合いしているところに、サーカスの象が突とつ入にゆうしたみたいだ。Ｂ組では基本的に声の大きい人間が一いち目もく置かれる。なのでこれ幸いと騒ぎ立てている生徒もいた。

　かおりはすでに「静かにしろ」などの注意をしない。スマートフォンを取り出してゲームをやっていた。ここまできたらなにをしても無む駄だだと知っていた。

　和樹は「僕は知らない僕は知らない」と念仏みたいに呟つぶやいていた。台風と同じで早く通りすぎて欲しいと願っている。夕菜は呆あきれており、「またですか」と思っている模様。

　ゆりやは無言で教室内を見つめていた。

　こういうときには、高校生らしからぬ野心と欲よく望ぼうに溢あふれた人間が、主導権を握にぎり出すと相場が決まっていた。

「静かに、みんな静まれ！」

　仲丸がひときわ大きい声を出した。

「これはＢ組の危機だ！」

　いかにも深刻そうな物言いに、容よう赦しやなく「またかよ」「お前はそればかりだな」との野や次じが飛ぶ。

「黙れ。今まで俺たちは散々式森に苦く汁じゆうを飲まされてきた。今回はよりによって子供だ。由ゆ々ゆしき事態だ」

「仲丸君に賛成ね」

　短めの髪かみをした女子生徒が立ち上がる。葵学園の守しゆ銭せん奴どこと松まつ田だ和かず美みである。

「子供とかどうなってるの。しかも式森君の娘なんて。高校生アイドルにして売り出すつもりなんじゃない」

　クラスからは「なるほど」「一理ある」「分け前を貰もらおう」との声がした。

「転校生と言えばクラスの特異点。しかも式森君の子供。微び妙みようなバランスで成り立っているＢ組が崩ほう壊かいしかねないわ。あたしたちの存在意義に関かかわるのよ！」

　オーバーな意見にも賛同者は多い。ピンチだろうとチャンスだろうととりあえず大おお袈げ裟さな方向に転ぶのがＢ組流である。

　和美の演説に、クラス内は「確かに危機だ」との雰ふん囲い気きが醸じよう成せいされていった。

「ありがとう松田」

　仲丸が台詞せりふを引き継つぐ。これ以上和美に喋しやべられては自分が目立てないとの思おも惑わくもある。

「クラス存亡の瀬せ戸と際ぎわだが、一つ疑問がある。式森の子供なのにどうして年が同じなんだ？」

　そこかしこから「言われてみれば」と呟き声がする。和樹は「今ごろ気づいたのか」と小声で罵ののしった。

「二年Ｂ組に転校してきたのだから、和樹と同い年のはずだ。勘かん定じようが合わない」

　和美が呟く。

「そうね。舞穂ちゃんみたいな例外もいるけど、ここの全員は一年以内に生まれたもの同士よ」

　彼女は黒板前に立ったままのゆりやに言った。

「ねえ。式森君はあなたの父親なのよね」

「うん」

　ゆりやがうなずく。

「そうだよ」

　またクラスがざわついた。時々「幻げん聴ちようかもしれない」「集団催さい眠みんにかけられた」などの声もする。

　和美は、ショックを隠かくすことなく質問した。

「式森君にお金もらって、言えって命令されたんじゃない……？」

「そんなことないよ」

「じゃあ魔ま法ほうで人格改造されたのね」

「違ちがう。そこにいる人は、間違いなく私のパパ」

　ゆりやが和樹を指さし、またクラスメートたちは大きな声を上げた。微かすかな（Ｂ組生徒にとっての）希望が、全すべて打ち砕くだかれたのである。

「もうだめだ。この世の終わりだ」

「夢も希望もないわ」

「世界を道連れに死を選ぼう」

　混乱が酷ひどくなる教室。比ひ較かく的てき大人しいのはゆりやと和樹と夕菜、ゲームに熱中しているかおりしかいない。舞穂は面おも白しろがってきゃっきゃっと騒いでいた。

　仲丸が大きく手を振ふった。

「待て待て、待つんだ。ここで状じよう況きようを整理しよう」

　彼は自分に言い聞かせるようにする。

「式森の娘むすめが現れた。しかも噓うそじゃなければ幻げん覚かくでもない。俺たちが全員性た質ちの悪いガスを吸ったとも考えられない。となると、式森がやらかしたってことになる」

　和美が呟いた。

「つまり式森君は、生まれた直後に子作りをしたってこと……？」

「そういうことになる」

　仲丸は重々しくうなずく。

「この世に生を享うけた直後から不ふ埒らちな行こう為いに走るとはとんでもない野や郎ろうだ。ここまで性に乱れていたとは」

　仲丸の、いやクラス中の視線が和樹に集中した。

　和樹は椅い子すに座ったままたじろいだ。

「ちょ、ちょっと待った……」

「式森！　お前のことを見み損そこなったぞ！」

　仲丸が叫さけぶ。

「前から見損なっていたが、今回は決定的だ！　泣くことしかできない赤あかん坊ぼうのくせになに考えてんだ！」

「いやおかしいだろそれ！」

「おかしいのはお前の性生活だ！」

　迫はく力りよくと共に仲丸は断言する。他ほかの生徒も「そうだそうだ」「信じられねえ男だ」と後押しした。

「式森がこんなやつだったなんて」

「前からそうだと思ってたわ」

「女の子をなんだと思ってるの」

　ここぞとばかりに非難する。声が大きい方が権力を握るというＢ組メソッドを、全員が実行していた。

　和樹は深呼吸をすると心を落ち着かせた。このような事態は何度も遭そう遇ぐうしているのだ。いつまでもパニックに陥おちいっていられない。

　一方のゆりやは戸惑ったまま立ち尽つくしている。「パパ」と言った途と端たんに自分を置き去りにして騒そう動どうが拡大したのだから、当然だろう。

　かおりが「女の式森あそこに座れー」と和樹の列の一番後ろを指さした。いつの間にか新しい机と椅子が用意されていた。

　担任教師は「じゃああとはよろしくやんな」とスマートフォン片手に退出する。クラス内の喧けん々けん囂ごう々ごうは、終わる気配がない。

　仲丸が絶ぜつ叫きようした。

「Ｂ組の存亡に関わる事態だ！」

　和美が何度もうなずいた。

「今日ばっかりは仲丸君に賛成ね」

「よって俺はここに、二年Ｂ組裁判の開かい廷ていを提案したい！」

　クラスから「おお」との声が上がった。

　二年Ｂ組には裁判権がある。むろん国家の法によって規定されたものではなく、ケチをつける行為に権けん威い付けをしている。それらはもっぱら「自分よりもいい思いしやがってこのやろー」との嫉しつ妬と心しんから発せられた。

　裁判に掛かけられるのはダントツで和樹が多い。女の子との縁えんが深いからというのが主な理由であり、Ｂ組においてまったく正当な裁きであると認にん識しきされていた。なおこの法廷は、「Ｂ組軍事法廷」「クラス内の平和に関する最終法廷」「学校と学級における最高裁」「気に入らないやつを吊つるしていいイベント」など、名めい称しようがころころ変わり、現在のところ二年Ｂ組裁判に落ち着いている。

「開廷は今すぐ、これからおこなう！」

　仲丸の宣言に、クラスメートたちは万ばん雷らいの拍はく手しゆで応こたえた。

　その喧けん噪そうの中、ゆりやは自分の席につこうと歩いていた。いったん和樹の横を通りすぎてから、戻もどってくる。

「パパ」

　小声で訊きいてきた。

「このクラス、このままでいいの？」

　意外に感じる和樹。

「あれ、僕のこと気にかけてくれるんだ」

「当たり前でしょ、パパなんだから。なんだか裁判とか変なこと言ってるよ」

「あああれね。放ほっておいていいよ」

　意外なほど冷静な和樹にゆりやがきょとんとしていた。

「そうなの？」

「裁判ったって、どうせ誰だれが裁判長やるかでもめて決まらないんだから、慌あわてる必要はないよ」

　彼の言葉通り、クラス内では裁判長の席を巡めぐって口論が繰くり広げられているところであった。

「二年Ｂ組、いや、葵学園で一番公正な俺こそが裁判長に相応ふさわしい！」

　仲丸の主張に、即そく座ざに和美が反論する。

「馬ば鹿か言ってんじゃないの！　あんたが公正なら殺さつ人じん鬼きは天使よ！　それよりあたしが裁判長やるわ。女子の社会進出ってやつよ」

「社会じゃなくて松田が囲い込みたいだけだろ！」

「仲丸君の横暴よ！　みんなで阻そ止ししましょう！」

「松田の暴ぼう虐ぎやくを許すな！」

　クラスは二手に分かれ、騒さわぎはどんどんと大きくなっていった。

　Ｂ組生徒は高校生という身分よりもはるかに大きな権力欲よくに支配されている。しかも偉えらそうな肩かた書がきを見ると即座に飛びつく習性を持っていた。

　しかも地位を独どく占せんしたがる。「どんな小さいことでも自分が得をして相手に損をさせたい」のだ。なのでこういうときは揉もめに揉めるのが慣例なのだ。金銭が絡からまないだけまだましな部類にすら入る。

　和樹が落ち着いているのもそのあたりに理由がある。彼はすました顔でゆりやに言っていた。
















「ね、決まらないだろう」

「なんかうるさいだけだね」

「疲つかれたら自然と終わるよ」

　喉のどが嗄かれるまで言い合い、体力が尽きてうやむやになるのがお決まりのパターンだ。当初の和樹は必死で抵てい抗こうしていたが、のんびり構えているのが一番いいと理解していた。

　突とつ然ぜん、仲丸が言い争いを中断した。和樹の方角を向く。

「式森！」

「なに？」

「お前はこう考えてるだろう。俺と松田のどっちが裁判長をやるかで揉め続け、結局開廷されないと」

「え、自分でも分かってるの？」

「確かに今まではそうだ。権力の座を他人に譲ゆずるやつはＢ組では生きていけないからな。だが、これからは違う」

　仲丸はにやりとし、身体からだから妖よう気きまで漂ただよわせながら言い放つ。

「俺はクラスのために尽くす！　裁判長は松田に譲った！　式森の思い通りにはさせん！」

　高らかな宣言だったが、和樹はまるで信じていない。

「どうせ裁判長と同じ地位を作るんだろ」

　誰が見ても分かるくらいぎくっとする仲丸。

「う……」

「裁判総長とか適当な役職作って権力握にぎるんだろ」

「う……」

「で、僕そっちのけでクラスの人間の上に立とうとするんだろ」

　仲丸は絶句。じりじりと後ろに下がりながら言った。

「やるようになったな、式森……」

「そんなことだろうと思ったんだ」

「ちょっと、仲丸君！」

　和美が目を吊り上げて抗こう議ぎする。

「それ本当!?　騙だましたのね！」

　仲丸は額に流れる汗あせを拭ふかないまま言い返す。

「そうじゃない！　役職についてはたまたま松田にも話していなかっただけだ」

「やっぱりそうなのね！　仲丸君には任せられないわ。あたしが仕切る！」

「お前も俺と同じじゃねえか！」

　今度は和美に批判の矛ほこ先さきが向こうとしていた。和樹の言ったとおり、終わりのない罵ののしり合いに突とつ入にゆうしようとする。

「あの」

　意外なところから声がした。

　口を挟はさんだのは和樹ではない。夕菜でもなく、ましてや舞穂でもない。

　ゆりやであった。

　全員の視線が集中する。ゆりやは物もの怖おじせずに喋しやべった。

「ええと、パパのことを、なんだか……裁判？　みたいなのにかけるんですよね」

　パパという言葉に再びクラスがざわつくが、話を聞こうという雰ふん囲い気きにはなっていた。

　仲丸が返事をする。

「まあな。式森を吊るのは俺たちの義務だ」

「だったら私が裁判長になっていいですか」

「は？」

「パパのことなので、娘むすめの私がいいと思うんです。お願いします」

　ゆりやは頭を下げた。

　教室内が戸と惑まどったようにざわついた。権威ある役職はクラスの争そう奪だつ戦せんとなるのが定例であり、第三者に渡わたすことはあり得ない。そんなことするくらいならなにもかもパーにしてやると言い出す人間が出るのが常であった。

　だがこの場合、ゆりやはすでにＢ組の一員であるということ、転校直後のため利害関係から遠いというのが、説得力を持たせていた。

「む……あり……か」

　仲丸が唸うなるように言葉を漏もらす。

「松田にやらせるよりは遥はるかにマシだ」

「どうしてあたしばっかり目の敵かたきにすんのよ。でも、賛成ね」

　クラスの腹黒男女トップが賛成すれば、事態は急速に回転をはじめる。先ほどまで余よ裕ゆうだった和樹は大いに焦あせった。

「ええっ、僕の権利はどうなるんだよ!?」

　冷たく告げる仲丸。

「お前には被ひ告こくって権利があるから」

「それは権利じゃないだろう！」

　苦情ははかなく消え去り、ゆりやを長とした裁判は決定となった。

　となれば、あとは早さつ急きゆうな開廷が求められる。一時限目の教師が到とう着ちやくできないよう催さい眠みん魔ま法ほうに長たけた何人かが送り出されると、教室では準備がはじまった。

　机が片付けられ中央が大きく開けられ、椅い子すが一つだけ出される。後方は傍ぼう聴ちよう席せきとなり、どこからか持ってきた大きなテーブルにシートがかけられて裁判長らしい威い厳げんが整えられた。

　そこにゆりやが座る。中央には和樹が連れてこられた。

「開廷します」

　ゆりやは木き槌づちでテーブルを叩たたいた。

「被ひ告こく人にんのパパは着席してください」

「あの……」

「静かにして」

　茫ぼう然ぜんとしたままの和樹はそのまま座らされる。

　検事役の仲丸が立ち上がった。弁護人はなし。

「えー、まず本件に関しましては、被告人式森和樹の日ひ頃ごろからの所業について……」

「判決を言い渡します」

　仲丸の陳ちん述じゆつが突とつ然ぜん遮さえぎられた。ゆりやの台詞せりふに、傍聴席がざわつく。

「裁判長……？」

「判決。パパはママたちと一人ずつデートして、誰と付き合って結けつ婚こんするかちゃんと選んでください。以上です」

　そう告げると、ゆりやはさっさと裁判長席から離はなれた。

　啞あ然ぜんとする傍聴席、そして和樹が残された。

　少ししてから、和樹が言う。

「あの……それはどうやって……」

　教室から出ようとしたゆりやが振ふり返る。

「それはパパに任せる。ちゃんとデートして」

　そして彼女は、本当に出ていった。

　和樹は啞然とした。つまり、ゆりやはこのことを告げたいために裁判長となったのだ。いい加減なものとはいえ、権けん威いを利用して和樹の背中を押したのである。

　これでＢ組に全すべてが知られることになった。和樹は監かん視しに近い注目を浴びることであろう。

　ゆっくりと夕菜の方を見る。彼女は戸惑いつつも、デートへの期待に頰ほおを染めていた。




　　　　○




　突然の判決に、二年Ｂ組内は戸惑ったままだった。

　Ｂ組はどういうわけかこういう手続きというか儀ぎ式しきを尊重しており、その上で裏をかくことを身上としているのだが、全てが吹ふっ飛ばされて判決が出た。

　さらに、というかここが重要なのだが、ゆりやは「ママたち」と言ったのである。

「ママたち……？　母親が複数いるのか」

　仲丸が呟つぶやく。

「考えてみれば、父親がいるんだから母親がいて当然だ」

「じゃあ誰だれが母親なのよ」

　と和美。

「まさか夕菜じゃないでしょうね」

　クラス中の視線が夕菜に向く。彼女はにこりとした。

「もちろんわた……」

　和樹は素す早ばやく夕菜の口を塞ふさいだ。

「だ、誰だろうね。僕にも分からないや」

　和樹はあははと笑う。

　仲丸と和美は同時に睨にらんだ。

「……なにか知ってるな？」

「知ってるわね」

　和樹は夕菜の口を押さえたまま、何度も首を振った。

「知らない。知らないって。だいたい娘とか僕が一番戸惑っているんだから」

　夕菜は「むぐむぐ」と声を上げている。

「名字が同じだけでどういう人かも知らないから」

「むぐむぐ」

「年がほとんど違ちがわないんだから、娘じゃない可能性が高いし」

「むぐむぐ」

「それに夕菜もなんでこうなったのか分からないって言ってるよ」

　和樹は夕菜の口に手を当てたまま、彼女の頭を前後に揺ゆらした。二つに縛しばった髪かみの毛がばさばさ揺れる。

「ほら」

　彼は「僕も夕菜もなにがなにやらさっぱり分かりません」という顔をした。

　仲丸と和美は、納なつ得とくしてはいないようであったが、和樹を一いち瞥べつしてから話を再開する。

「問題は、他ほかにどのような女の子が、ママたちなのかだ」

「そうね。リストアップして一人一人尋じん問もんすべきだわ」

　和美は仲丸の言葉にうなずいた。

「式森君と仲のいい生徒ってことは、三年の風かぜ椿つばきさんと一年の神かみ城しろと……」

「あとは松田だな」

「は!?　なんであたしなの!?」

　和美が驚おどろき半分、激げつ昂こう半分で食ってかかる。仲丸は当然のように言う。

「まず性別が女だ」

「女なんかこのクラスにもいくらだっているでしょうが！　あたし式森君には興味ないわよ。タイプなら他にいる！」

「そこが怪あやしい。カモフラージュなのかもしれない。こんな近くに式森のシンパがいるとは、由ゆ々ゆしき事態だ」

　いかにも真ま面じ目めな物言いに、一いつ瞬しゆん和美は絶句した。

　すぐに気を取り直す。

「……あ。ひょっとして、あたしに罪を着せて裁判にかけるつもりでしょう。あたしを貶おとしめて自分がのし上がる気ね！」

「そんなことはない。俺はこのクラスのためを思って……」

「噓うそつくなー！」

　和美がわめき立て、同調する生徒がさらに騒さわぐ。彼女に味方するわけではなく、事態を混乱させて自分を有利にさせるつもりだ。

　対たい抗こうするように仲丸と、一時的に味方するクラスメートが声を上げる。二年Ｂ組内はいつものように、無む駄だな喧けん噪そうに包まれつつあった。

　騒そう動どうの中、和樹は夕菜をひっそりと廊ろう下かに引っ張っていった。担任のかおりはゲームが佳か境きように入っているらしく自分の世界に没ぼつ頭とうしていた。

　教室から十分離れてから手を離す。

「ふは……」

　夕菜が大きく息をつく。和樹は軽く頭を下げた。

「ごめん。苦しくなかった？」

「平気ですけど……」

　夕菜は恨うらめしそうに視線を向けた。

「なんで口を塞ぐんですか、もう」

「いや、まあ、あれ以上揉もめることもないかなって」

　和樹はあははと笑ってごまかした。

「それよりゆりやはどうしたんだろ。一人で帰っちゃったのかな。探そうか」

　移動しようとした彼の袖そでを、夕菜が摑つかんだ。

「待ってください。肝かん心じんなことが決まっていません」

「なに？」

「わたしとのデートです」

　彼女は少し頰を赤くしながら言う。

「いつにします？」

　和樹はたじろいだ。

「あ、え……」

「ゆりやさんがわたしと和樹さんにデートして欲しいって言ったんですよ。しなきゃ駄だ目めですよね。それとも」

　じろりと彼女は視線を飛ばす。

「忘れたんですか？」

　目つきにただならぬものを感じ、和樹は急いで首を振った。

「そんなことないって、ちゃんと覚えているから。でも、ほら、急にデートって言われても心の準備とか遺ゆい言ごんとか」

「遺言ってなんです」

「それは言葉のあやだけど、もっと分かり合う必要があるからさ」

「これ以上どうやって分かり合うんですか」

「たとえば他の意見を聞くとか。玖里子さんとか凜ちゃんとか山やま瀬せさん……」

　そこで和樹ははっとした。

「玖里子さんと凜ちゃん！」

　その言葉に、夕菜は多少の不ふ機き嫌げんさを見せた。

「どうしてわたしとのデートに、二人の名前が出てくるんです？」

「そうじゃなくて、ゆりやは他の人にもデートのこと話したのかな」

「そういえば……」

「これ、まずいかも」

　と和樹は言った。

　ゆりやの言うママたちというのは、もちろん夕菜、玖里子、凜のことだ。あとは千ち早はや。舞穂とが含ふくまれるかどうかは微び妙みようとして、和樹はこの中の女の子とデートしなければならない。しかし先ほどの裁判の判決は、夕菜と舞穂しか聞いていなかった。

「凜ちゃんなんか潔けつ癖ぺきなんだから、デートなんて聞いたらそれだけで怒おこり出すかもしれない」

「そうはならないと思いますが……」

　夕菜は考えながら喋しやべる。

「でも、照れ隠かくしに刀を抜ぬくならあるかもしれませんね」

「行こう！」

　和樹は夕菜を引っ張り、一年生の教室へと走った。

　胸の中を悪い予感が行ったり来たりする。凜は生き真ま面じ目めでストイックであり、特に男女関係については厳格だ。最近は柔やわらかなところを見せることが多いが、不ふ埒らちだと感じたら容よう赦しやはない。ややオーバーとは言え、ゆりやに切っ先を向けることもあり得た。

　すぐに教室へとたどり着く。ちょうど休み時間になったので都合がいい。

　入り口で女子生徒に頼たのみ込んで凜を呼ぶ。出てきた彼女は、どこか不ふ審しんげな表情をしていた。

「デート……？　ああ、さっき聞いた」

　素っ気ない口調だったが殺意もない。予想外の反応に、きょとんとする和樹。

「平気なの？」

「なにが」

「僕とデートしろって言われたこと。てっきり日本刀を抜いてゆりやに斬きりつけるかと」

「お前は私をなんだと思っているんだ」

　眉まゆを顰ひそめる凜。

「確かに、デートといきなり言われて驚いたのは事実だ。だが、彼女の母親の可能性があると指し摘てきされたことに比べれば、どうということはない」

「そりゃそうか」

「それに……不ふ愉ゆ快かいなことではない」

「デートが？　まさか」

　和樹は笑った。

「凜ちゃんああいうの嫌きらいじゃん。軟なん弱じやくだからって」

　あははと声を出す和樹。凜はうんざりしたような、呆あきれたような息を吐はいた。

「まったく……人間の心情が変化しないとでも思っているのか。まあいい」

　凜は続けた。

「とにかく、私は承しよう諾だくした」

「……僕とデートするって？」

　和樹は自分自身を指さす。

「そうだ」

「まさか」

「本当に刀を抜きたくなってきたのだが」

「理由を訊きいてもいい？」

「抜くぞ？」

　夕菜が和樹の服の裾すそを引っ張る。彼は慌あわてて言い直した。

「あ、ごめん。まあ……凜ちゃんがいいと言うなら」

「一応、いい加減な気分で引き受けたのではない」

「デートじゃなくて罰ばつゲーム気分でも僕は別に」

「どうしてお前はそう卑ひ屈くつになるんだ！　もっとちゃんと自分というものを持て。そもそも日本男児として……」

　非常に久しぶりに説教がはじまりそうな気がしたので、和樹は夕菜と共に急いで退散した。




　一年生の教室が並ぶ廊下から階段へと移動し、二人は一息ついた。

「凜ちゃんにしては意外だったねえ」

　和樹は本気でそう思ったのだが、夕菜は同意しなかった。

「わたしは別に。ゆりやさんに刀を抜かないのも、デートをするのも予想できました」

「そうなの？　僕はびっくりなんだけど」

「……ときどき和樹さんが鈍どん感かんでよかったって思うことがあります」

「なにそれ」

　夕菜は答えずに、「三年生のところに行きましょう」と言った。

　玖里子のクラスに向かう。が、彼女は不在だった。

　クラスメートによると「生徒会長室へ行った」とのことで、年下の会長相手に折せつ衝しようを繰くり返しているらしい。

　生徒会長室へと向かう。ちょうど廊下の先から玖里子がやってくるところであった。

「デート？　聞いたわよ」

　和樹の言葉に、彼女は凜と同じような返答をした。

「ちょっと前にゆりやがやってきて頼んでった。会長とやりあって疲つかれてたから、反対する気も起こらなかったわ」

　玖里子は肩かたをすくめていた。

「で、いつにすんの」

「念のために訊きますけど、僕とのデートですか」

「他ほかになにがあんの」

　和樹が答えようとすると、素す早ばやく夕菜が進み出た。

「そのことはあとで決めます」

　と言葉を封ふうじてから、

「ゆりやさんはどこに行きました？」

　玖里子は首を傾かしげた。

「聞いてないけど、千早のところじゃないかしら。二年の教室へ行くみたいだったから」

「ありがとうございます。行ってみます」

　夕菜は頭を下げる。玖里子は続けて訊いた。

「怒らないの？」

「なにをでしょう」

「だってここは夕菜ちゃんが、『なんでデートをするって言ったんですか』とか、いきなりやきもち全開にして怒り出すところなんじゃない」

「しません」

「本当に？」

「もちろんです」

　玖里子はじっと夕菜を見つめる。

「じゃああたしが最初にデートするってことでいいかしら」

「……それは……」

　夕菜はお約束のように口を大きく開けて叫さけんだ。

「あとで話し合います！」

　そして元の声こわ音ねに戻もどした。

「それよりも山瀬さんの方が大事です。これで失礼します」

　今度は夕菜が和樹の手を引っ張ると、足早に廊ろう下かを反対方向に駆かけていった。




　結局、二人は二年生の教室のある階へと戻った。

　Ｆ組へと向かう。山瀬千早はそこにいるはずだ。

「いました」

　と夕菜。教室の入り口近くに、女の子が二人立っている。千早とゆりやだ。

　声をかける前に、千早が気づいた。

「あ。式森君と宮みや間まさん」

　千早は手を振ふった。

「こっちこっち」

　和樹と夕菜は走って近づく。千早はいつものようににこにこしているが、ゆりやは二人を一いち瞥べつしただけだ。

「山瀬さん、ごめん」

　和樹は最初に詫わびを入れた。

「なんだか意味分からなかったんじゃない」

　きょとんとする千早。

「なにが」

「だって僕と、その……デートしろって言われなかった？」

「うん。言われたよ」

　千早はゆりやを見てから視線を戻した。

「この子、式森君の娘むすめなんだって？　びっくりした」

「らしいんだけど、ひょっとして信じてる？」

「うーん、式森君の周りって、こういう無茶苦茶な事件がよく起こるよねえ。だから本当かなって気もする」

　彼女はにこりとした。

「でもこんな可愛かわいい女の子が娘なんて、式森君嬉うれしいんじゃない？」

「それは……分かんない」

　実感がないというのが正直なところである。千早の言うとおり、身の回りで様々なことが起こったとはいえ、娘はさすがにはじめてだ。

「僕まだ高校生だよ」

「喜んでもいいと思うなあ。あたしは自分の妹好きだし、可愛いと思ってるよ」

　すると、それまで無言で、距きよ離りすら置きそうだったゆりやが、突とつ然ぜん口を開いた。

「じゃあどうしてパパとデートしてくれないんですか」

「え？」

　と言ったのは千早でもなく和樹でもなく夕菜。

「山瀬さん、和樹さんとのデートを断ったんですか？」

「あー、宮間さんまで来たのは、あたしと式森君とのデートを妨ぼう害がいしようと思ったから？」

　千早は楽しそうに笑う。

「宮間さん、やきもち妬やかなくていいよ。安心して」

「わたしはやきもちは……まあ、妬いてましたけど」

　と夕菜は返事をしてから。

「でも、山瀬さんも……その」

「……まあ、ね」

　千早は和樹に一度だけ視線を向けながら、言う。

「あたしはちょっと遠えん慮りよしようかな」

「山瀬さんらしくない……」

「そう？」

「それじゃパパとのことはどうするんですか」

　ゆりやが口を挟はさんだ。

「ママの候補がいなくなっちゃいます」

「たくさんいるじゃない」

「でも山瀬さんとの想おもい出だってきっと貴重なはずです。ずっと前にパパが言ってました」

　ゆりやは口を尖とがらせていた。冷たさのある表情に、どこかわがままっ子のような人間味が加わる。

「なのに……」

「本当に式森君がそう言ってたなら、あたしはそれだけで十分だから」

　千早はなだめるように答えた。

「それとも、ゆりやさんは本当は誰だれが母親か知ってるとか？」

　ゆりやは二度、三度まばたきをしてから、押し黙だまった。

　千早は和樹と夕菜の方を向く。

「あたしは今回のデートのことは遠慮するね。また誘さそって」

　彼女は「じゃあ」と言うと、教室に戻っていった。

　廊下には拍ひよう子し抜ぬけした和樹と夕菜、それにゆりやが残された。

　夕菜がぽつりと言う。

「なんだか……悟さとりを開いた人みたいですね」

「夕菜、たとえが女の子っぽくないよ」

「いいじゃないですか。わたし、山瀬さんってもっと積極的だと思ってたんですけど」

「みんな夕菜みたいなわけじゃないし」

　夕菜がじろっと睨にらんできたので、和樹は慌てて口をつぐんだ。話題を変える。

「結局、僕とデートするのは三人になるのかな」

「そうですね」

「デートそのものをなしにする手段もあるけど」

「駄だ目めです」

　夕菜は和樹の意見を即そく座ざに却きやつ下かした。

「早くデートの順番を決定しましょう。ゆりやさん、わたしたちで決めちゃってもいいですよね」

「うん」

　ゆりやはうなずく。

「でも、一週間以内にすませて」

「期限あるんですか？」

「私が帰らなきゃならなくなる」

　真しん剣けんな口調でゆりやは説明した。

「だからその前にどうしてもパパに決めてもらいたいんだ。本当に」

　真ま面じ目めそのものの言い方だった。和樹はなにか言おうとしたが、素早く夕菜が返事をする。

「まかせてください」

　彼女はゆりやとは違ちがった意味で力強く答えた。

「今晩決めます。そしてわたしが真っ先にデートしますから」

　夕菜はそう宣言した。




　夕菜は「わたしが最初に和樹さんとデートします」と言ったところで、他人が認めるかどうかは別の問題である。その日の晩は、この問題点が遠慮なく噴ふき出した。

「つまり、今週中に全部終わらせないといけなくて、時間的なこともあって今決めちゃいたいわけね」

　食事の席で、玖里子はうなずきながら言った。

「でも、だからって夕菜ちゃんが最初にデートすんの」

「当然です」

　夕菜はご飯を茶ちや碗わんによそりつつ答える。

「妻ですから」

「まーた自分を昇しよう格かくさせる」

　玖里子は呆あきれた。

「だったら、あたしだって奥さんの可能性あるんだから、真っ先にデートしてもいいじゃない」

「それはだめです。可能性はありません」

「だからどうして分かるのよ」

「分かります」

　と夕菜は言った。今ここの家には、和樹といつもの四人しかいない。少しでも事情を知っているゆりやは紅尉の家で寝ね泊とまりしているため、主張し放題であった。

「ねー、舞穂はー？」

　舞穂が両手を上げてぴょんぴょん跳とんだ。

「舞穂とデートはー？」

「ゆりやさんからはなにも言われていません」

　夕菜の言葉に、舞穂は「むー」とうなった。

「ひどいー」

「今は我が慢まんしてください」

　夕菜は味み噌そ汁しるの椀わんに刻んだネギを浮うかべる。

「こういうことに子供は出番ないんです」

「舞穂は子供じゃなーい。夕菜さんだって高校生なのにー」

「わたしたちは大人みたいなものなんです」

「ずるいー！」

「ずるくありません。とにかく選ばれたのはわたしと玖里子さんと凜さんです……凜さん？」

　夕菜はテーブルについている剣けん豪ごう少女に、思わず声をかけた。

　いつもの凜は、食事を必ず手伝う。料理の腕うで前まえが壊かい滅めつ的なので包丁だけはなにがあっても握にぎらせないのだが、配はい膳ぜんや片付けはよくおこなっていた。もっともそれらも、皿を割ったりひっくり返したりがあるのでなるべく実害のないものをやってもらうようにしている。

　その彼女が「手伝います」とは言わず、じっと座っていた。無言で手元に目を落としている。

「凜さん、どうかしました？」

「あ……いえ。すみません。行ぎよう儀ぎが悪くて」

　凜は慌あわてて顔を上げる。

「別にいいんですけど……手紙ですか？」

「はい。家からです」

　夕菜の質問に、凜は手紙を畳たたむ。

「静しず岡おかのご実家ですか」

「いえ。九きゆう州しゆうの本家からなのです」

　凜の生まれは静岡だが、神城の本家は九州にある。退たい魔まで知られている名家で、彼女はそこで厳しく育てられた。

「直接連れん絡らくはしてこないでくれと言っているのですが」

「手紙って珍めずらしいですね」

「私も電話よりはこちらの方がいいとは思います。大事な話は特に」

「大事なんですか？」

　その質問には答えず、凜は手紙を懐ふところにしまった。

　玖里子がテーブルをとんとん叩たたく。

「ちょっと夕菜ちゃん、ご飯まだー？」

「すみません。今運びます」

　文句を言っていた玖里子も配膳を手伝う。料理が並べられた。

「とりあえず、ご飯を食べながらお話ししましょう」

　夕菜は席についてから「いただきます」と言った。

　和樹たちも「いただきます」と応こたえ、夕食がはじまった。

　すぐに凜が言う。

「それで式森。お前との……あー、デートはいつおこなうのだ」

　和樹はお新しん香こを摘つまみながら返事をする。

「来週かな」

「それではゆりやさんが帰ってしまうだろう」

「再さ来らい週しゆうでもいい」

「嫌いやなことを先送りにする癖くせを直せ」

　まったくの正論に、和樹は肩かたをすくめた。

「そうだね……」

「まあ。和樹さんはわたしとデートするのが嫌なんですか？」

　夕菜の言葉に和樹は急いで否定した。

「もちろん違うよ。どれだけ夕菜に魔法で攻こう撃げきされて死にかかっても、それだけはないから」

「すごい皮肉を聞いた気がします」

「いや皮肉じゃなくて……。たださあ、なんていうか、ゆりやの父親が本当に僕だとして、母親が決まったらこういうことができなくなりそうな気がして」

　和樹の台詞せりふに、女の子たちの視線が集中する。

「ほら、僕たちって一いつ緒しよに暮らしているわけじゃない。だけど将来誰と結けつ婚こんするかが分かったら、こうやって暮らせなくなるかもしれない」

「そんな……これからも皆みなさんと友達です」

　夕菜の言葉に頷うなずきつつ、

「うん。でもなんとなく距きよ離りみたいなものができるんじゃないかなって。こう、僕と誰だれか女の子一人と、他ほかの人たちみたいな。決めちゃうと今までやってきたことが終わるんじゃないか。それよりは、決めないでずっとこのままの方がいいかなって」

　漬つけ物もののキュウリを食べることも忘れ、和樹は言った。

　今やっている生活は血けつ縁えん家族のそれに近い。同じ屋根の下で寝ね起おきし、食事をして、学校へ行く。年が近いこともあって、楽しくやってこられた。

　ここで将来のことという要素が加わると、どうしたって変化してしまう。居い心ごこ地ちの良さが一転して気まずさに変わることもありうるのだ。

　そうなるくらいなら、このままの方がいい。いずれ卒業などで変化が来るとしても、それをできる限り先に延ばしたい。彼の台詞は、そういう意味であった。

　夕菜は反論しなかった。玖里子も凜も、舞穂まで黙っている。

　皆みな、和樹の言いたいことを理解した。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、玖里子が口を開く。

「まあ……そうかもね」

　彼女は音を立てないようにして箸はしを置いた。

「でも、そういうのっていずれ来ると思うわ。避けられないじゃない」

「避けなくても延ばすことはできます」

「いずれ来るなら今来たって同じよ。どうせ経験するんだから」

　玖里子は少し笑った。

「それにね、あんたとの関係がどうなったって、あたしたちの関係は崩くずれっこないわ。いつまでも友人だし、家族同然。そう信じてるわよ」

　彼女は年上であり、家族関係で辛しん酸さんを嘗なめている。それ故ゆえの説得力を持った言葉であった。

　食事の席に、ほっとしたような、温かい空気が流れる。

「玖里子さんにそう言ってもらえると、なんかほっとします」

　と和樹。玖里子は苦笑い。

「なんかってなによ」

「褒ほめ言葉ですって」

「分かってるわよ。というわけで、なにがあっても、いつまでも友達でいるんだから……和樹とのデートはあたしが一番ね」

　言い切る玖里子。即そく座ざに夕菜が「酷ひどい！」と言って立ち上がる。

「せっかくいい話だなって思ったんですよ！」

「いい話だったでしょ」

「どうしてこうなるんです」

　激げつ昂こうした夕菜は、隣となりの少女を見る。

「凜さんだって感動しましたよね？」

「……はい」

　剣豪少女は小さくうなずく。

「心を動かされました。ですから、私が……最初に……デートするのもいいかもしれないと」

「意味が分かりません！」
















「ねー、ねー、舞穂はー？」

　舞穂がご飯はん粒つぶを口元につけたまま手を振ふり回してアピールする。夕菜は勢いよく首を横に振る。

「駄だ目めです！」

「ひどーい！」

「一番はわたしって決まったんですから」

「決まってないよー！」

　舞穂の抗こう議ぎに玖里子も同調する。

「舞穂ちゃんの言うとおり。あたしが一番なんだから」

「横入りしないでください」

　夕菜が即座に反発するが、凜が会話に割り込む。

「まず私なら丸く収まります」

「だから横入りなんです!!」

　食事の席での喧けん噪そうが大きくなる。

　和樹はこの揉もめ事ごとに加わっていなかった。ただ先ほどの玖里子の台詞を、じっと嚙かみしめていた。
















第五十一話　決意と未来へのデート　３







　揉めに揉めた末、デートの一番手は凜りんと決定した。二番目が玖く里り子こであり、夕ゆう菜なは最後。

　順番決めは「じゃんけん」「くじ引き」「紙飛行機を投げて遠くに飛んだ順」「自己破産した親しん戚せきの数」など二転三転し、結局あみだくじとなった。

　見事一番を引き当てた凜は、一見淡たん々たんとしていた。

「やはり私が一番でしたか」

　かすかに混じる嬉うれしそうな声こわ色いろ。夕菜はそれを咎とがめる余よ裕ゆうもなく、あみだくじのはしごを穴が空くほど見つめていた。

「どこかにトリックが……」

「ありません」

「魔ま法ほうで幻げん惑わくしたとか……」

「ですからありません」

　諦あきらめきれないとばかり、あみだくじを眺ながめる夕菜。しかしどれだけ確かく認にんしようと、変わりはなかった。

　隣の玖里子も、当初はあみだの無効を訴うつたえていたものの、無む駄だと察したか同調しなかった。

　代わりに凜に言う。

「凜が一番手なのは認めるけど、時間を厳格に定めて」

「どのようなことです？」

「時間は朝九時から夜七時まで。逸いつ脱だつした段階で即座に失格。早朝、深夜割引はなし」

「構いませんが、割引とはなんですか」

「いいじゃない」

　と玖里子。

「和かず樹きといかがわしいホテルに入るかもしれないじゃない」

「そのようなところには行きません！」

　凜は声を張り上げた。

「私たちは未成年です。成年ですらどうかと思われるところに行くはずありません。考えることもしません」

　凜は頭から否定した。

　玖里子は剣けん幕まくに驚おどろいたりしなかった。むしろ不思議そうな顔をする。あみだくじから目を上げた夕菜も、同じような表情だった。

　逆に凜が戸と惑まどっていた。

「……なんでしょうか」

「凜、なんかいつもと違ちがわない？」

　玖里子が言う。夕菜もうなずいた。

「同感です。いつもの凜さんなら、おたおたしてうろうろして、少しは考えたとか白状します」

「そうそう。あんた自分の心に噓うそをつけないから」

「すぐにボロを出しますよね」

　夕菜と玖里子は顔を見合わせ、何度もうなずいた。

　理由を聞いて、凜は呆あきれた。

「お二人とも、私をなんだと思っているのですか」

「剣けん豪ごう少女のメッキが剝はがれた一年生」

　間かん髪はつ容いれずに玖里子が言う。凜は口をへの字にした。

「失礼な」

「それはともかく、和樹のことになると動どう揺ようして隠かくしようがなかったじゃない。なんか以前のあんたみたいね」

「まあ……色々と思うところがありまして」

　凜は口ごもった。

「とりあえず今は、私が一番手です。あみだくじは公平ですので、異論はないはずです」

　それはそうなので、夕菜も玖里子も、しつこい反論はできなかった。

　凜は和樹の方を向く。

「さっそく明日あしたからデートだ」

「え。明日学校だよ」

「なにもサボれとは言っていない。放課後で構わん。私につきあえ」

「いいけど、着き替がえたほうがいいかな」

「必要ない。授業が終わったら私のクラスまで迎むかえに来てくれ」

「分かった」

　そして凜はじろっと睨にらむ。

「遅おくれるなよ」

　なんだか果たし合いみたいだなあと感じながら、和樹は承しよう諾だくした。




　　　　○




　翌日。葵あおい学園への登校途と中ちゆう。

　幸いなことに天候は晴れだった。しかも快晴。これなら大きめの公園を歩くだけでも楽しいだろうなと、和樹は思った。

「あ、和樹さん、凜さんとのデートを考えてますね」

「え……いや」

　夕菜に指し摘てきされて和樹は狼ろう狽ばいした。

　否定しようとしたが、なにも思いつかないのでうなずく。

「うん……」

　即そく座ざに夕菜のやきもちが飛んでくる、と思っていたら違った。

「ですよね。わたしも同じ立場なら考えると思います」

「やっぱりそうだよね」

　ほっとしたため、彼は口を滑すべらせた。

「いやー、また夕菜の魔法で黒こげにされるかと思っちゃったよ」

「和樹さん！」

　夕菜は腰こしに手を当てつつ、

「……そういうことは控ひかえようと思ってます」

「なんで？　いや僕の命は助かるけど」

「昨日、玖里子さんが言ってましたよね。私たちは家族みたいなものだって」

「うん」

「家族だからやきもち妬やくのも、当たり前だと思うんです」

「当たり前かなあ」

「でも、こうやって誰だれか一人を選ばないといけなくなったら、やっぱり変なこと出来ないかなって。ピンチになったら家族の絆きずなは強まるものです」

　それから彼女は、急いで付け加える。

「あっ、誤解しないでください。和樹さんが言ってたみたいに、選ばないで先延ばしにするのもいいと思うんです。でもやっぱり、玖里子さんが言ってましたけど、卒業だってあるし、もしかしたら引っ越しだってあるかもしれません。だったらいつ経験しても同じなのは、そのとおりかなって」

「…………」

「そんなときに、やきもち妬いてられないじゃないですか。和樹さんとデートする女の子のことを応おう援えん……するのは変ですけど、邪じや魔まはしたくないなって」

　夕菜は照れたように微笑ほほえんだ。

「笑いません？」

「いや」

　彼はゆっくり首を振ふった。

「僕も同じようなこと、考えていたから」

　和樹は答えた。やはり昨日の夕食後、寝ねてからもずっと、頭の中で反はん芻すうしていたのだ。

　玖里子の言ってることが正解とは限らない。それでも頭に留とどめておくのは有益だと信じていた。

　彼はふと思い出し、訊きいた。

「肝かん心じんの玖里子さんは？　朝ご飯食べたらいなくなったよね」

「すぐ学校に行きました。なにか用があったみたいで」

　いつもの玖里子は遅ち刻こく寸前に着くように、ぎりぎりまで家で粘ねばる。あるいは堂々と遅刻する。朝食をすませて即座に登校するのは珍めずらしかった。

「舞まい穂ほちゃんもいないよね」

「あの娘こも、すぐに出たみたいです。やっぱり用があるみたいで」

「ふーん……」

　舞穂の場合は玖里子よりもっと珍しい。飛び級で年ねん齢れい差があるので、葵学園にほとんど友達がいないのだ。なんのために早くから向かうのか、ちょっと想像がつかなかった。

　ぶらぶら歩いているうちに、学校へと到とう着ちやくした。

　二年Ｂ組の教室へと行く。

　教室内はがやがやしていた。耳を澄すませると、「母親という単語の言葉の根本的定義について」とのよく分からない議論が繰くり広げられている。どうやら和樹の件での言い合いが、奇き妙みような変質をしたらしい。Ｂ組の生徒はとにかく相手の揚あげ足あしを取ることを基本にしているので、物事の本質が失われることは非常によくある。

　ただ、よく見るといつもの二人組がいなかった。仲なか丸まると和かず美みである。

　彼は教室内を見回すと、一足先に登校していたゆりやに声をかけた。

「あの二人、まだ来てないの？」

　ゆりやが不思議そうな顔をしたので、特とく徴ちようを付け加える。

「スポーツマンみたいに体格がいいのに頭のおかしい男子と、みんな見とれるほど綺き麗れいなのに頭がおかしい女子」

「……なにそれ」

「仲丸由ゆ紀き彦ひこと松まつ田だ和美」

「裁判のときの二人なら、さっき出ていったよ」

　ゆりやは教室の扉とびらを指さした。

「どこに行ったかは知らない」

　今日はそんなのばかりだなと、和樹は思った。

　ゆりやが声を潜ひそめる。

「デートのことはどうなったの？」

「一応決まった」

　デート相手の順番を伝える。彼女は凜が一番ということに驚いたりはせず「ふーん」と言っていた。

「いつやるの？」

「凜ちゃんは今日。あとは決まってないんだ。女の子が指定していいことになってるから」

「結果はちゃんと教えてね、パパ」

　和樹は承諾してから、訊く。

「他ほかになにか言うことはない？」

「どんな？」

「デートでやっちゃいけないこととか、行くべき場所とか」

　ゆりやは呆れた。

「父親にデートのやり方教える娘むすめなんていないよ」

「そりゃそうか」

　和樹は肩かたをすくめた。

　ゆりやは和樹のことを眺ながめている。やがてゲーム機片手にかおりがやってきて、ホームルームがはじまった。




　　　　○




　その日の神かみ城しろ凜は、いつもと同じように登校して、いつもと同じように授業を受けていた。

　最初の休み時間だけは用事のため職員室まで行ったが、あとは授業に黙だまって耳を傾かたむけ、休み時間には次の授業の準備をする。クラスメートに「いくらなんでも真ま面じ目めすぎ」とからかわれることを、繰り返していた。

　昼休み。昼食が終わると同時に、彼女はクラスメートに声をかけられた。

「凜、誰か来てるよ」

　その女子は教室の扉を指し示す。

「どなたでしょう」

「見たことない人。ひょっとして転校生かな」

　思い当たる節がある。凜は「行きます」と返事をした。

　その人物は廊ろう下かで待っていた。彼女は凜を見るなり頭を下げた。

「すみません、お邪魔して」

「邪魔ではありません。頭を下げなくて結構です。私は年下なのですから」

「でも、やっぱり、ママになるかもしれない人ですから」

　相手はゆりやだった。

　ずいぶんと礼れい儀ぎを心得た人だと凜は思っていた。「ママ」の教育のたまものなのだろう。ほとんど会ったことがないと言うから、「パパ」の教えなのか。

「ご用はなんでしょう」

「あの、パパが神城さんとデートするのになんだか吞のん気きだから、気になって」

「ならば直接式しき森もりに問い質ただすのがよいのでは」

「ごめんなさい。本当は、神城さんに訊きたいことがあったんです」

　また頭を下げるゆりや。彼女は他に聞かれることがないようにするためか、声を小さくしていた。

「あの……神城さんは、パパのことどう思っているんですか？」

　意外な質問に、目をしばたたかせる凜。

「それは質問ですか？」

「わたし、ここに来る前、神城さんのことを調べたんです。パパのことを『男らしくない』ってずっと言ってたって聞きました。今でもそう思ってますか？」

　真しん剣けんな口調だった。ふざけた様子はうかがえない。

　凜はしばらく思案してから返答した。

「答えは留保します」

　ゆりやが戸と惑まどう。

「そんな。聞いていたときと違ちがって、今の神城さんはとても落ち着いているように見えるんです。本当にパパのことが嫌きらいなのかなって」

「やはり留保します。そういうことは、私の気持ちは式森本人に伝えるべきでしょう。そのためのデートでもあるのですから」

　凜は言った。

「ですが、少しだけ答えます。私がデートでなにをして、どうするかはすでに決めています。あとは式森がどう受け取るかです」

　ゆりやはぽかんとしていた。

　彼女は凜のことを、怒おこると日本刀を振り回す少女だと認にん識しきしていたのかもしれない。だから戸惑っているように見えた。

　だが今の凜はそうではない。朝からずっと、心に乱れはなかった。まったくないと言えば噓うそになるが、少なくとも動どう揺ようしたり赤面したりすることはない。

　伝えるべきことがらを、彼女は決めているのだ。だから動揺がないのである。

「ところで……」

　凜はゆりやの両目を見つめた。

「どうしてそのようなことを？」

「えっ……」

「ゆりやさんは式森に優やさしく接しているように見えません。私の気持ちを知る必要などないのでは」

　問いつめられた、というほどではなかったが、ゆりやは挙動不ふ審しんになった。

　きょろきょろと視線を彷徨さまよわせ、どこかおどおどしたようにも感じられる。

「ええっと、パパが……」

　ゆりやはうつむいた。

「嫌われたままだったら、か……可哀かわい相そうだから……」

「ああ。ゆりやさんは父親思いなのですね」

「そ、そんなこと……！」

「隠かくさなくていいです。わたしもよく、夕菜さんや玖里子さんに言われています」

　ゆりやは耳まで赤くしてうつむいた。

　チャイムが鳴り、休み時間は終わりとなった。




　　　　○




　授業中に凜が二年Ｂ組までやってくることはなく、なにごともないまま放課後となる。

　和樹は教科書とノートを鞄かばんに詰つめ込むと、廊下に出た。

　夕菜には「じゃあ」とだけ告げた。さすがに彼女も邪じや魔まはしなかった。

　どこでどうやってデートをするかは決まっていない。ただ和樹としては、男の自分が場所を考えた方がいいだろうとは思っていた。それくらいリードしないと、凜に「男らしくない」と怒られてしまう。

　一年生の教室に行く。ちょうど授業が終わったところらしく、がやがや話し声がしていた。

　和樹が呼びかけるまでもなく、凜は廊下に出てきた。

「式森」

　向こうから声をかけてくる。

　改めて見ると、小こ柄がらな少女は非常に美しかった。長く艶つやのある黒くろ髪かみと、精せい悍かんさすら感じられる顔つき。背筋はぴんと伸のびているので、実際よりも高く見える。同年代の女子に人気があるのも、うなずける姿だった。

　じっと見つめているのに気づいたが、凜は不思議そうにする。

「どうした」

「あ、いや、ごめん」

　はっとして、和樹は言った。

「凜ちゃんが綺麗だったから」

「なにを言っている。まだデートもしていないのに世辞か」

「いやいや、本心だって」

「嬉うれしくないとは言わないが、そういうことは、デートの最中に言ってくれ」

　彼女は「行こう」と和樹をうながした。

　二人は並んで廊下を進む。和樹と凜は歩くとき、どちらかが前になることが多い。気き恥はずかしさからそうしてしまうのだが、今日は違っており、妙みような気分でもあった。

　和樹は昨日のことを思い出しながら喋しやべる。

「ええと、七時までなんだから遊ぶ場所を決めないと。とりあえず……」

「待て。もう決めている」

　凜が遮さえぎった。和樹はきょとんとする。

「そうなの？」

「ああ」

「こういうのって男がリードするもんだと」

「私がやったっていいだろう」

　と彼女は言ってから、

「不満か？」

　とんでもないと、彼は首を振ふった。

　下げ駄た箱ばこで靴くつに履はき替かえる。ただし校門には向かわず、校庭の隅すみへと歩く。

　そこには部活棟とうがあった。彼女は先を歩くと、古ぼけた扉の前で立ち止まり、鍵かぎを開ける。

「入れ」

　中にはスチール製の棚たなが所ところ狭せましと並んでおり、水すい槽そうがいくつも置かれている。そこには様々な生物が入れられていた。

　ここは生物部の部室であった。

　和樹は凜に続いて入室する。室内にはわずかに土の香かおりが漂ただよっていた。

　葵学園の生物部は歴史が古く、開校とほぼ同時に設立された。漂っている土の香りには歴史の重みも含ふくまれていた。

「ここにいると落ち着く」

　凜は言った。

「生き物が気持ち悪いというものもいるが、慣れると非常に可愛かわいらしく感じられる。世話も苦にならない」

「凜ちゃんは前から生物好きだったんだっけ」

「そうだな、本家への反発からはじめたようなものだったが、今は好きだと断言できる」

「じゃあ、部活好きなんだ」

「もちろん」

　凜はにこりとした。

　和樹は少し驚おどろいた。それは、彼女が滅めつ多たに見せない笑え顔がおだったからだ。もちろん凜が笑わないことはないが、単に冗じよう談だんを聞いて笑うのと、心からの笑顔は違う。凜自身はあまり心情を他人に明かさないタイプなので、かなり珍めずらしかった。

「なにを驚いている」

「いや……」

　和樹はそう答えてから。

「それよりここでデートするの？」

「単に私がやってることを見てもらおうと思ってな」

「一いつ緒しよに暮らしてるんだから、知ってるよ」

「生物部にはお前と知り合う前からいるんだ。伝えておきたかった」

　内容より口調が気になり、和樹は声を潜ひそめた。

「凜ちゃん、僕に言いたいことがあるの？」

「そう聞こえたか？」

「なんだったら相談に乗るけど」

「…………」

　凜は口をつぐんだ。

　しばらく無言になる。和樹はあえて口出しをしない。

　彼女は一度だけ部室内を見回すと、言った。

「……言いたいことがあるのは事実だ」

　彼女はいつものように、芯しんのある声で言葉を紡つむぎだす。

「ただここで言うべきことではないんだ。それでも式森を連れてきたのは、生物部の私もちゃんとした私であるということだ」

　和樹は頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。彼女の台詞せりふは漠ばく然ぜんとしたものだったので、いまいち摑つかみきれていない。

　凜は補足するように言う。

「そうだな……覚えていないか？　以前引退する部長のために料理を作ったことを」

「ああ……」

　和樹は思い出した。凜が「部長のために料理がしたい」というので、遅くまでつきあったのだ。出来は散々なものだったが、あれ以来彼女の見る目が変わった気がする。

　彼はうなずいた。

「覚えてるよ」

「あのときは世話になった。お前は意外と親切で、男らしかった」

「僕は凜ちゃんって剣けん術じゆつにしか興味ないって思ってたから、驚いた」

「生物部員の私も、私の一部だ。部員であることに満足していた」

「それは分かってるけど」

「私の一面しか理解していないのではと思ってな」

　彼女はカエルが入れられている水槽を見つめた。

　カエルの喉のどが、膨ふくらんだりしぼんだりを繰くり返している。

「……生物部の活動は、私の大事な生活の一部だが、もう一つ、ずっと前からおこなっていることがある」

　それは和樹も、なんのことか知っていた。凜を凜たらしめていること。

「出るぞ」

　凜は生物部から外に出た。

　校庭は薄うす暗ぐらくなっていた。今日は気温が低いようで、少々の肌はだ寒ざむさを感じる。

　二人は一直線に体育館へと向かっていた。

　ドーム状の屋根の下に人ひと影かげはない。凜は電灯のスイッチを入れる。ぱっと明かりが点ついた。

「今日は私が借りた。邪魔が入る心配はない」

　彼女は「待っていてくれ」と言い残し、体育館の奥へと向かう。

　しばらくすると、姿を現した。

　凜は制服姿ではなかった。紫むらさきを基調にした袴はかま姿となっている。そして手には日本刀を二本持っていた。

「生物部と共に、私の大事なことの一つはこれだ」

　彼女は刀を見せた。

「本家で鍛きたえられ、それなりの腕うで前まえになった。これも好きではじめたとは言いがたいが、十分愛着があるし、今やなしでは考えられない」

　和樹は黙だまって聞いていた。凜の台詞には、高校一年生とは思えないほどの真しん剣けんさがある。

「式森」

　しばらくの沈ちん黙もくののち、凜は言う。

「私がどうしてお前に近づいたか覚えているか？」

「えーと、確か僕の遺伝子がどうのこうの」

「そうだ。神城の名にふさわしい魔術の遺伝子は、お前より他にいないというのが理由だ。はっきり言って私は嫌いやだったが、人生とはこういうものだと納なつ得とくもした。だけどお前や夕菜さん、玖里子さん……それに舞穂ちゃんと生活しているうちに考えが変わってきた。私は神城の名前に縛しばられるだけの存在ではいけない、目の前にある無限の可能性を自ら狭せばめることをしてはいけないのだと。それを気づけたのは、間ま違ちがいなく式森たちのおかげだ」

　彼女は頭を下げた。

「ありがとう」

　ゆっくりとした所作だったが、それだけに心情をよく表していた。

　そして頭を上げる。

「夕食の席で、私が手紙を読んでいたことを覚えているか？」

「うん」

「あれは本家からのものだ。そこには式森和樹をすぐにでも籠ろう絡らくしろ。できなければ帰ってこいと書かれていた。普ふ段だんなら黙もく殺さつするのだが、今回ばかりは言葉が厳しかった。どうやら本家は痺しびれを切らしたらしい」

　彼女は日本刀を両手に持つ。

「はっきり言おう。式森和樹、私はお前に好意を寄せている」

「は……」

「もっと分かりやすく言おうか。好きだ」

　和樹は絶句した。

　剣けん豪ごう少女の口から、そういう言葉が出てくること自体、驚きだったのである。

　彼女は以前と比べ、和樹に対して柔やわらかく接している。出会った直後のようなぎらぎらしたものはない。彼はその変化を自分への好意と捉とらえたことはなく、「嫌きらわれなくなった」とだけ受け取っていた。なにより、たとえ好意があっても凜が言うことはないと思っていたのだ。

　それが、まさか彼女の口から出てくるとは。

　凜は目を細める。

「珍ちん獣じゆうを見る目つきは止やめろ」

「さすがにそこまでは」

「自分で言うのもなんだが、一番驚いているのは私だ。手紙を受け取って、玖里子さんの台詞を嚙かみしめていたら、自然とこのことが頭に浮かんできた。そして離はなれなくなった。もう自分に噓うそをつくのは止めた」

　凜が昨晩からずっとこのことを考え、一つの結論を出したことを和樹は知らない。

　だからこそ彼女は朝から冷静であり、ゆりやとの会話でも取り乱さなかったのだ。

　和樹は知らず知らずのうちに唾つばを飲む。凜の日本刀の先は微び動どうだにしていなかった。

「お前とは……口づけすら交かわした仲だ」

　照れがあるのか、かすかに言葉が震ふるえた。

「こうなったら、私もこれまでの考えを改める。いつまでもぬるま湯ばかりではなく、答えを出さねばならない。だが、いくら好きな男とはいえ式森を本家に見せるだけでは芸がないし、意味もない。神城凜は男なら軟なん弱じやく者ものでもいいのかと噂うわさされるのも癪しやくだ」

　凜は日本刀のうちの一本を和樹に投げる。彼は反射的に受け取った。

「抜ぬけ」

「……ええっ!?」

　和樹は仰ぎよう天てんした。鞘さやに収まっているとはいえ、その重さはどう考えても本物だったからである。

　彼女はすでに抜ばつ刀とうをしていた。

「私と勝負しろ。もし私を敗るような男であれば、軟弱者とは見なさず、配はい偶ぐう者しやとして誇ほこりを持ち本家へ連れて行こう」

「……負けたら？」

「お前のような軟弱者に好意を寄せた自分を恥はじる。潔いさぎよく本家へ帰ろう」

「それじゃどっちでも同じじゃないか」

「お前が気にすることではない」

　凜の声は低く、冷たい。全身に殺気がまとわりついていた。

　和樹は恐きよう怖ふを吞のみこみながら言う。

「あのさ凜ちゃん。僕にありがとうって言ったよね。生物部も見せてくれた」

「それがどうした」

「なのになんか変じゃない!?　性格が変わったみたいだよ！」

「これとて私の姿だ。さっさと抜け！」

　強い口調でうながされ、慌あわてて鞘から刀を抜いた。

「う……」

　和樹はうめいた。蛍けい光こう灯とうの下もと、鈍にぶく光る刃は紛まぎれもない真剣。手にずっしりとくる重さは、確かに本物であった。

「こ、これで勝負!?」

「そうだ」

　凜は刀を構える。切っ先がぴたりと和樹を向いた。

「木刀や竹刀しないでは気合いに欠けるだろう」

「怪け我がするじゃないか！」

「勝負とはそういうものだ！」

　彼女の瞳ひとみは真剣そのものだ。真っ正面に彼のことを捉とらえていた。

「我が刀の名は叢むら雲くも。代々我が家に伝わる、多くの魔まのものを斬きった愛刀だ。これに勝つことができたら、お前のことを認めよう」

「えー！」

　和樹は悲鳴を上げた。スポーツが苦手な和樹にとって、真剣での勝負など想定外もいいところだ。こんな重いものを振ふり回したことなどない。剣道の経験は学校の授業でおこなった程度であり、凜に立ち向かえるとは到とう底てい思えなかった。

「早く構えろ」

　仕方なく、和樹は真剣を青眼に構えた。もちろん正式な型を知っているわけではなく、見よう見まね。

　二人はちょうど体育館の中央で対たい峙じすることになった。凜は自然体であり、かつ真剣。和樹は緊きん張ちようしており、おっかなびっくり。

　凜がすり足で少しだけ前進する。和樹はびくっとして、後ろに下がった。

　前進、後退。また前進。そして後退。

　凜が近づくたびに和樹は下がり続けた。

　彼女はいらいらしたか、声を張り上げた。
















「正々堂々としろ！」

「だっ、だって、これじゃ果たし合いだ！　どこがデートなんだよ！」

「男の癖くせに、言い訳をするな！」

　そう言われると弱いが、さすがに理り不ふ尽じんな気がする。

　あまり下がると、体育館の壁かべに背がついてしまう。そうなると、避さけようがない。

　斬り合い以外でなんとかしようと、和樹は喋しやべり出した。

「り、凜ちゃん、もっと他ほかのことで勝負しない？　しりとりとか、ババ抜きとか。ジグソーパズルでもいいよ。早く完成した方が勝ち」

「馬ば鹿かにしてるのか？」

「僕にはこういうの向いてないんだよ！」

「向いているか向いていないかではない」

　凜は怒おこったように言った。

「ずっと前に、お前はお前らしくすればいいと言っただろう」

「うん……」

「私は私らしくする。その答えがこれだ。だから勝負を挑いどんだんだ」

「えー。でも凜ちゃん、最近は僕に刀で斬りかかったりしなかったじゃないか！」

「考えを改めたと言ったろう！　なにもしないなら、こっちからいくぞ」

　凜は振りかぶった。和樹は急いで横に動く。

　鋭するどい一いち撃げき。奇き跡せき的に、和樹は避けることができた。

　ほっとする。が、凜は笑いもしない。

「かわしたか」

「なんていうか、夕菜の魔法から逃にげ回っているから」

「私の剣けんはそうはいかんぞ」

　続けざまに、凜の日本刀が走った。

　右に左に、鋭い剣が繰くり出される。そのたびに和樹は、横に飛び、あるいは転がり、偶ぐう然ぜんの力も借りて避け続けた。

　実力差のある攻こう防ぼう、しかも彼にとってはもっぱら防の戦いは、しばらく続いた。

「ひえ……」

　肩かたで息をする和樹。

　時間にすると一分足らずだが、何時間も刃やいばを交かわしているように感じていた。

　凜は息を乱したようにすら見えない。

「もう終わりか……」

「はじまってないと思う……」

「減らず口をたたく余よ裕ゆうはあるみたいだな」

　彼女はゆっくりと距きよ離りを詰つめてきた。

　和樹は疲ひ労ろうと、刃の恐怖に押され、後ろに下がる。

　とん、となにかに当たった。壁だ。体育館の壁が背についている。これでは逃げることができない。

　そして正面には刀を構えた剣豪少女。文字通り進しん退たい窮きわまった。

「そろそろ終わりだな」

　と凜。

「これ以上逃げるわけにはいくまい」

「僕の人生が終わりそうだよ……」

「情けのないことを」

　凜の口調に怒ど気きが混じる。

「しゃんとしろ、男だろう！」

「男女差別だ！」

「そういうことを言ってるのではない！　お前らしくしろと言ってるのだ！」

「そんなことを言っても、僕は僕で……」

「分かっているではないか」

　凜は一歩踏ふみ出した。

「ならばやってみろ。これは私だけではなく、お前の問題でもあるのだ！」

「僕の問題って……」

「お前の気持ちを私にぶつけるのだ！　私のことをどう思っている!?」

　日本刀がぎらぎらと光っている。和樹は息を吞のむ。

「ぼ、僕は……」

　凜の眼光が彼を貫つらぬく。

「凜ちゃんが……」

　それ以上言う前に、日本刀が目に飛び込んできた。

　凜はスローモーションのように刀を振り上げていた。実際に遅おそいかどうか分からないが、死の危険が迫せまると、そういう風に感じることがあるとどこかで聞いた。

　彼は必死で考えた。どうするべきか。普ふ通つうに反はん撃げきしたところで手もなく凜にひねられてしまうだろう。あるいは魔法を使うか。そんなことできるはずがない。使うべきか否いなかだけではなく、凜自身も魔力は一級品なのだ。

　なにか手はないだろうか。なにか。

　足がもつれる。思わず尻しり餅もちをついた。

　眼前には刀を振りかぶった剣けん豪ごう少女。そしてその向こうには、体育館の蛍光灯。

（あっ……）

　頭の中にあることが閃ひらめいた。できるのだろうか。だが躊ちゆう躇ちよしている余裕はない。

　和樹は自分の刀を動かした。ただし振りかざすのではなく、手の中で柄つかを回した。

　刀身が横になる。蛍光灯の明かりが反射し、きらりと光る。

　その光は、凜の目に入った。

「くっ！」

　剣豪少女は目を細め、一いつ瞬しゆんだけ顔を背そむけた。

　この瞬間しかない。

「たあっ！」

　和樹は立ち上がり、体格差を利用して押し倒たおそうとする。二人はぶつかり、もつれ、そのまま倒れ込む。

　体育館の中に、大きな音が響ひびいた。

　床ゆかに日本刀が転がっていた。和樹は凜にのしかかる恰かつ好こうとなっており、刃を突つきつけるような姿となっている。

　凜は手になにも持っていない。床に落ちた刀は、彼女のものだった。

「……負けた」

「……え？」

「え、ではない」

　凜は唇くちびるを嚙かみしめながら言う。

「式森の勝ちだ。あとは好きにしろ」

　勝者にもかかわらず、和樹は困こん惑わくしていた。

「なにをすればいんだろ」

「そうだな。とりあえず、さっきの言葉の続きを言えばいいんじゃないのか」

「あー……」

「私は負けた。だからなにを言われようと、後悔はしない。本当だ。勝負とはそういうものだ」

「……分かった」

　和樹は唇を濡ぬらす。

　それから、凜の耳元で囁ささやいた。

　彼女は和樹の顔を見つめた。小さくうなずく。

　その恰好のまま、しばらく無言の時間が続く。

「……どいて欲しい」

「あ、ごめん」

　和樹は上からどいた。手に持ったままの日本刀に気づき、鞘さやを探してしまう。

　凜も日本刀を鞘に収めていた。

「あの……凜ちゃん」

「ん？」

「怒ってるの……？」

「どうして」

「だって……あんなこと言っちゃったから」

「自分の言ったことに責任を持て」

　凜はそう言いつつも、

「……実はそんな答えではないかと予想していた。一いつ緒しよに暮らしているのだ、式森の心の動きくらい、分かるようになる。ただ確かめてみたかっただけだ。私に勝ったのだ、誇ほこっていいぞ」

「でも、あの、ええと……僕が勝ったら凜ちゃんは僕を実家に連れていくんだよね。手紙でそんなこと言われたって」

「あれは反ほ古ごにする」

　あっさりと凜は言った。

「本家の文句には慣れている。そもそも私は卒業したら進学するつもりなんだ。ものにしろだの結けつ婚こんしろだのは早すぎる」

「そしたら凜ちゃんの立場が……」

「気を遣つかってくれるとは、やはり優やさしいな」

　凜は少しだけ笑う。

「だがそういうのはとっておけ。未練が残る」

　和樹はきょとんとして、聞き返した。

「そうなの……？」

「だが、私は諦あきらめたわけではないぞ。自分の未熟さを思い知ったから一時的に身を引くだけだ。人は成長するにつれて人間性に深みが増し、魅み力りよくも増すと聞いた。端たん的てきに言って、何年かすれば私は……こういう言い方はとても恥はずかしいが……いい女になるはずなのだ」

　照れ隠かくしなのか、凜の口調にどこか荒あら々あらしさがある。

　それでも和樹には、彼女の言いたいことはとてもよく分かった。

「僕だってそう思うよ」

　と言ってから付け加える。

「それに今だって凜ちゃんは、とってもいい女の子だよ」

「だからそういうことを言うんじゃない！」

　凜は顔を赤くして、声を張り上げていた。

　体育館の外から、最後のチャイムが鳴り響く。和樹が時計を確かく認にんすると、六時半になっていた。

「帰ろうか」

「もちろん。時間制限に遅おくれるわけにはいかない」

　ふと気づき、和樹は声をかけた。

「あの……凜ちゃん」

　更こう衣い室に向かおうとした凜は振ふり返った。

「ん？」

「あのさ……わざと手加減した？」

「なぜ」

「だって僕の覚かく悟ごが見たかったとか優しさが見たかったとか言ったじゃないか。だったらそういう状じよう況きようにしなきゃならなくて、だとすると……」

「おい式森」

　不ふ機き嫌げんそうになる凜。

「お前には私が手を抜ぬいたように見えたのか」

「う……うん」

　彼女は少し視線を外す。珍めずらしく苦く笑しようした。

「……私もまだ未熟だな。次からは演技力を磨みがくとしよう」

　和樹が問い返す暇ひまもなく、剣豪少女は更衣室の扉とびらの内側へと消えていった。




　二人が帰宅したときはすでに暗かった。ただ七時にはなっていない。

　玄げん関かんでは夕菜と玖里子が待っていた。

「お帰りなさい」

　と夕菜。

「どうでした？」

「どうって……なんていえばいいんだろ」

　和樹はしばらく口ごもり、答えた。

「終わった……かな」

「なにそれ」

　玖里子が怪け訝げんな顔をして聞き返す。和樹ではない凜が返答した。

「式森の言うとおりです。……ところで、ゆりやさんにはどうやって伝えれば」

「さっきから待ってるわよ」

　玖里子は「あっち」と言い、リビングを指した。

　靴くつを脱ぬぎ、和樹はリビングへと行く。ゆりやは座ざ布ぶ団とんを敷しいて座っていた。

「パパ」

　彼女は和樹を見るなり立ち上がった。

「神城さんとデートだったんでしょう。どうだった？」

「終わったよ」

「そんなの知ってるよ。デートの結果を訊きいてるの」

　和樹はちらりと凜を見た。

　剣豪少女はいったん咳せき払ばらいをする。

「期待通りの結末かは分かりませんが……これまでと変化はありません」

「どういうこと？」

「私と式森の関係に特別なことはなにもなかったということです。これからもです。ただし遠い将来は分かりませんが」

　ゆりやが聞き返す。

「じゃあ神城さんは、ママじゃないってことなの」

「当面は」

「神城さんはそれでいいの？」

「はい」

　凜はうなずいた。

　ゆりやはあまり納なつ得とくしていない風ではある。ちらちらと、凜と和樹のことを交こう互ごに見ている。

　和樹が言う。

「凜ちゃんの言ってることは本当だよ。その通りのこと」

「パパは神城さんを選ばなかったんだ」

「そういうことじゃないよ」

「そうでしょ」

「ねえゆりや。僕は誰だれを選ばないかじゃなくて、誰を選ぶかって問題だと思っているんだけど。選ばないって言葉はすごくマイナスのイメージがあるだろう」

　思いがけず、強い言葉が出た。

「僕たちはこの家で暮らしてきた家族なんだ。誰が欠けても家族じゃなくなるんだ。だからデートでどういう結論になったかは、はっきり言わない。選ばないって言葉は使いたくない。ゆりやにも使って欲しくないんだ」

　ゆりやは口をつぐむと、そっぽを向く。

「……分かった。ごめん、パパ」

「さすが僕の……えーと、娘むすめ」

「えーとじゃなくて、娘なの」

　ゆりやは口を尖とがらせてから、話題を変えた。

「じゃあ次は風かぜ椿つばきさんだね」

　玖里子はうなずく。

「そういうこと」

「デートはいつするんですか？」

「明日あした」

「えっ」

　ゆりやだけではなく、和樹も同じように驚おどろいた。彼はデートをいつやるか聞いていないのだ。

「早くないですか？」

「そんなことないわよ。もう準備は済んでるし」

「準備？」

　和樹は不思議に思った。

「デートの準備って男がするものでしょう」

「女だってするわよ。化け粧しようとか着ていく服のチョイスとか」

「はあ……」

　納得したような、しないような声を出す。玖里子の言葉からは、もっと別のなにかを感じ取ったのだ。

　だがそれがなにかは分からない。夕菜と凜は、なにも知らないのか黙だまっている。

「というわけで、明日は放課後、迎むかえに行くわ」

「僕がそっちに行きますよ」

「年上に任せなさい」

　玖里子は力強く言う。和樹としては承しよう諾だくするしかなかった。
















第五十二話　決意と未来へのデート　４







　朝。

　朝食の席は妙みように静かだった。もはや吹ふっ切れた表情の凜りんはともかく、口数の多い玖く里り子こまで黙だまって食べている。和かず樹きは幾いく度どか話しかけたが、返事がない。

「あの、玖里子さん」

　両手で数え切れないくらい声をかけたあたりで、ようやく気がついてくれた。

「ん？　なに？」

　彼女はご飯はん茶ぢや碗わんと箸はしを持ったまま和樹を見る。

「ご飯はん粒つぶでも飛んだ？」

「そうじゃないです。どうかしたんですか？」

「なにが」

「ずっと考え事してたみたいですから」

「そりゃ、今日はあんたとデートだから」

　玖里子はご飯とおかずの漬つけ物ものを、一いつ緒しよに口へ入れた。

「どういう手順にしようかって頭悩なやませてんの」

「ゲームの攻こう略りやくみたいですね」

「似たようなもんよ」

　担任のかおりみたいなことを言う。

「デートはプレゼンテーションとかイベントみたいなもん。派手なことした方がいいこともあんの」

「……どんなことするつもりなんです？」

「内ない緒しよ」

　玖里子は不敵に笑った。

　これらの会話を聞いても夕ゆう菜なは口を挟はさんでいない。いつもなら玖里子に文句をつけるところだが、黙って聞き流していた。

「えーと、夕菜」

「わたしなら意見はありません。デートは玖里子さんの番なんですから」

　行ぎよう儀ぎよく味み噌そ汁しるを啜すすっている。無関心というより、邪じや魔まをすること自体が野や暮ぼだと捉とらえている風であった。

　和樹はなんとなく居住まいを正したくなった。どの女の子も和樹とのデートに、自分なりの真しん剣けんさで取り組んでいる。少なくともふざけたり茶化したりはない。

　つまりどの娘むすめも、このデートに賭かけるべきものがあると感じているのだ。ゆりやの母親という立場に。

　そうなると、和樹だけがふざけるわけにはいかない。彼もまた、黙って食事をするようになっていた。

「にゃー、みんななんで静かなのー？」

　舞まい穂ほが不思議そうに食事の席を見回している。和樹は微笑ほほえんだ。

「ごめんね、今日はそういう日なんだ」

「なんで。デートだから？」

「うん。舞穂ちゃんはやることなくてごめんね」

「なんで？」

　首輪をつけた少女はきょとんとする。

「舞穂は仲間はずれなの？」

「そうじゃないけど、舞穂ちゃんの順番は来ないかも」

「えー、でも舞穂こないだ……」

　なにか言いかけた途と端たん、夕菜が「舞穂ちゃん」と言った。

　彼女はにこりとする。

「早くご飯食べちゃいましょうね」

　舞穂はなにか思い出したかのように「あ」と呟つぶやくと、あとは黙って箸を動かした。

　静かに、しかも早く朝食は終わった。

　玄げん関かんを出て学校へ。これも無む駄だ口ぐちがあまりない。

　和樹は夕菜と二人で登校していた。

　玖里子は今日も彼らよりも先に家を出た。凜はあとから出ると言い、どちらもやはり珍めずらしい。

「なんか、いつもと違ちがうよねえ」

　彼は誰だれにともなく呟く。

「緊きん張ちようしてるっていうか、よそよそしいっていうか」

「よそよそしいわけじゃないと思いますけど……」

　夕菜が答える。

「皆みなさん自分のことをじっくり考えてるから、どうしてもそうなるんだと思うんです」

「余よ裕ゆうがないのかな」

「微び妙みように違うんですけど……ちょっとうまく言えません」

　彼女は思案しつつ、首を傾かしげた。

「ぴりぴりしてるわけじゃありませんから」

「夕菜はどうなの？」

「わたしは普ふ通つうです」

　目の前の少女は微笑んでいた。

「凜さんや玖里子さんの邪魔しちゃ悪いですから、静かにしていたんです。お料理やお洗せん濯たくも代わってましたよ」

　そうなんだと和樹は思った。言われてみれば、ずっと夕菜が家事をしていた気がする。彼女なりに気を遣つかっていたのだろう。大変なやきもち妬やきだが、こういうときはむしろ母親のような力を発揮する。

　話しているうちに学校に到とう着ちやくした。

　教室は静かだった。驚おどろくべきことに、あの二年Ｂ組の生徒が騒さわがずに黙って着席しているのだ。

「ど……どうしたんだ!?」

　和樹は仰ぎよう天てんした。世にトラブルあれば関係なくても首を突つっ込み、火のないところに煙けむりがあるとデマを流す。混乱すればするほど面おも白しろいと考えている連中が、ただ静かにしているとは。

「なにかあった!?」

　先に来ていたゆりやに、和樹は訊きく。

「なにが？　パパ」

「この状態」

「なんのこと？」

　彼女は訝いぶかしがっている。これは当然で、ゆりやはＢ組のことをよく知らない。

　和樹は仲なか丸まるにも訊いた。

「どうなってんの？」

「なんのことだ」

　奇くしくもゆりやと同じ返答をした。

「俺は今、授業前の瞑めい想そう時間に入っているんだ。邪魔をするな」

「そんなことしたことないだろ。仲丸が静かなんて、小こ銭ぜに数えているときくらいじゃないか」

「うるさい。観かん音のん菩ぼ薩さつよりも穏おだやかになった俺の心境に水を差すんじゃない」

　観音菩薩って女性じゃなかったっけと言ったが、仲丸は聞く耳を持たず、また静かになった。

　和樹は戸と惑まどい、きょろきょろすると今度は和かず美みに声をかけた。

「松まつ田ださん」

「なに。世界平和について黙もつ考こうしているあたしにどんな用？」

「平和って呟いた人間から百円ずつ徴ちよう収しゆうするとかそんなこと？」

　和美は眉まゆを顰ひそめた。

「なに考えてんの。そんな失礼なことするわけないでしょ」

「……悪いものでも食べた？」

「朝食ならとった」

　極ごく々ごく普通の受け答えしかしていない。

　和樹は不気味にすら感じてきた。いつもなら欲よく望ぼうと騒そう動どうを血ち眼まなこになって探し回っているこいつらに、いったいなにが起きたのだ？

　そうこうしているうちに授業がはじまる。

　なんと最後まで二年Ｂ組は静かなままであり、緊張に耐たえかねた数学教師が「俺は騙だまされないぞ！」と絶ぜつ叫きようする出来事まで発生した。

　そして放課後。

　和樹は教室を出る。玖里子はすでに廊ろう下かにいた。

「待ってたわよ」

「……玖里子さんはいつも通りですよね」

　彼女は怪け訝げんな顔をしていた。

　行きましょうとうながされ、あとについていく。

（凜ちゃんみたいに体育館じゃないよなあ……）

　余計な心配をした和樹だったが、ごく普通に校門を出た。

　そこには何な故ぜか大型の観光バスと、黒くろ塗ぬりのリムジンが停とまっていた。

　玖里子はリムジンを指さす。

「はい、乗って」

「これですか？」

「もちろん」

　和樹はおっかなびっくり乗車する。戸惑ったのも当然で、ハリウッドスターが乗りそうな車体の長い車だったのだ。

　玖里子と並んで後部座席に座る。

　静かに車は滑すべり出した。車内にはミニバーまであった。もちろん和樹は飲まないが、これはこれで興味深い。

　外の風景が流れていた。

「車でデートですか」

「あたし自分の家が金持ちなのを思い出したの」

　と玖里子。

「ヘリをチャーターして校庭に下ろそうとしたけど、さすがに極きよく端たんすぎるから」

「凜ちゃんとのデートなんか体育館でしたよ」

「聞いたわよ。あの娘こ、なかなか思い切ったわよねえ」

「凜ちゃんらしいと思いました」

「あたしも。あの娘なりの決意なんでしょうね」

　玖里子はくすりと笑った。

「だからあたしも、金持ちって利点を活いかそうと思ったわけ」

「玖里子さんらしいですけど……どこに行くんです？」

「どこにする？」

　玖里子は質問を質問で返した。

「なんでもいいわよ。シネコン借り切ってもいいし、ショッピングモールを一日貸し切りにしたっていい。テーマパークから客を追い出してあたしたちだけにすることもできるわ」

　彼女はごく当たり前のように言う。

　スケールの大きさに、和樹は逆にたじろいだ。玖里子の家は金持ちだ。あらゆる産業に金を投じて膨ぼう大だいなリターンを受けている。今言っていることも噓うそではない。普通に接していると分からないが、本来なら階層の違う人種ですらあった。

　脳のう裏りに一いつ瞬しゆんだけ、ひとけのないテーマパークで、並んで歩いている姿が映し出された。

　だが和樹は頭かぶりを振ふる。

「別にいいです」

「どうして。年上に任せなさいって言ったでしょう。なんでもできるよ」

「ありがたいんですけど、やっぱりそういうの違う気がします。デートは玖里子さんとなにかするのであって、テーマパークでなにかするわけじゃありませんから。間違えないようにしたいんです」

　玖里子は目を何度もしばたたかせると、笑う。

「優やさしいこと」

「すみません」

「謝ることないわよ。そう言うと思ったから」

　玖里子は運転席との仕切りをコンコン叩たたく。リムジンは速度を落とすと、車線を変えて道路を左折した。

「……凜にデートのこと聞いたって言ったでしょ。どんなことをしたのかも詳くわしく聞いたのよ」

　玖里子は少しだけ視線をずらすと話しはじめた。

「勝負のことを話してくれたわ。呆あきれたけど凄すごかったわね」

「僕も驚きました」

「でも、すごくあの娘らしいと思うわよ。あの娘はきっと一いつ所しよ懸けん命めい考えて、自分なりのやり方で和樹に伝えようとしたのね。はたから見てどうかなって思うことでも、本人は本気なのよ。そこは素す直なおにたいしたもんだって感じる」

「……はい」

　和樹は首しゆ肯こうする。それは彼自身も強く思っていたことであった。

　リムジンが停止する。赤信号だ。

「だからあたしも思ったわけ。自分らしくするにはどうしたらいいかって」

「それで貸し切りですか」

「ちょっと違う。あたしらしさではあるんだけど、それじゃあんたは喜ばないじゃない」

「嬉うれしいですよ」

「また」

　玖里子は言った。

「そりゃあたしを傷つけないように、喜ぶふりはするでしょうけどね。でもあんた内心じゃ引くでしょう」

　和樹はわずかに首をすくめた。彼女の言っていることが正解だったからだ。

「じゃあ地味なデートってのも、なんか違ちがうのよねえ」

「前に、そんなことしたじゃないですか」

「したわね。あれはあれで楽しかったけど、あんたがうちの姉に頼たのまれてしたことでしょう。だったら今度はあたしがやんなきゃ」

　リムジンが速度を落とす。開けた場所に入りつつあった。

「そろそろ着くわよ」

「どこです？」

　彼は窓から外を見ようとした。と、玖里子の手が目を塞ふさぐ。

「まだ駄だ目め」

「場所くらいいいじゃないですか」

「あんた逃にげ出すかもしれないから」

　なにやら不ふ吉きつなことを言う。

　玖里子は黒いバンダナを取り出した。細く畳たたむと、和樹の頭に巻きつけ、目め隠かくしした。彼は慌あわてた。

「玖里子さん、なにも見えませんよ」

「あとでちゃんと外すから」

　リムジンが停車する。扉とびらが開けられた。

　玖里子が先に降り、和樹の手を取った。引かれるままに降車する。

　風が吹ふいていた。雰ふん囲い気きからみて駐ちゆう車しや場じようだろう。雑ざつ踏とうの音が聞こえないから、かなり広そうだ。

「こっち」

「ゆっくり歩いてくださいよ」

　和樹は数回躓つまずきながら、慎しん重ちように歩いた。

「もうデートなんですか」

「微び妙みようなところね」

「二人で歩いているんだから多分デートですよ」

　ゲートらしいところをくぐる。大きな建物の中に入ったようだ。妙みように音が反はん響きようしているから、コンサートホールかなにかだろうか。だとしても、目隠しをする理由が分からない。

　突とつ然ぜん、開けた感覚がした。バンダナがとられる。

「えっ!?」

　和樹は啞あ然ぜんとした。

　彼のいる場所はグラウンドの真ん中だった。それも葵あおい学園ではない。サッカーや陸上競技の国際大会で使われるような、大きなスタジアムの中だったのである。

　だが和樹が驚おどろいたのはそのことだけではない。目の前には見慣れた顔の集団がいたからだ。

　それはほぼ毎日学校で顔を合わせている同級生。葵学園二年Ｂ組の一団だったのである。

「なにこれー！」

「なにこれとは失礼だな」

　一番先頭にいる仲丸が喋しやべった。

「親友に向かってなんという口の利きき方だ」

「親友じゃないだろ！　どうしてここにいるんだよ！」

「風かぜ椿つばき先せん輩ぱいに連れてこられた」

　和樹はリムジンに乗る前、大型の観光バスが停とまっていたことを思い出した。あれはこの連中を運ぶためのものだったのだ。

　和樹は玖里子を見る。

「なんでみんなが!?」

「勝負に必要だからよ」

「……勝負？」

「凜があんたと刀で対決したでしょ。あの娘らしいと思ったの。じゃああたしらしさはなんだって考えたら、やっぱり財力だって思ったわけ。ここは貸し切ってるし、あんたのクラスメートには日当弾はずむって言ったら、快く承しよう諾だくしてもらえたわ」

「派手なことしないって言ってたじゃないですかー！」

「テーマパーク貸し切りに比べれば、全然派手じゃない派手じゃない」

　と玖里子は言った。

　クラスメートたちは夕菜、舞穂、ゆりやを覗のぞき、全員揃そろっていた。よほど日当がよかったのだろう。今朝は妙に静かだと思っていたら、あらかじめやることが決まっていたのである。

「こいつらとなにやるんです……？」

「鬼おにごっこね」

　玖里子の言葉に、和樹は胡う乱ろんな目を向ける。

「え、なんです？」

「だから鬼ごっこ。鬼はあそこにいる彼ら。追われるのはあんた。午後の五時半までに逃げ切ったら、あんたの勝ちってことで、あたしはなんでも言うこと聞くわよ」

「負けたら？」

「結けつ婚こんしてもらうから」

「誰だれと……って訊きくのは野や暮ぼですよね」

「あたしと」

　玖里子はにやりとした。

　和樹は悲鳴を上げそうになった。

　つまり二年Ｂ組の生徒たちと鬼ごっこをして逃げ切らなければならないのである。予想外のことで、彼の心臓は裏返りそうになった。

「これはデートじゃない！」

「凜だって厳密な意味ではデートじゃないわよ」

「真ま似ねしなくてもいいじゃないですか！」

　当たり前だが彼女は聞き入れてくれそうになかった。

　そういえば以前の玖里子は、傍ぼう若じやく無ぶ人じんと言わないまでも財力と権力でものごとをねじ伏ふせてきたような人物であった。最近は大人しくなってはいたが、ここにきて吹っ切れたのか、元のやり方に戻もどったのである。

「みんなはそれでいいのかよ！」

　和樹が叫さけぶ。即そく座ざに声が返ってきた。

「いいに決まってるじゃない」

　和美である。どこかうっとりとした表情でもあった。

「あれだけの報ほう酬しゆうを約束されたら断れないわよねえ」

「いつもなら中間マージンを抜ぬこうとしてトラブルになるのに……」

「風椿先輩が、報酬の直接支給を保証してくれたから揉もめようがないわ」

「世界平和はどうしたんだ」

「式しき森もり君を捕つかまえることが平和よ！」

　和美は言い切った。

　他のクラスメートからも「その通りだ」「式森君はさっさと捕まりなさい」などの声が飛んでいる。全員の目玉に円マークが乱らん舞ぶしていた。

　玖里子がさらに言う。

「アレンジは加えてるから。舞ぶ台たいはこのスタジアムの中で、外に出たら負け。十分後に鬼が追いかけはじめるわよ」

　彼女は手首を裏返して時計を確かく認にんした。

　和樹は急いで抗こう議ぎをする。

「待ってください、まだ僕はなにも準備できていませんよ！」

「早く逃げないと、鬼に捕まるわよ」

「ずるい！」

「ずるくない」

　玖里子はわざとらしく「九分二十秒前、九分十秒前」とカウントダウンをおこなう。

「どうしてこんなことを……」

「デートの内容はあたしに任されてるでしょ」

「ただの捕とり物ものじゃないですか！」

「面おも白しろいこと言うのね。じゃあ勝つためのヒントあげるわ。デートなんだから、あたしのことを忘れちゃ駄目よ」

「忘れたことなんてないですよ！」

「男と女が一いつ緒しよだからデートなのよ。はい五分前」

　玖里子が時計を確認する。彼はせっつかれたように駆かけ出した。

　スタジアムの客席に行こうとするが思い直した。あんな目立つところに逃げたらすぐに捕まってしまう。コンコースへと向かった。

　どこに行こうか隠かくれようかと考えているうちに、スピーカーから玖里子の音声が流れる。

「三……二……一……ゼロ！」

　びーっとブザーが鳴る。クラスメートたちが歓かん声せいを上げて走り出すのが、和樹のところまで伝わってきた。

「ぎゃーっ!!」

　スタート直後にも拘かかわらず、和樹は悲鳴を上げた。




「手て筈はず通りやるぞ。全部で九つの班に分かれて式森を捜そう索さくする！」

　仲丸が全員に言った。

「このスタジアムは三層構造だ。三つの班がそれぞれのひとつの階を受け持つ。連れん絡らくは携けい帯たい電話、もしくは魔ま法ほうを使用すること」

　皆、神しん妙みような顔つきで聞いている。

　二年Ｂ組の生徒は玖里子に集められた際、一つの約束事をしていた。それは「抜け駆がけをしないこと」であった。

　およそＢ組の生徒は自らが利益を得るか他者が損をする、あるいはその両方を好む。そして利益の頭割りという発想がほとんどないのだ。玖里子から多額の報酬を約束されているものの、「自分が一人で捕まえたのだから報酬も自分だけが受け取る権利がある」と主張するのは十分あり得た。

　これを防ぐために仲丸は「誰が捕まえても、報酬は一律支給」を玖里子に約束させたのである。守しゆ銭せん奴どの中の守銭奴と言われた男の提案にクラス中が驚きよう愕がくしたが、玖里子が承諾したことで受け入れられた。

　こうしてＢ組史上まれに見る共同戦線が成立したのであった。

「全班出動！」

　和美が号令する。男子のリーダーが仲丸で、女子が彼女だ。九つに分かれたグループは、それぞれ駆け出していった。

「仲丸君、あたしも行くわ」

　和美が言ってくる。

「女子の指揮を執とるから」

「うむ。松田なら安心だ」

「恥はずかしくなること言わないで。あんたはどうすんの」

「俺は基本的にここにいる。連絡を捌さばく人間が必要だからな」

　仲丸は言う。

　その向こうに玖里子はいるが、彼女は基本的になにもしていない。時々スマートフォンをいじっていた。

「ここ寒いから、あたし移動するわ。和樹が捕まったら教えてちょうだい」

　和美は玖里子を見る。それから視線を仲丸に戻した。意を決したように口を開く。

「ねえ仲丸君」

「なんだ」

「これが終わったら……あたしと……」

「おいおい、まるで死亡フラグだな」

　仲丸はひらひらと手を振ふった。

「金の亡もう者じやのお前らしくない。いまさら、なにをしようってんだ。だいたい俺のことが嫌きらいだろう」

「そ、そうね、あははは……」

　和美は引きつったような笑い声を上げる。

「我ながらなにを考えてんのかしらね。ほ、ほら、昨夜ハリウッド映画を観みたから」

「そんなことより式森を捕まえて金に換かえよう」

　仲丸は和美の胸の内に気づかず、そう告げた。

「なにもクラスの連中に名めい誉よまで獲とられることはないんだ」

「わ、分かった……」

　和美はときおり躓つまずきながらも、走って行った。




　和樹はしきりと思考を巡めぐらせていた。

　あまり勉強は得意ではないが、生き残るためには考えることくらいする。まして金に目が眩くらんだ人でなしどもが向かってくるのである。捕まらないために必死にならないといけない。

　とりあえず階段へ走る。できるかぎり上に行って、籠ろう城じようしようと考えたのだ。石でも投げていれば近寄れないだろう。

　だがその方角から話し声がしてきた。

「式森ならこっちだな」

「あいつは高いところへ逃にげる。馬ば鹿かか煙けむりみたいなもんだ」

　一人は御厨みくりや真しん吾ごだ。早くも動きを見み抜ぬかれている。

　もう片方は浮う氣き光みつ洋ひろに違ちがいない。どちらも金に関してはＢ組のスタンダードとも言える存在である。

　浮氣が言った。

「約束通り、式森を発見したら捕まえずに情報共有だけにするんだぞ」

「それをみんなに売って金にするんだろ。分かってる」

「報酬とは別べつ枠わくで稼かせがせてもらわないとな」

　ろくでもない発想だが、それだけに恐おそろしい。和樹は大急ぎで回れ右をした。

　高い場所に籠城する作戦は早くも崩ほう壊かいした。だとしたら、次は低いところだ。

　さっき見かけたスタジアム内の地図を、必死で思い出す。周囲は平面駐ちゆう車しや場じようで構成されているが、確か関係者用に地下駐車場が作られていた。

　そこなら意表をつけるし、掃そう除じ用具の中にでも身を潜ひそめていれば、見つかる可能性は激減するはずだ。

　コンクリート製の階段を、一段飛ばしに下りていく。この奥に駐車場の扉とびらがあるはずだ。

　と、今度は女子の声が聞こえてきた。

「ここにいれば本当に式森君が来るの？」

「きっと来るわよ」

　和樹はぎょっとして身体からだを低くする。

　質問しているのは長身の女子生徒、杜もり崎さき沙さ弓ゆみだ。話している相手は新聞部の鳴なる尾お来らい花かだろう。

「式森君の性格からみて、逃げ回るよりも隠れようとするわね。地下駐車場が一番ありえるわよ」

「まあ、いいけど」

「そんな顔しないで。約束通りおごるし、沙弓は捕まえるだけでいいから」

　来花はともかく、沙弓はこういうことに興味がないはずだが、拝おがみ倒たおされて付き合っていると見える。

　和樹は足音を立てないように、そっと離はなれた。沙弓は格かく闘とう術の天才で、凜とも互ご角かくにやりあえる実力の持ち主だ。まともに組み合って勝てるはずがない。

　地下駐車場の案も駄だ目めになった。もはや残っている場所はどこなのだろうか。

　ふと思いついた。確かこういうスタジアムにはＶＩＰ席が存在するはずだ。そこなら鍵かぎもしっかりしているだろうし、長時間籠こもっていても楽が出来る。

　さっそく向かおう。Ｂ組の生徒たちは、和樹ならその手の金持ち御ご用よう達たしみたいなところに近づかないと知っているはずだ。その裏をかくのである。

　近くにあった案内図で確認すると、目立たないように二階へ走った。

　関係者用の扉を開けて入り、放送ブースを抜け、真新しく塗と装そうのされた廊ろう下かを駆ける。

　と、足が止まった。

　向こうから、大勢の会話が伝わってきたのである。

「本当にここか？」

「式森君は裏をかこうとしてるはずよ」

「あいつ、俺たちをだませると思ってんな」

「それにしても多いわね。窮きゆう屈くつ」

「みんな集まったからな」

　いくつもの班が集団で待ち構えていた。かなり離れているのに会話が伝わってくるのだから、大勢いるのだろう。和樹の考えていることを、即そく座ざに見抜いたのである。ここだと見当をつけて張っているのだ。

（どうすりゃいいんだ！）

　和樹は口の中で悲鳴を上げた。あちこちに追っ手がいる。しかもいつもとは違い、一いつ致ち団結して追つい跡せきしているのである。この状態で時間までに逃げ切れるとは、到とう底てい思えない。

　それでもなんとか逃げなければならないのだから、面めん倒どうなデートであった。

（ていうかこれ、デートじゃないよな……）

　デートなのだから、男と女が同じ場所にいなければどう考えてもおかしい。凜の時よりも変だった。

（なんだって玖里子さんは、こんなこと……）

　つい愚ぐ痴ちが出る。

　不意に彼は思い出した。そういえば玖里子は、開始前になにか言っていなかっただろうか。

「デートなんだから、きちんと一いつ緒しよにいろって言ってたような……」

　しかしこの状じよう況きようで一緒にいられるのだろうか。クラスメートが猟りよう犬けんのようにうろついているのである。

「いや、もしかして……」

　彼はまた駆かけ出した。今度は目標が決まっている。ただ闇やみ雲くもに走り回るのとは違っていた。

　コンコースの端はし、なるべく風の来ないエリアに近づいた。おあつらえ向きに向こう側から女性が歩いてくる。

「玖里子さん！」

　和樹の声に、玖里子ははっとしたように声のした方を見た。

「なによ、びっくりさせないで」

「これはデートですよね。僕と一緒にいましょう」

　玖里子は驚おどろきの表情だったが、すぐに笑い出した。

「あはは。なかなかやるわねえ。よく分かったわね」

「玖里子さんと一緒なら仲丸たちも見つけられないでしょう」

「そういうこと。デートってのは男女のペアでやるものだからね」

　玖里子は言った。

　二人は並んでエレベーターに乗り込んだ。

　玖里子は三階を押す。そこにはミュージシャンなどが使用する待合室があるとのことであった。

　エレベーターを降りてから、玖里子は一番手前の扉を開ける。

　部屋の反対側はガラスになっていて、スタジアムの様子がよく見えた。時々走り回るＢ組生徒の姿が芥け子し粒つぶみたいにうごめいていた。

「飲み物あるわよ」

「いただきます」

　玖里子は据すえつけられた冷蔵庫からペットボトルのジュースを取り出して、和樹に渡わたす。

　なんとなく二人は乾かん杯ぱいした。

　椅い子すがあったので腰こしを下ろした。

「変なデートですねえ」

　呆あきれた口調で和樹は言う。玖里子は苦く笑しよう。

「まともなことやってもつまんないから」

「なにもあいつらまで巻き込むことないじゃないですか」

「あんたのクラスがどこまで言うこと聞いてくれるか、やってみたかったのよ」

　玖里子はペットボトルに口をつけた。

「ほら、あたしの家って姉が四人いるじゃない。みんな会社を持っているのね」

「そうでしたね」

　和樹は風椿家を訪問したときのことを思い出した。怖こわそうな女性たちと会ったりもした。

「で、姉たちがそろそろ会社を手伝えって言ってきてるの。学校を卒業したら関かかわれって」

　和樹は思わず玖里子の顔を見返した。

「……卒業したら働くんですか？」

「まさか。どの姉もまず大学行けって言うわよ。うちの商売は学歴ないと舐なめられるからね。でも、在学中から英才教育するつもりなの」

　彼女は窓まど際ぎわのテーブルにペットボトルを置いた。

「あたしはまあ、そこそこ手伝っていたんだけど、もっとたくさん手伝わないとまずいかなって、前から思っていたのよ。だからどこまで人を動かせるか、あんたのクラスでちょっと試ためしてみたの」

「生徒会の仕事をしてるじゃないですか」

「あれは少人数だし、坊ぼうやに盗とられちゃったからね。大人数を経験したかった」

　玖里子は少しだけ笑う。

「お遊びだけど、多少は自信ついたかな」

　和樹もペットボトルを窓際に置いた。そとではまだ、クラスメートたちが走り回っている。発見できないので、焦あせっている様子が遠目からでもうかがえた。

「……あの、玖里子さん。だったらデートは別にしましょうか」

「ん？」

「これやっぱりデートと違うじゃないですか。邪じや魔ま者ものもたくさんいますから、他ほかの機会にしても」

「いいわよ。あたしが望んだんだから」

「ですけど……」

「優やさしさだけはありがたくもらうわ。ありがとう」

　しばらく、二人の間に沈ちん黙もくが流れた。

　どう喋しやべったものか、探さぐっている雰ふん囲い気き。ここだけはデート初心者そのものだった。

　不意に玖里子は言った。

「あたしねえ、あんたのことが好きなの」

　不意を突つかれて、和樹は返事をすることができない。

　彼女は続けて言った。

「キスしたことあったでしょう。あの前後からかな、気持ちに気づいたのは。その前も嫌きらいってわけじゃなかったし、好きだと言えたけど、やっぱり違うのよね。なんとなく好きなのと四六時中あんたのことばかり考えている好きは」

　玖里子は真正面から和樹を見み据すえた。

「本気で好きなのよ」

　また沈黙の時間となる。

　あまりに静かなので、ガラス越ごしに物音が聞こえてきそうだ。喉のどまで渇かわいてくる。なのに和樹は座ったままだった。
















「……僕の、どこがいいんでしょう」

　和樹は言った。

「凜ちゃんもそうなんですけど、玖里子さんだって綺き麗れいじゃないですか。なのに好きって言ってくれるんですよ。自分では自分のこと、そんなにいいと思ってないのに。イケメンならもっと他にいます」

「女は顔で選ばないわよ」

　玖里子は即座に返答した。

「ま、全員そうだとは限らないけどね。少なくともあたしと、凜はそう。最初は魔力を目当てに近づいたけど、そんなのどうでもよくなった。あんたの容姿とか魔力はもう関係なくなっちゃったのよ。ただただ、存在そのものが好き」

　そして照れた笑えみを浮うかべる。

「惚ほれちゃったってわけ」

　和樹はどきりとした。

　そういう彼女の表情に、今までにないものを見たのだ。大人びて性的な魅み力りよくに溢あふれている彼女ではなく、年相応であり、一人の高校三年生としての玖里子。

　恐おそらく本人も、そんなことを口にしたことははじめてなのだろう。頰ほおはうっすらと赤みを帯びていた。

　彼は素す直なおに「可愛かわいい」と感じた。

「分かってくれた？」

「はい」

「じゃあ返事を……と言いたいけれど」

　玖里子は手首を裏返して時間を確かく認にんする。

「タイムアップはまだね。せっかくこういう場にしたんだから、ちゃんと最後までやらないと」

　窓から差し込む日光は、オレンジ色になっていた。窓際のペットボトルが少しだけ光っている。

「……あんたのことを好きって話だけどね、あたしと凜はともかくとして、舞穂ちゃんはちょっと違ちがうと思うわよ」

「まあ、子供ですから」

「本人に言うと怒おこるわよ。好きは好きなんだろうけど、あの娘こはあんたと魔法絡がらみで付き合ってるから、シンパシーに近いわね。他に同年ねん齢れいの男の子がいないってこともあるかしら」

「嫌われるのはいやですよ」

「嫌われてるわけじゃないけど、歯がゆいのよね。女の子はませてるから、自分の感情をうまく分かってもらえなくてイライラしているかも。今はまだなにも言わなくていいけど、あの娘がもっと成長して、あたしたちみたいに告白するようになったら、きちんと答えてあげなさいな」

　こういうときの玖里子は、一番年上なこともあって、大人のようなアドバイスをする。今もまるで姉みたいなことを言っていた。

　和樹はうなずく。

「そうします」

「まだまだ先の話」

　和樹は椅子に浅く腰かけていたので、深く座り直した。

「そういえば、舞穂ちゃんと一番話をしているのは僕になるんでしょうか」

「かもねえ。紅あか尉い先生かもしれないけれど」

「僕の精神年齢が近いんですかね」

「むしろ兄か父親じゃない？」

「そういう年でもないですよ」

「あら、ゆりやがいるじゃないの」

　言われて思いだした。あの謎なぞの少女は彼のことを「パパ」と呼んでいるのだ。未来から来た娘むすめ。

　我知らず、声を潜ひそめる和樹。

「……あれって本当だと思います？」

「どうかしら」

　玖里子は唇くちびるに指を当てて思案していた。

「……あたしねえ、ちょっとコネを使って、ゆりやの周囲を調査してみたのよ。結果はなんにもなし」

「分からないってことですか？」

「というより、未来の人間なんだから、生活の跡あともなにもないのよ。そりゃ当たり前よね。一度だけ紅尉センセに訊きいたことあるんだけど、未来から来たってだけで、あとははぐらかされて教えてもらえなかった」

「謎ばっかりですね」

「そういえば紅尉センセは、いずれあんたに仕事を手伝ってもらいたいとも言ってたわね」

「なんですかそれ」

「さあ。意味ないのかも」

　玖里子は肩かたをすくめていた。

　彼女は時間を確認した。和樹も自分の時計で確かめる。

「……そろそろおしまいね」

「はい」

　見つかる気配はなかった。クラスメートたちはまだ捜さがし回っているだろうが、ここにいることは露ろ見けんしていない。

「あたしとしては、デートの最後に、告白の返事が欲ほしいんだけど……」

　玖里子がうつむき加減に呟つぶやく。

　顔を上げた。いつになく、真しん剣けんな表情だった。

「その前に知っておいてもらいたいんだけど、このデートは姉さんたちに頼たのまれたわけじゃないから」

「はい……？」

「あたしが自分の意思で、和樹に言いたくておこなったの。きっかけはゆりやだし、人をどれだけ動かせるか試したけど、やっぱり根っこには和樹のことがある。だから、あんたも真ま面じ目めに返事をして」

「……はい」

　和樹は言った。

　彼女は凜と違い皮肉っぽいところがあって茶化すこともしばしばだ。だが今は、どこまでも真面目で真剣だった。見てるだけでよく理解できた。

　玖里子の奔ほん放ぽうな性格は、優ゆう秀しゆうな姉たちへの反発の面が大きい。彼女自身も優すぐれた人間なのだが、高校生の悲しさ、比ひ較かくされるとどうしても劣おとるのだ。全ぜん寮りよう制せいの葵学園に入学したのも、家から出たいと考えたためだ。

　しかしこの場では違う。玖里子は己おのれの意思のみで和樹に胸の内を伝えていた。

　だとしたら、和樹もふざけたりはぐらかすことはできない。

「分かりました」

　彼はゆっくりと口を開く。

「あの……」

　と、その時。

「ここねー!!」

　轟ごう音おんと共に扉とびらが開いた。

　目をぎらつかせてやってきたのは、和美であった。

「こんなところに隠かくれていた！　どうりで捜しても見つからないわけだわ！」

　仰ぎよう天てんする和樹。

「な、なんで分かったの!?」

「そこのペットボトルが見えたのよ！」

　窓まど際ぎわを指さす。ペットボトルに太陽光があたり、わずかに光っている。だが、ほんの少しだけであり、これが見えたとなると相当な観察力か執しゆう念ねんだ。

　そして彼女はこと金銭になると、執念どころではない。

「風椿さんと一いつ緒しよにいるとは考えたわね！　でももう露見したわよ！　大人しくしなさい！」

　ほとんど犯罪者扱あつかいだ。和美はぎらぎらした目を隣となりの玖里子に向けた。

「あたしの勝ちってことですね」

「うん、まあ」

「やった」

　和美は勝利の笑みを浮かべると圧縮呪じゆ文もんを唱えた。スタジアムがざわめく。念話の一いつ斉せい送信をしたのだ。いくらもしないうちにここまで押し寄せてくるだろう。

　扉の外がざわざわしてくる。さすが守しゆ銭せん奴ど集団。即そく座ざにやってきた。

　最初に飛び込んできたのは、やはり仲丸だ。

「本当にいた！」

　彼は大きく手を合わせた。

「よし、これで金持ちだ！」

　後ろにいるＢ組生徒たちも、歓かん声せいを上げている。

「ファンドに突つっ込もう！」

「当分バイトしなくてすむぞ！」

「卒業まで安あん泰たいね！」

　万ばん歳ざいをしている人間までいる。

　和美がにこやかな笑みの中に勝利の色を滲にじませ、進み出る。

「風椿さん、報ほう酬しゆうをちゃんと払はらってくれますね。約束なので」

「ええ……でもまだ終わってはいないわよ。五時三十分まで捕つかまえ続けていたら勝ちなんだから」

「もうすぐです」

　確かに、あと十分ほどで五時半になる。

　和樹は焦あせった。このことで玖里子が約束を違たがえるとは思えないから、ちゃんと支し払はらうだろう。そして勝負は彼の負けとなり、風椿の家に連れて行かれる。最後には結けつ婚こん。

　しかしこの結末は、玖里子が言いだしたとはいえ、彼女が望んだものなのだろうか。

「じゃあこれでおしま……」

「待った！」

　彼は和美の下もとへ駆かけ寄った。

　腕うでを摑つかみ、引き寄せる。

「なにすんの変態！」

「ちょっと話を聞いて」

　彼は和美の耳元に囁ささやいた。彼女は露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。

「気持ち悪い。息を吹ふきかけないで」

「松田さんってさ、仲丸のこと好きなんだよね」

　和美はばっと彼のことを見つめた。

「……な、なに？」

「やっぱり本当なんだ。顔が赤くなってる」

　和樹はにやりとした。

「夕菜がそんなこと言ってるのを聞いた。どういう趣しゆ味みしてんだろって思ったけど……。ちょっと取り引きしない？」

「なによ……」

「そのこと黙だまってるから、まだ僕が捕まっていないってことにしよう」

「……え？」

「だから、五時半まで僕は逃にげ続けるから」

　台詞せりふを聞き、和美は目を丸くしていた。

　和樹が負けになるには、あと十分間「捕まっている」ことにし続けなければならない。だが彼は脅きよう迫はくによって、そうではないことにしようというのだ。

「そんなの無む駄だよ」

　と和美。

「二年Ｂ組ウチの全員がいるのよ。どうやってもごまかせないわ」

「だから松田さんが考えて」

「はあ!?」

「松田さんが僕を捕まえないですむ方法を考えればいいんだよ」

　彼はさらりと口にした。

　和美は絶句している。それはそうだろう。捕まえれば報酬が手に入る人間が目の前にいるのに、逃がすための方策を練らなければならないのだ。しかも断ればとても恥はずかしいことが待っている。

　二年Ｂ組で恋れん愛あいは御ご法はつ度とだ。別に禁止しているわけではないのだが、露見したら貴重な個人情報として金に換かえられてしまうのである。だからバレないように恋愛するか、堂々とおこなうしかない。

　そして和美の場合は、相手がよりによって仲丸である。クラスの耳じ目もくを集めるのは間ま違ちがいない。馬ば鹿かにされるだけならまだマシで、卒業まで交こう渉しようの材料を与あたえることになる。今後なにかに賛成しようと反対しようと、「松田は仲丸が好きだから賛成（反対）した」とみなされ、耳を貸してもらえなくなるのである。

　クラス内ポリティカルゲームの永久王者を目指す彼女にとって、それはとんでもない屈くつ辱じよくであった。

「こ……この卑ひ怯きよう者もの！」

　和美は小声で罵ののしった。

「なんてこと持ちかけんのよ！」

「いつも松田さんたちには酷ひどい目に遭あわされているから、これくらいはいいんじゃないかなあ」

「ろくな死に方しないわよ！」

「一度死んでるから」

　仲丸らクラスメート、そして玖里子も不思議そうにしていた。二人のやりとりは小声でおこなわれているので、他ほかの人には分からない。

「ほら、早く」

　和樹が和美を突つつく。

　彼女は恨うらめしそうな目を向けた。

「あたしのことやっぱり嫌きらいなのね」

「とんでもない」

　和美はもう一度睨にらんでから、引きつった笑えみを仲丸に見せた。

「ねえ……な、仲丸君。提案があるんだけど」

「なんだ藪やぶから棒に」

　不ふ審しんそうな色を浮うかべる仲丸。

「もう時間ないぞ」

「式森君のことなんだけど……報酬について考え直さない？」

「なんだと？」

　仲丸だけではなく、背後のクラスメートたちもざわつく。和美は続けて言った。

「ほら、式森君を見つけたのはあたしなのよ。だけど額が同一ってのは不公平じゃない」

「そういうのを防ぐために、風椿さんからの直接支給にしたんだろう」

「直接受け取ったっていいじゃない。あとで全部まとめて、あらためて分配すればよいのよ」

「誰だれがその作業をおこなうんだ」

「もちろんあたし」

　仲丸以下、クラスメートたちが頭から蒸気を噴ふき出した。

「誰が認めるか！」

「和美に任せたら全部横領されるわよ！」

「この暴君め！」

　二年Ｂ組で一番「おいしい」とされている地位は学級委員と会計である。ようは権力と金を握にぎっているものが強いのだ。この二つは全員が切望するものだから、空席となって久しい。和美の提案はそこに座るのと同義であった。

「ちゃんと公平に配るわよ！」

　和美は叫さけぶ。

「あたしが不正をしたことあった!?」

「お前は不正しかしないだろう！」

　仲丸が言い返した。

「辞書を引くと松田の項こう目もくに不正と同義って書いてあるぞ！」

「そんなことあるわけないでしょうが！　あたしは仲丸君のために……」

「俺が、なんだ」

　和美ははっとして口をつぐむ。それから力ちから一いつ杯ぱい首を横に振ふった。

「うるさい！　あたしが報酬を管理するわ！　分配は裁量で決める！　異議申し立ては認めない！」

「できるわけないだろ！」

　仲丸は背後を振り向く。

「この中で、松田の意見に賛成の者はいるか？」

　Ｂ組の生徒たちは一斉に頭かぶりを振る。

「見ろ」

「あたしの提案を聞いたら考えが変わるわよ。報酬の分配はあたしだけじゃなくて他三人で決めようと思うの」

　クラスメートたちは一いつ瞬しゆん絶句し、そしてざわめいた。

「早い者勝ちで」

　この言葉で、皆みんな騒さわぎ出した。

　今までのような抗こう議ぎではない。おいしい案を鼻先にぶら下げられて、考えが変わったのである。

「それは俺に任せろ！」

「前から和美のことが好きだったの！」

　それらを仲丸が遮さえぎる。

「待て待て、お前ら待て。松田に騙だまされているぞ！」

　彼はクラスメートたちに正対して、叫んだ。

「これは非常に危険な案だ。よって……まず俺が確かく認にんのため、松田と分配作業をおこなうことにする！」

　断言する仲丸へ「この野や郎ろう！」と罵ば声せいが飛んだ。

　こうなるとしっちゃかめっちゃかだ。直前までの団結は綺き麗れいに消し飛び、あとはいつもの弱肉強食世界にウェルカムとなる。所しよ詮せんは金銭を渇かつ望ぼうする高校生。「自分だけが儲もうかるかも」との欲よく望ぼうにはあらがえないのであった。

　皆みんな、口々に自分をアピールし他人を蹴け落おとそうとする。さらに和美すら罵って独ひとり占じめしようとする輩やからも登場して、手の付けられない混乱状態へと突とつ入にゆうした。

　和樹はその光景をじっと見守っていた。

　そしてゆっくりと和美の隣となりから離はなれる。

　慎しん重ちように扉とびらの方へと歩いて行く。欲よくで頭がいっぱいになったクラスメートたちは、動きに気づいていない。

　中ちゆう腰ごしになって扉をすり抜ぬけても、まだ喧けん噪そうは続いていた。和樹は時間を確認する。

　デジタル表示が五時三十分となった。

「玖里子さん！」

　あえて大声を出す。

「時間になりましたよね！」

　そこではじめて二年Ｂ組の生徒たちは、和樹が廊ろう下かに出ていることに気がついた。全員「あ」という顔をしている。

　玖里子は自分で時計を確認してから、うなずいた。

「そうね」

「僕は今、捕つかまってませんよね」

「ええ」

「じゃあこの勝負は……」

「和樹の勝ち」

　やったとガッツポーズ。同時にクラスメートたちが絶望の悲鳴を上げる。

「なにこれ！」

「さっきまで勝ってたぞ！」

「誰のせいよ！」

　全員の目が一いつ斉せいに和美へと向く。

　和美は絶句していた。そして目線を左右に動かし、吹ふっ切ったように叫ぶ。

「あたしのせいじゃない！　仲丸君が悪いのよ！」

「なんで俺なんだ！」

「そう決まったのよ！」

　腕うでを振り回している。中には「もしかしたら仲丸のせいかもしれない」「仲丸にしておけば平和に終わる」などと言い出す生徒もいて、拍はく車しやがかかった。

「あんたが鈍にぶいのが悪いのー！」

「なんだかさっぱり分からんぞ！」

　再び大混乱に陥おちいる。和樹は玖里子に目で合図をすると、二人で廊下から外へと移動した。

　かくして鬼おにごっこは終しゆう了りようした。スタジアム内外はすっかり暗かったが、照明のおかげで不自由はなかった。

　和樹は玖里子と共にスタジアムから出てくる。

「あんたのクラスメートはまだ中にいるみたいね」

　スタジアム内では怒ど声せいが響ひびいていた。延々と揉もめ続けているらしい。

　和樹は見上げながら言う。

「あとで松田さんに謝らないと……仲丸の気持ちも聞いといた方がいいかな」

「さっきなにしたの？」

「内ない緒しよです」

　和樹ははぐらかした。

　二人は強くなった風に首をすくめながら歩いていく。

「ここっていつまで借り切っているんですか？」

「明日あしたの朝六時まで。でも観光バスは今晩で返しちゃうわよ」

「そしたらあいつらには歩いて帰ってもらえばいいです」

「でね、和樹」

　玖里子が改まった。

「肝かん心じんの返事を聞いていないんだけど」

「そうですね……」

　彼は立ち止まると、玖里子に向き直る。

　そして静かに告げた。

　彼女は何度もうなずいていた。

「まあ、そうなるわよね」

「すみません」

「謝るんじゃないの。予想はしてたから、涙なみだも出ないわね」

　玖里子はわずかに寂さみしげな色を浮かべる。

「でもやっぱり残念。ここまで本気になったのって、あんたがはじめてだから」

「その気持ちは、とても嬉うれしいです」

「今は諦あきらめるけど、将来あたしが超ちよう美人の金持ちになったら、あんたのことなんか忘れるかもしれない。そうなってから後こう悔かいしても遅おそいわよ」

「そのときは僕も後悔しますよ」

　彼は笑いながら返事をした。

　エンジン音がし、二人の目の前までリムジンが走ってくる。

「あれ、僕たちが乗ってきたのと違ちがいますね」

「別に借りたのよ」

　二人の目の前に停とまる。扉が開くと、夕菜に凜、そしてゆりやが降りてきた。

「パパ」

　ゆりやが声をかけてきた。

「デート終わった？」

「うん。変わったデートだったけどね」

　和樹は笑う。

「風椿さん、ママになるの？」

「いいや」

　彼ははっきりと首を横に振った。

「今のところは違うかな」

「今のところって、なに？」

「凜ちゃんのときと同じだよ。将来のことは僕には分からない。でも今は違うんだ。これは僕も玖里子さんも納なつ得とくしてのことだよ」

　そう伝える。隣の玖里子はうなずいていた。

「悔くやしいけど、今はどうやったってそれ以上にはならないわ。ま、しょうがないわね」

　玖里子の語調はさばさばしている。それは凜の時と同じ反応であった。

　彼女は和樹の方を向いた。

「だからってあんたとはいつまでも友達だし、関係が壊こわれることはないわ」

「分かってます」

　彼は答えた。

「僕もそうあって欲しいって思ってますから」

　ゆりやはきょとんとする。そしてリムジンに同乗してきた二人に訊きいた。

「神かみ城しろさん、いいの？」

「はい。私には玖里子さんの気持ちがよく分かります」

　と凜は返事をする。

「宮みや間まさんは？」

「わたしはノーコメントです。まだ自分のデートが残っていますから」

　夕菜の回答に、ますますゆりやは不思議そうな顔をした。

「でも、もう宮間さんしかいないんだよ？」

「そうですね。一安心です。でも、だからって油断はしません」

「パパが優ゆう柔じゆう不ふ断だんだから？」

「そうは言いません」

　夕菜は答えをはぐらかせた。

　和樹は会話に加わらなかった。ただ玖里子の、わずかに寂しげな横顔を見て、心の奥がちくりとしていた。




　　　　○




　デートは二つ終わった。デートと言っていいものかは不明だが、終わったのは確かだ。

　残っているのは夕菜である。だが意外なことに、デートの日取りはまだ決定していなかった。

「だってすぐ終わっちゃうのは、なんだかもったいないじゃないですか」

　夕菜は説明する。

「期限の最終日にデートしたいです」

「なんか、いつもの夕菜らしくないね」

「そうですか？」

「真っ先にデートしたいって言ってたのに」

「どうせ一番最後なんですから、考えを変えてみたんです」

　彼女は照れたように微笑ほほえんでいた。

　これもいつもと違うなと彼は感じていた。凜も玖里子も、そして夕菜も、普ふ段だんとは接し方を変えていた。どの女の子もこれが最後になると分かっている風でもあった。

　共通しているのは、悔くいのないものにするということ。

　女の子たちは、自分なりの答えを出そうとしていた。

　そうなると和樹も、おのずと真しん剣けんな対応を求められる。

　凜にも玖里子にも、彼なりにきちんと返答したつもりだ。だから二人は納得して身を引いたとも言える。

　あとは夕菜である。彼女にも、彼はきちんと返答しなければならない。

　それをどうやって伝えるべきか。

　そもそも自分は、答えを持っているのだろうか。

「和樹さん」

　ある日の登校途と中ちゆう、夕菜は和樹に声をかけてきた。

「どうかしました？　なんだか顔が強こわ張ばってますよ」

「あ……ごめん。考えごとしてた」

「もしかしたらわたしとのデートのことですか？」

「うん」

　素す直なおに返答をする。夕菜は嬉しそうに両手を合わせた。

「ちゃんと考えていてくれるんですね。わたしも楽しみです」

　心なしか、足あし下もとがスキップしていた。

　二年Ｂ組の教室は、いつものように騒さわがしい。玖里子とのデート前は不気味なほど静かだったが、すっかり元に戻もどっていた。

「仲丸、なに話してんの」

「投資の話だ。風椿さんから報ほう酬しゆうをもらったんだ」

　彼は意外な返事をした。

「うまくいかなかったのに？」

「手伝い賃ということで満額じゃないが渡わたされた。これをファンドに出資するかどうかの話し合いをしていた」

「相変わらず高校生のすることじゃないね。で、どうなったの」

「投資先が松田のトンネル会社だと判明したんでトラブってる。松田のやつを吊つるすかどうかも検討中だ」

　真顔で答える仲丸。和樹はいつものＢ組が戻ってきたと知って、どこかほっとしていた。

「ふーん。松田さんから僕のことなにか聞いていない？」

「なにが……そういえば、あいつ俺とどこかに出かけようとか言ってたぞ。式森に頼たのまれたから仕方なくとか訳の分からんことを口走っていた」

　仲丸は心底不思議そうにしている。和樹はうなずいた。

「言ったよ。昨日の夜に電話かけた」

「なんか意味があるのか？」

「誘さそいに乗れば、投資先のトラブルも解決するんじゃないかな」

「おいおい。まるで松田が俺とどこかに行くために揉もめごとを起こしたような言い草だな。なにか罠わながあるんじゃないかって疑ってるんだが……」

「それはないよ。素直に受けておきなよ」

「平気なのか？」

「大だい丈じよう夫ぶだって」

　仲丸はなおも疑っていたが、和樹は「絶対に平気」だと請うけ合った。

　自分の席につく。と、舞穂が話しかけてきた。

「にゃー、和樹君」

　腕うでをぱたぱたさせている。そのたびに首輪が揺ゆれていた。

「舞穂もデートしたいー」

　和樹は少し目を細めた。

「ごめんね、ちょっと難しいんだ」

「だからなんでー」

「うーん、ゆりやが舞穂ちゃんのことを気にしていなかったってのがあるかな」

「酷ひどいー」

　舞穂が口を尖とがらせた。

「舞穂だってデートする権利あるもん。和樹君と舞穂は一いつ緒しよにいないと、魔ま法ほうで大変なことになっちゃうんだから」

「それはそうかもしれないけど……」

　和樹は呟つぶやいた。

　舞穂の魔力は和樹と相反関係にある。簡単に言って、彼が持つ膨ぼう大だいな魔力を受け止める存在なのだ。全すべてが解放されたら地球を揺るがすものになる彼の魔力も、いざとなれば舞穂が吸い取ればなんとかなる。

　世の中とはよくできたものと言わざるを得ないが、一つ疑問がある。舞穂が臍へそを曲げたらどうなるのであろうか。

　デートできないことによって、「和樹君なんか知らない！」となったら、文字通り地球が終わるかもしれないのだ。

　しばし腕を組んで考えた。今まではいつもの冗じよう談だんだと思って聞き流していたが、ひょっとしたら本気かもしれない。だとしたら、デートしないまでもなにかアプローチをしないとまずいのでは。

　とはいえ、現在の彼にそこまでの精神的時間的余よ裕ゆうは存在しなかった。

「ごめんね、舞穂ちゃん」

「えー」

「やっぱり舞穂ちゃんとデートする余裕はないかもしれない」

「なんでー」

　彼女は口を尖らせる。
















「舞穂の魔法は……」

「分かってるけど、どうしても駄だ目めなんだ。デートしたいなら、夕菜のあとでするから」

　舞穂は「そうじゃないー」と言っている。つまり彼女も「和樹によって選ばれる女の子」の一員になりたいのである。

　和樹はひたすら謝った。気き嫌げんを損そこねたくないので、こうなると謝罪の一手である。まるでコメツキバッタだ。

「ごめんね、本当にごめん」

　舞穂は「むー」と唸うなる。それから身を翻ひるがえすと教室から出て行ってしまった。

　彼はしみじみと息を吐はいた。どこに行ったかは分からないが、もし帰ってこないようだったら捜さがしにいかないと。

　そこにゆりやが近づいてくる。

「パパ、どうしたの」

「ちょうどよかった。相談があるんだ」

　彼は舞穂のことをざっと説明した。

「舞穂のこと、知ってるよね」

「うん。私の時代にもちゃんといる」

「デートしなくていいのかな」

　ゆりやはちょっと眉まゆを顰ひそめる。

「パパ、デートしたいの？　なんか犯罪って気がするんだけど」

「そんなんじゃなくてさ、舞穂ちゃんが納なつ得とくしないのはまずいかもしれないから」

「平気だと思うよ」

　納得したのか、彼女は不ふ審しんげな表情を緩ゆるめた。

「栗くり丘おかさんとパパって、確か魔力の繫つながりが強いんだよね。でも私の時代だとそんなこともなくなって、普ふ通つうの関係になるよ。紅尉先生と協力して、平気なようにしたんだって」

「へえ……」

　和樹は素直に感心した。ただ放置し続けるわけではないのだ。

「一安心だけど、だからって今ほったらかしってわけにもいかないよねえ。やっぱり夕菜とのことが終わったら、フォローした方がいいかな」

「好きにすればいいと思う」

「ゆりやの口ぶりだと、未来の舞穂ちゃんがどうなっているか、ちゃんと分かっているんだよね」

「うん……」

　何な故ぜかゆりやはうつむき加減になり、恥はずかしそうに身を小さくする。

「あの人、すごいよ……」

　和樹は奇き妙みように感じたが、とりあえず質問した。

「じゃあ他ほかのみんながどうなるか分かる？」

「もちろん」

「聞かせてくれないかな」

　彼は身を乗り出した。

　純じゆん粋すいに興味が出てきた。自分がいずれどんな道を進むのかもそうだが、家族のようにしている女の子たちとどういう関係に変化するのか、知りたくなったのである。それはほろ苦いものになるかもしれないが、好こう奇き心しんが勝っていた。

　ゆりやは承しよう諾だくする。

「いいよ。私もパパに訊きたいことがあるから。でも、今はちょっと」

「放課後にしよう」

　学校が終わったら二人でどこかに行こうと約束して、その場は終わった。




　　　　○




　和樹とゆりやが向かったのは、駅前にあるファミリーレストランだった。

　バスターミナルに隣りん接せつしたところにあるチェーンの店で、値段が安い割には座席がしっかりしているのが特とく徴ちよう。

　立地と値段のため、いつもは混雑しているが、今日はたまたま空いていた。待つことなく座席に通される。ただゆりやが「二人。パパと私」と告げたため、店員にちょっとした混乱をもたらしていた。

　窓まど際ぎわの席に案内される。メニューを選んでいる間中、二人は無言だった。

　和樹は顔を上げた。

「好きなもの頼んでいいよ。おごるから」

「パパ、お金持ってるの？」

「ないけど、できる限り出す。よく知らないけど、娘むすめにはごちそうするものだと思うから」

「……無理しなくていいよ」

　ゆりやがメニューを立てて顔を隠かくしたので、表情はうかがい知れなかった。

　和樹はチーズケーキ、ゆりやはチョコレートサンデーを注文する。二人ともなるべく小さなものを選んだ。万一満腹になって夕食が食べられなくなると、夕菜がいい顔をしないからだ。

　頼んだものが来るまで、二人は水を飲んでいた。

　和樹はタイミングを見計らって訊きいた。

「それで、話ってなに？」

「……私のより、パパのことが聞きたい。私に話があるんじゃないの」

「うん、みんなの将来のことも聞きたいんだけどさ」

　彼はいったん唇くちびるを湿しめらせた。

「ゆりやがなにか不便してないかなって思ったから」

「どうして」

「だってわざわざ未来から来たんだろ。ホームシックになってるんじゃないかって」

「なった」

　ゆりやはあっさりと答えた。

「最初はとっても寂さびしかった。友達はいないし、場所は知らないところだし。でもこうやってパパが気にかけてくれるから、今はそうでもない」

「不自由じゃないかな」

「この時代と極きよく端たんに違ちがったりしないよ。赤信号は渡わたっちゃいけないし、太陽は東から昇のぼってるから」

　彼女は続けて言う。

「鈍どん感かんなのに、結構優やさしいんだね」

　確かに彼はあまり敏びん感かんな方ではないが、今は気を遣つかうということくらい認にん識しきしていた。気き恥はずかしくてできないことも多いが、夕菜たちとつきあっているうちに自然と身についたのである。

「多分ママは、そういうところに惹ひかれたんだと思う」

　それが誰だれのことか、はっきりとは言っていない。

　会話が中断したので彼はなんとなく水を飲んだ。

「それでゆりやの用件は？」

「山やま瀬せさんのこと」

　と彼女は言った。

「あの人とデートしないじゃん」

「うん」

　和樹はいつぞやの会話を思い出していた。千ち早はやから断ってきたのである。

「でもその……山瀬さんってパパのことが大好きだよね」

「そうかな……」

「見れば分かるよ。……告白されたことない？」

「らしきことはあるよ」

　彼は以前のことを、慎しん重ちように思い起こす。

「例によってトラブルがあって、なんか山瀬さんは勘かん違ちがいしたらしいんだけど……とにかく『好き』って言葉は聞こえた」

「そのとき付き合ったりデートはしなかったの？」

「してないなあ。とてもいい娘だけど、僕にはもったいないって気持ちが強いかなあ」

「…………」

　なにも言わないが、ゆりやはどこか不満そうに感じられた。

「……それ、山瀬さん可哀かわい相そうだと思うんだけど」

「ゆりやはいつも女の子の味方なんだね」

「当たり前だよ。でも、なんで山瀬さんはパパとデートしないんだろ」

　ゆりやはしばらく黙もつ考こうしていた。

　結論は出なかったらしく、別のことを言う。

「とにかく、デートした人には中ちゆう途と半はん端ぱじゃなくて、ちゃんと返事してよ」

「だから、今のデートではみんなに答えているよ」

　和樹は答えた。凜にも玖里子にも、彼なりの言葉で気持ちを伝えたのだ。

　彼女たちも、きちんと受け止めてくれたと信じている。

「今の僕には未来のことは分からないけど、この結果がいい方向に向いてくれればいいなって思っている」

　ゆりやはなにも言わない。否定をすることもなかった。

　和樹は別の質問をする。

「ところで僕はいつ結けつ婚こんすることになるの？」

「パパが二十八歳のときだって言ってた」

「遅おそいのか早いのかどっちだろ」

「ママはもっと早く結婚したかったみたい。でも色々事情があって、なかなか上う手まくいかなかったんだって」

　ゆりやは和樹のことをじろっと睨にらんだ。

「パパ、女の人を待たせるのはよくないと思う」

「僕のせいなのか……」

「おじいちゃん……パパのお父さんの家って、神社でしょ」

「正確にはお父さんの家じゃないけど、まあそうだね」

「そっちの方の親しん戚せきとなにかあったらしいんだ。パパはあまり教えてくれないけど、ヨーロッパの親戚のところに行かなきゃならないことがあったって」

　和樹は自分の親戚のことを考えた。ほとんど国内にいるはずだが、確かに血けつ縁えん者で国外に住んでいる人がいる。

「……イェジーナおばさんの家かな……」

「その人。もう亡なくなってたんだけど、そこまで行かなきゃなんなくなったって。だから大変だったって言ってた」

　類たぐい希まれなる魔ま力りよくの持ち主である和樹には著名な魔術師の血が混じっている。イェジーナはパラケルススの血を引いていた。ただ彼は今のところ、親戚のことは噂うわさで聞くだけで、会ったことがなかった。

「やっぱり僕の魔力のことで、なにかトラブルが起こったのかな」

「分かんないよ」

　ゆりやは首を横に振ふった。

「だけどパパはそのこと懐なつかしそうにしてたから、悪い想おもい出じゃなかったんだと思う」

　和樹は少しほっとした。なにかがあるにせよ、懐かしくなることなのだが、酷ひどい目には遭あわないのだろう。

「でも結婚相手を待たせちゃったのか」

「そのことも懐かしいとか言ってた」

　注文したものがくる。チーズケーキもチョコレートサンデーも、あまり大きくなかった。

　食べている間、会話が中断された。

「……でも、よく僕はヨーロッパまで行ったよね」

「飛行機で行ったんじゃなくて、魔法で飛んだみたい」

「疲つかれそうだ」

「紅尉先生や紫し乃の先生と一いつ緒しよだったんだって」

「あー、あの二人絡がらみだったんだ」

　紅尉兄妹きようだいは、魔法関係の事件となるとしばしば顔を出す。どちらも交友関係が広いから、欧おう州しゆうに行っても不思議はなかった。

　ゆりやはスプーンを動かす手を止め、なにやら考える。

「……そういえば、紅尉先生も紫乃先生も、顔が変わってないような……」

「二人とも年ねん齢れい不ふ詳しようなところがあるから」

「私の時代の方が若く見える」

　十分ありえるのが、あの兄妹の特徴であった。

　ゆりやはチョコレートサンデーを半分ほど食べていた。和樹はまだ四分の一ほど。

　客が徐じよ々じよに増えてきて、テーブルも埋うまりはじめた。

　和樹はまたチーズケーキを食べようとして、訊いた。

「そういえばゆりやの時代で、玖里子さんや凜ちゃんはどうしてるの？」

「パパ、引っかけようとしても無む駄だ」

　ゆりやは白けた目で見る。彼は怪け訝げんな顔をして否定した。

「そういうつもりじゃないんだけど、なんで」

「だって、風椿さんと神城さんのことが分かれば、宮間さんと結婚するかどうか分かっちゃうじゃん」

「……そういえばそうだ」

　彼はこくこくとうなずく。ゆりやは呆あきれていた。

「分かんなかったの？　パパ大だい丈じよう夫ぶ？」

「気が回んなかった」

　ゆりやはふうっと息を吐く。

「もう……。パパってやっぱりちょっと抜ぬけたところがある」

「否定はできないかなあ」

「風椿さんはね、進学してお姉さんの会社で働く。でもすぐに独立して自分の会社を立ち上げたんだ。すぐに大きくなった。業界ではとっても有名なんだって」

「へえ」

　彼は素す直なおに感心した。いかにもありそうだし、まったく不思議なことではない。

「神城さんもやっぱり大学行って、魔物退治の仕事を請うけ負っている。実家には帰ってないって」

「ふうん」

「念のために言うけど、宮間さんも進学してるよ。それにパパも。二人とも卒業したら働いた」

「僕でも就職できるんだ」

「変なこと言わないで。パパと宮間さんは紅尉先生の仕事を手伝ってるの。だからヨーロッパに行ったりしてるんだって。お金も結構稼かせいでいるよ」

「それ、僕の魔力のおかげ？」

「そう」

　ゆりやは認めていた。

　なんだかくすぐったいような、照れくさいような気分だった。卒業後は進学し、しかも紅尉の手伝いをするようになるとは。さすがに養護教きよう諭ゆではないだろう。どんな仕事をするのだろうか。

「そうだ、舞穂ちゃんはどうしてるか知ってる？」

　この質問に、ゆりやは何な故ぜかうつむいた。

　よく見ると顔がほんのり赤くなっている。それは徐々にだが耳まで広がっていた。

「え……えとね。元気だよ、うん……」

「なにかあったの？」

「別にないんだけど……あの人、女優さんで、すごいモテてて……」

「あー」

　和樹は以前あったことを思い出した。舞穂が魔法で一時的に成長したことがあり、大変な美少女になっていたのだ。

　彼がそのことを伝えると、ゆりやは勢いよく首を横に振った。

「それどころじゃないよ！　こんな綺き麗れいな人どこにもいないってくらい美人なんだから！　男の人にもだけど、女の人にももうモテてモテて……。ひと目見るだけで、みんなぼーっとしちゃうんだから……」

「ゆりやもそうだったの？」

「……パパ嫌きらい」

　ゆりやは和樹のことを睨みつけた。

　和樹はいつの間にかケーキを食べ終わっていた。ゆりやも容器をほとんど空にしている。

「山瀬さんはなにをしてるんだろ……」

「フリーのライターだよ。パパの仕事を本にしてるんだ。ベストセラーになって、サイン会してたよ」

「なんか意外だ」

　千早が文章好きだとは聞いていない。高校卒業後にそっち方面に目覚めたのかもしれなかった。

「念のために言うけど、本にはパパは本名で載のってないからね。みんな架か空くうの人ってことになってるから」

「それでいいや」

「欲よくがないよね。山瀬さんも印税を半分パパに渡わたそうとしたけど、受け取ってくれなかったって言ってた」

　おかげでうち、お金ないときがあったとゆりやは説明していた。

　彼は紙ナプキンをなんとなくいじった。

「……みんな、ちゃんと働いているんだね。僕はちゃんとかどうか分からないけど」

「ちゃんとしてるよ。紅尉先生、とても助かってるって言ってたから」

「あのさ」

　和樹は改まって訊きく。

「ゆりやは、幸せ？」

「……え？」

「僕の子供でいて、ゆりやは幸せなのかって。その話だと、紅尉先生と一緒に世界のあちこちを飛び回っているみたいじゃないか。小さい頃ころのゆりやなんか、一人ぼっちだったんじゃないかって」

「寂さびしかったことはあるけど……」

「それって親としてどうかと思うんだ。今の僕がなにかできるわけじゃないけど、未来の僕は子供に責任を持つ必要があるんだ。もしゆりやが寂しかったり、不自由だったら僕のせいだ。本当に悪いことしたと思う。謝るよ」

　彼は頭を下げることまでした。心の底から出た台詞せりふであった。

　ゆりやは狼ろう狽ばいしていた。

「そ、そんなことないよ。パパには色んなところ連れていってもらったから」

「それもどうかなあ。友達できなくなるんじゃない」

「友達もいるから！」

　急いで説明してから、ゆりやは言った。

「パパって同じだね。私が一人でいると、いつもごめんねって言ってたよ」

　笑っている。和樹もつられて笑った。自分の性格は、そうそう変わるものではないらしい。

　ファミレスが混雑してきた。待っている人もいる。

「出ようか」

「うん」

　二人分の料金は、ちょうど和樹の財さい布ふの中身と同額だった。ゆりやは素直におごられた。

　並んで帰宅の途とにつく。暗くなりつつあった。

「宮間さんとのデート、明日あしただよねえ」

　とゆりやが言う。

「パパは宮間さんと一番多くデートしたって言ってた」

「そうかも……」

　思い起こせば、夕菜との付き合いが非常に濃こい。時間としては全員同じなのだが、一番濃のう密みつなのが彼女だった。

　様々なことがあった。明日はいわば集大成だ。デートの結果によって、恐おそらく将来も決まる。

「これで夕菜とも付き合わないってことになったら、どうなるんだろ。ゆりやは消えちゃうの？」

「まさか。誰だれかとは絶対結けつ婚こんするはずだよ。でもパパがここで変なことしたら、私ママに離り婚こんしてって言うもん」

「さすがに変なことはしないなあ」

「デートしてても？　手を出そうとしなかったの？」

「ないない。前にキスしたことはあったけど……」

　あっと思って口を塞ふさごうとしたが、ゆりやは勢いよく振ふり向いた。

「なにそれ!?」

「なんか今の、夕菜に似てるね」

「ごまかさないで。誰とキスしたの!?」

「……みんなと」

「みんな!?　宮間さんや風椿さんや神城さんと!?」

「……うん」

　和樹は亀かめみたいに首を引っ込めた。

　ゆりやは目を丸くしたまま固まっている。未来の女の子だから、今どきの女子高校生より進んでいるのではと思ったが、どうもそうではないらしい。むしろ貞てい操そう観念が非常に固そうだ。

「どうしてそういうことをするの!?」

　ゆりやは叫さけぶ。すれ違ちがった通行人が仰ぎよう天てんしていた。

「好きな人とだけするべきでしょ！　いい加減すぎるじゃん！　なんでスナック感覚なの!?　パパは昔からモテるってことを娘むすめに自じ慢まんしたいわけ!?」

　ちょっと待てと言おうとしたが、剣けん幕まくに押されてなかなか口を挟はさめなかった。

「もう酷ひどい！　ほんと酷い！　それって浮うわ気きだよね!?　私そういうのって最低最悪だと思う！」

　ここでようやく息をついたので、和樹は喋しやべることができた。

「偶ぐう然ぜんなんだ」

「偶然!?　絶対噓うそ！」

「ごめん噓。最初の一回は偶然みたいなものだけど、あとはちゃんとキスした」

　ゆりやは口をぱくぱくしている。怒いかりで言葉が出ないというのを、全身で体現しているかのようだった。

　深呼吸をして、ようやく言葉を発する。

「……どうして？」

「色々理由はあるんだけど、僕の意思としては、差をつけちゃまずいかなってのがあったんだ。その、キスをした女の子としない女の子がいると、公平じゃないじゃない。だから全員同じ立場がいいかなって」

　ゆりやはまた目を見開く。深々と息を吐くと、怒おこる気力もなくしたのか、ゆっくりと首を左右に振った。

「信じらんない……。そんな理り屈くつはじめて聞いた」

「そうかな」

「そうだよ。……まあ、きっとパパらしいってことなんだろうけど」

「妙みような経験だったよ」

「言わなくていいよ！　私したことないし……」

　呟つぶやいてから、彼女は照れ隠かくしのように怖こわい顔をした。

「珍めずらしいって思った？」

「いや」

「彼氏とかできたことないから、しょうがないの！」

　ゆりやはちょっと見たことのない美少女で、スタイルも抜ばつ群ぐんだ。気の強そうなところも魅み力りよくの一部だろう。これで付き合った男性がいないというのは信じられなかった。

「モテそうに見えるけどなあ」

「パパほどじゃないよ！」

　少し憤ふん慨がいしたような声こわ音ね。

「パパはねえ、家庭があるのにモテすぎるんだよ。あちこちで女の人に声かけられててさ。家に押しかけられたことだってあったじゃん」

「今の僕は知らないよ！」

「パパが出張でいないのに、女の人が五人も六人も家に押しかけてきて、わたし警察呼んだんだよ！　今のパパだって知らないじゃすまないんだから！」

　説明しているうちに腹が立ってきたのか、理り不ふ尽じんなことまで言いはじめる。

　それから少し、肩かたを落とした。

「私不ふ倫りんの子供なんじゃないかって思った。違ったけど……。ママはどうしてパパと結婚したんだろ……」

「話だけ聞くと、僕も不思議だ」

　和樹には結婚という感覚がほとんどない。今考えてもしょうがないとも思っている。だが未来の自分は結婚したのだから、そうしたくなる理由があったのだろう。

　配はい偶ぐう者しやとなるべき女性との間で、そんな気持ちになったのだ。

「きっとママがパパのことを、本当に好きだからだと思う」

　彼女は和樹を見上げた。

「だからパパ、ちゃんと答えを出して、どのママと付き合うか決めてね」

　生き真ま面じ目めさを含ふくんだ声に、和樹は自然とうなずいていた。
















第五十三話　決意と未来へのデート　５







　日曜日。この日は夕ゆう菜なとのデート当日である。

　和かず樹きは自然と、朝早く目が覚めた。寝ねてるのがとても好きな彼にしては珍しい。

　そもそも床とこに就ついたときから眠ねむりが浅かった。それだけ緊きん張ちようしていたとも言える。

　朝食の席も口数が少なくなりがち。それは夕菜も同じだったが、いつものように明るく、にこにこしていた。

「今日は本当に楽しみです」

　彼女は同じ台詞を何度も口にしていた。

「和樹さんとのデートはいつもドキドキします」

　玖く里り子こと凜りんは茶化したり、混ぜっ返すことがなかった。

「夕菜ちゃんで最後よね。無事に終わるよう祈いのってるわ」

「楽しんできてください」

　和樹は不思議な感覚を抱いだく。二人は純じゆん粋すいに、夕菜のことを案じていたからだ。

「僕に言葉はないんですか」

　彼が言うと、玖里子は苦く笑しようした。

「あんたにはなに言ったって、いつも通りでしょ。アドバイスしたら徒あだになるわ」

「普ふ通つうにしていればいい。言うべきことはない」

　それはそれで冷たいと、和樹はぶつぶつ言った。

　食事が終わり、夕菜は洗い物をする。と、同時になにやら用意をしていた。

「なにしてるの？」

「お弁当です」

　彼女は二人分のランチボックスを用意していた。

「せっかくのデートですから」

「そういえば、行く場所は夕菜が決める？」

「はい。どこに行くかは考えてあります」

　夕菜はにこやかに返事をした。

　その間に和樹は着き替がえた。休日なので登校する必要はない。

　リビングでしばらく待っていると、スカート姿の夕菜が現れる。

「お待たせしました」

　手にランチボックスの入ったバッグを提さげ、彼女は言う。

「さあ、行きましょう」

　玖里子と凜は玄げん関かんまで見送ってくれた。二人とも軽く手を振っている。

「いってらっしゃい」

「気をつけてくださいね」

　和樹と夕菜は「いってきます」と返事をして、大きく手を振り返した。




「ふう……」

　デートに出かけた二人を見送って、玖里子はなんとなく息を吐はいた。

「やっぱりちょっと悔くやしいわね」

「私はすでに吹ふっ切れています。お二人が上う手まくいくよう願うのみです」

「あら、凜らしくもない」

「どういう意味ですか」

「刀を抜ぬいて斬きりかかるくらいしてくれないと、キャラに合ってないじゃない」

「玖里子さんにしましょうか？」

　腰こしの日本刀に手をやる凜。玖里子は急いで首を横に振る。

「いい、いい。でもあんた、成長したわね。落ち着いたっていうか」

「私は以前から変わっていません。ですが、式しき森もりとのデートで、自らのことを再さい認にん識しきできたのは大きいです」

「……やっぱり成長したわよ」

　と玖里子。

「前のあんたなら、デートなんて口にしなかったでしょう」

　凜は否定しなかった。

　二人はリビングに戻もどろうとして、ふと気づいた。

「そういえば……舞まい穂ほちゃんはどこです？」

　凜が言う。

「見てないわよ。凜もなの」

「はい。一いつ緒しよに朝食を摂とっていたはずなのですが」

　二人は顔を見合わせた。




　　　　○




　駅の方角へ二人は歩く。しばらくしてから和樹は訊きいた。

「さてと、どこに行く？」

「公園がいいです」

「え？　あんなとこ？」

　和樹は、近所の児童公園を思い出した。遊具が置いてあるところで、ベンチこそあるものの、デートの風ふ情ぜいからは程ほど遠とおい。

「違ちがいます。電車でちょっと行ったところに、観覧車がある公園があるじゃないですか」

「あー」

「あそこにしましょう」

　夕菜は言った。一いつ般ぱん的な公園のイメージとは違い、湾わん岸がん沿いの広大な敷しき地ちを利用して造られ、水族館も併へい設せつしているところだ。確かに海を見み渡わたせる観覧車もある。

　今日は天気がいいので、ぶらぶら歩くには絶好の日和ひよりだ。和樹も賛成した。

　駅で切きつ符ぷを購こう入にゆうし、電車に乗る。とりたてて問題もなく到とう着ちやくした。

　公園のある駅で下車。同じようなカップルが何組も降りる。

「デートにぴったりの日ですからね」

　夕菜は嬉うれしそうに言った。

　駅構内を出ると、青空が広がっていた。雲はなく、空はどこまでも高い。家を出たときよりも天気がよくなった気すらする。

「行きましょう」

　この公園にはゲートがあって、入場料を取られる。ただし税ぜい抜ぬき百円なので、たいした額ではなかった。

　中には芝しば生ふが広がっていた。元々海岸沿いを埋うめ立てたところなので起き伏ふくはほとんどなく、ところどころ植えられている木々が視界を遮さえぎっているのみだ。

　二人はゆっくりと歩き出した。

　カップルと家族連れの声が聞こえてくる。中には凧たこ揚あげをしている子供もいた。

　和樹は日差しに目を細めた。

「気持ちいいですね」

　夕菜が腕うでに手を回してくる。和樹は拒こばまなかった。

「あ、珍しいですね。いつも嫌いやがるのに」

「恥はずかしかったんだよ」

「今日は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「うん」

　和樹は答える。ずっと照れくさかったのが、今はない。周囲にカップルが多いためだろうか。あるいは玖里子や凜とのデートの影えい響きようもあるかもしれない。

　なにより拒きよ絶ぜつして、夕菜を悲しませたくなかった。

「観覧車、乗ります？」

「あとにしよう。少し歩きたい」

　和樹はそう言った。

　公園の海岸沿いが恰かつ好こうのデートスポットだ。二人はそこへ向かった。

　海沿いのレンガ色に舗ほ装そうされた道に手すりがつき、延々と延びている。風も穏おだやかなので気分がよかった。

　しばらく歩いた。

「……こういうのって、憧あこがれていました」

　夕菜がぽつりと言う。

「好きな男性と並んで歩くんです。時間が止まればいいのにとか考えながら、一緒にいるんです」

「僕たち何度も歩いたじゃないか」

「でも、今日は特別です」

　彼女はしがみつく恰好になった。

「はじめて和樹さんと会ったときのこと、覚えていますか？」

「寮りようの僕の部屋に来たとき、じゃないよね」

「はい。小さいときです」

「覚えているよ」

　彼は言った。

「寮で会ったときは、忘れていたけど」

　あれは本当に幼いころの話だ。子供の目にはなにもかもが大きく、広く、そして寂さびしかったときのこと。

　今はそんなことはない。家族同然の友人がいる。

「わたしたち、結構色んなことありましたよね」

「うん。夕菜は……やきもち妬やいていたなあ」

「あ、酷ひどい」

　夕菜は頰ほおを膨ふくらませる。

「和樹さんが浮うわ気きするから」

「浮気してないよ……でも、誤解させるようなことをした僕の責任でもあるよね。今日はそうならないように、はっきりさせるから」

　恐きよう縮しゆくしたようになる和樹。

　夕菜はにこやかに彼の言葉を受け入れる。と、後ろを振ふり返った。

「あら……？」

「どうかした？」

「人の気配というか、なんだか見たような人が……」

　今まで自分たちが歩いてきた道を眺ながめている。和樹も見るが、カップルと親子連れが数組あるだけで、他ほかには誰だれもいない。

「誰だった？」

「えと……」

　彼女は頭かぶりを振る。

「気のせいだと思います。行きましょう」

　二人は立木のあるエリアへ向かった。

　園内に森はないが、目印となる木が何本か立っており、そこを中心にベンチが据すえられている。芝生に座ってもいいが、ベンチに腰かけることにした。

「お昼にしましょう」

　夕菜がバッグからランチボックスと飲み物、おしぼりを取り出した。

「今日は腕によりを掛かけたんですよ」

　その言葉通り、ランチボックスの中身はカラフルだった。俵形の小さなおにぎりにはゴマがふってある。それと味を付けたウズラの卵、ナスで挟はさんで揚あげた挽ひき肉にく、エビとジャガイモのサラダ等々。デート用でもあり、母親の味でもあった。

「いただきます」

　和樹は箸はしを使い、一つずつ食べる。おいしい。どれも下味がきちんとしてあり、冷めてもおいしく感じられるように、濃こいめの味つけになっていた。

「こうやって、外で食べるのってはじめてかな」

「二人で食べるのはそうかもしれません」

「家でだと、みんないるからね」

「最初は寮にいたんですけど、一いつ軒けん家やで同居するなんて、考えてみたら不思議です。でも……」

　夕菜はいったん箸を止めた。

「だからわたしたち、家族みたいになったんだと思います」

「うん。きっとそうだよ」

　同感だった。血の繫つながりを超こえた、家族同然の絆きずなが生まれたのも、あの家での生活を通してのことだった。

「いつまでも続くといいんだけどね」

「そうですね」

　だが、そうならないことは、この二人もよく分かっている。

　学校は卒業するし人は成長する。同じ場所で立ち止まることはないのだ。

　二人は弁当を食べ終わった。

　時間は昼を回ったあたり。まだ明るい。

　そのあと二人は、園内をあちこち見て回った。併設された水族館にも行き、散歩道を往復し、たまにベンチに座る。なんでもないことの繰くり返しだが、充じゆう実じつした時間。

　瞬またたく間まに時間がすぎた。

「結構歩きましたね」

　それでも夕菜はまだ元気だ。むしろ体力のない和樹が疲つかれていた。

「ちょっと休みたい……」

「和樹さん、体育の授業で真ま面じ目めにマラソンしないからですよ」

　彼女は笑っていた。

　二人は、海岸近くにあるカフェで休むことにした。

　カフェと言ってもセルフサービスのフードコートに近く、出入りは自由で土産みやげ物ものコーナーが併設してあるタイプである。

　窓まど際ぎわに座る。人工の砂すな浜はまがよく見えた。

「なにを飲みますか？」

　夕菜が立ち上がろうとしたのを、和樹は制する。

「僕が買ってくるよ」

「和樹さんが疲れたから来たんですよ」

「でも僕の役目」

　彼は夕菜から「じゃあ烏龍ウーロン茶をお願いします」と注文を聞き、販はん売ばいコーナーへ向かった。

　二人分をトレーに受け取って戻もどろうとする。

　だがそこで彼は啞あ然ぜんとした。

　直前まで和樹がいた席には、舞穂が座っていたのだ。




「……舞穂ちゃん!?」

　目を丸くする和樹。舞穂は「にゃー」と返事をしていた。

「えへへ、来ちゃった」

　相変わらず無む邪じや気きな顔だ。

　夕菜は困った顔をしている。いつものように、「和樹さんを狙ねらっているんですか！」と怒おこるわけにもいかないようだ。相手が舞穂だと勝手が違うことも多い。

　仕方なく和樹は言った。

「ねえ舞穂ちゃん」

「なにー？」

「僕たちは、その、デートなんだから」

「知ってるー」

「デートってのは二人でするものなんだ」

「それも知ってるー」

「じゃ、なんで来たの」

「舞穂は和樹君と一いつ緒しよだから」

　彼女はにこにこしながら言った。

「和樹君の魔ま法ほうって、舞穂がいなきゃ使えないんでしょ。だから」

　和樹の魔法は舞穂によって受け止められる。彼女はそのことを言っていた。ただそれは現段階のことで、将来は紅あか尉いによって解決されたとゆりやは述べていた。

　和樹は困ったように、

「知ってるけど、別に魔法を使いたいわけでも……」

「むー、違ちがうー」

　舞穂は腕うでを振り回した。

「舞穂は和樹君のために来たの。和樹君と夕菜さんのことを、玖里子さんたちから聞いてきたの。だから」

　少し不服そうにしている。

「お手伝いしようと思ってきたの」

　話によると、舞穂は和樹と夕菜がどうやって出会ったか、なにをしたのかを玖里子と凜に訊きいたらしい。ここ数日、時々いなくなっていたのは、紅尉にも確かく認にんしていたためだという。

「だからね、舞穂も和樹君と夕菜さんとのデートを応おう援えんする」

「ありがとう」

　和樹は彼女の頭を撫なでる。

「でも、どうやって？」

「あのね……」

　舞穂は和樹の隣となりに来る。背せ伸のびをして耳元で囁ささやいた。

「あー……」

　和樹が感心したようになる。

「でしょ？」

　舞穂は笑った。彼は「舞穂ちゃん、かしこいね」と言い、もう一度頭を撫でた。

　夕菜はきょとんとしている。

「どんなことです？」

「今は言っちゃ駄だ目めー」

　舞穂が反応する。それからまた言った。

「他にもね、和樹君のために、連れてきた人がいるよ」

「誰のこと？」

　今度の舞穂は、夕菜のところに移動すると、手を引っ張った。

「こっち来て」

「なんです？」

「向こうにポップコーンを売ってた。舞穂食べたくなった。夕菜さん買って」

「お金渡わたしますから」

「買って欲しいのー」

　舞穂は強ごう引いんに夕菜を引っ張ると、そのまま出て行ってしまう。

　あとにはぽかんとしたままの和樹が取り残された。

「……どういうこと？」

「それはね、あたしと会わせたいためだよ」

　聞き慣れた声に、彼は驚きよう愕がくして振り向いた。

　そこにいたのは千ち早はやであった。




「あ、あの、山やま瀬せさん……」

　和樹は戸と惑まどった。目の前に千早がいることに、実感がともなっていない。舞穂が連れてきたのは彼女だったのだ。

「ごめんね、舞穂ちゃんが勝手に連れてきたみたいで」

「……いきなり謝るなんて、式森君らしいなあ」

　千早はくすくす笑う。

「でも謝らなきゃならないのはあたしの方。舞穂ちゃんに引っ張られたけど、結局自分で来たんだから」

　彼女は頭を下げた。

「ごめんね」
















「こ、こちらこそ」

　二人してぺこぺこする構図になった。

　遠くで観覧車がゆっくりと回転している。夜はライトアップされて綺き麗れいに輝かがやく。この店から眺ながめられるというのが、売りのひとつでもあった。

「座らない？」

　千早にうながされて、和樹は腰こしかけた。

「最初に言うけど、あたし、夕菜さんが戻って来る前に退散するね。デートの邪じや魔まをするつもりはないから」

「ありがとう」

「本当はここに来る気もなかったんだ。でも舞穂ちゃんに強引に連れ出されちゃって……もちろん、あんな小さい子を言い訳に使いたくないんだけど」

　千早は照れたようになる。

「舞穂ちゃんに言われたのよ。山瀬さんもちゃんと話をするべきだって」

　和樹は自分自身を指さした。

「それ、僕と？」

「うん。式森君との関係を曖あい昧まいなものにしちゃ駄目なんだって」

　彼女はゆっくり語っていた。

「あたしね、式森君とは色々あったんだけど、こうやって友達でいられているのは、やっぱり夕菜さんとか色々な人のおかげだと思っているの」

「山瀬さんの人ひと柄がらだよ」

「ありがとう。でもあたしは助けてもらってる方だよ。でね、なんていうか、こういう状態ってとても居い心ごこ地ちがいいの」

　少しずつ熱が籠こもってきている。和樹はじっと彼女の言葉に耳を傾かたむけていた。

「式森君とある程度距きよ離りをとって、夕菜さんや妹や、みんなと遊ぶのってとっても楽しい。だけどこれって、ぬるま湯に近いと思うの」

「…………」

　彼は返事をしない。千早の言葉は、奇くしくも玖里子が数日前に語っていたのと同じであった。

「あたしたちもいずれ卒業するんだよ。なのに、このままでいて、結局曖昧なまま終わらせるのは嫌いやだなあって思ったんだ」

　自身でそう言ってから、彼女は急いで付け加えた。

「あっ、卒業したら話もしなくなるって意味じゃなくてね。ずっと仲よくしたいけど、どこかではっきりさせなきゃいけないと思うの。今がいいチャンスじゃないかな」

「……うん」

　彼は我知らずうなずいていた。

　そのことはずっと考えていたことでもあった。そして玖里子や凜も同じ考えだった。

　千早も、彼女に告げた舞穂もやはり、そうだったのだ。

　いずれ皆みんな、それぞれの道を行く。家族のような関係は続いていくが、その前に、一度けりをつけなければならない。

　だから全員とデートをしているのであり、こういう場があった。

　千早は少し恥はずかしそうにする。

「デート中に押しかけたみたいで申し訳ないんだけど、早いうちに言いたかったから」

「いいよ、さすが山瀬さんだ」

「そうでもないよ」

　式森君は大おお袈げ裟さだねと彼女は返事をした。

　しばらくの間、二人は無言になる。

　どちらも様々な感情が去来していた。和樹は彼女と、夕菜とは違うが濃のう密みつな時間を過ごしてきたのだ。そのことは記き憶おくから消え去っても、ときおり顔を出してきた。

　それがこの場で、終わろうとしている。

「僕もさ……」

　和樹は口を開いた。

「はっきりさせなきゃって思っていたんだ。でもどこかで、曖昧の方が気持ちいいって考えていたのかもしれない」

「……ねえ、式森君」

　千早は、静かに語りかけた。

「あたし、式森君のこと好きなんだよ。知ってたでしょう」

「うん」

　和樹は答えた。

「知ってた」

　また、二人は静かになる。

　硝子ガラス窓の向こうから、波の音が聞こえる。空は暗くなりつつあり、あちこちで照明が点ついていた。

「……返事もね、聞かなくても知っている」

　千早は言う。

「前に、聞いたことがあるから」

「…………」

「もしここで式森君から、いい返事がもらえても、付き合うつもりはなかった」

「そうなの？」

　和樹は意外な顔をした。千早は首しゆ肯こうする。

「あたしと式森君の関係は、前にもう決まっていたんだと思う。諦あきらめられなかったこともあるけれど、やっぱりこうなるべきだと思うんだ。曖昧なままじゃなくて、なんて言うんだろう……新しい関係っていうのかな」

　彼女は頭の中で考えながら喋しやべっていた。

「なにがあっても友達なんだよ、あたしと式森君は」

　そう言うと、彼女はにこりとした。

　和樹はその笑え顔がおに見覚えがある。この少女は本当に笑顔が綺麗で、男ならここに惚ほれるんだろうと信じたこともあった。

　今は彼にだけ向けている。

　それだけで十分であり、贅ぜい沢たくでもあった。

「そうかもね……」

　和樹は呟つぶやく。

「僕もそう考えていたのかもしれない。山瀬さんとはいい友達で、それが一生続くって」

「同じなんだ。嬉うれしいよ」

　千早はまたにこりとしてから、

「でも、宮みや間まさんにはちゃんと答えてあげなきゃ駄目だよ。あの人はそうしてもらえる権利があるんだから」

「分かった」

　彼はそう返事をした。

　どちらからともなく、二人は立ち上がった。

「じゃ、あたしは先に行くね」

「一いつ緒しよにいないの？」

「やだな、デートの邪魔はしないよ。舞穂ちゃんのことはあたしが送るから心配しないで」

　千早は片目をつむった。

「じゃあ学校で」

「うん、じゃあ」

　彼は軽く手を振ふった。

「またね、和樹君」

　千早は最後に彼を名前で呼ぶと、振り返らずに建物から出て行った。




　千早がいなくなってしばらくしてから、夕菜が戻もどってきた。

　彼女は舞穂を連れていた。

「舞穂ちゃん、結局ポップコーンを食べなかったんですよ」

　夕菜は入り口付近を指さす。

「このあたりをずっと走り回って、迷子になるんじゃないかって思いました。もう、心配させないでください」

　彼女は舞穂を[image: しか]しかった。

　舞穂は「ごめんなさい」と言うと、和樹に向き直った。

「和樹君、すんだ？」

「終わったよ」

「にゃー、よかった」

　嬉しそうにぴょんぴょん跳はねている。夕菜はきょとんとしていた。

「なんです？」

「あとで話すよ」

　舞穂は「じゃあねー」と言う。夕菜は止めようとしたが、大きく手を振って行ってしまった。

「一人じゃ危なくないですか」

「平気」

　千早が送ると言ったのを、彼は信じていた。彼女ならちゃんとやってくれるだろうということも。

「暗くなってきましたね」

　夕菜が外を見た。

「時間も遅おそくなっちゃうかもしれません。制限オーバーになっちゃうかも」

「……いいさ」

　と和樹。

「夕菜とのデートが最後なんだ。少しくらい遅おくれたって文句言われないよ」

「じゃあ、あれに乗りませんか」

　夕菜が指さしたところには、観覧車があった。このあたりでは、一番大きい。暗くなってきているので、すでにライトアップもされていた。

「いいよ、乗ろう」

　二人は乗り場まで行くと、切きつ符ぷを買った。

「今日は機械の調子が悪いから、これで終わりにするんだ」

　係員の男性は言った。

「あんたら運がよかったね」

　客もあまりいない。和樹と夕菜は観覧車のゴンドラに乗り込むと、向かい合わせに座った。

　扉とびらが閉められ、ゴンドラが円を描えがきながらゆっくりと上じよう昇しようしていく。

　真下に公園、遠くには市街地と反対側は海。そのコントラストは見事だった。

「今日はずっと二人きりですね」

　夕菜が言う。和樹は首を傾かしげ、

「ずっとじゃないかあ」

「もう。雰ふん囲い気きのために言ったんです」

「僕と夕菜だよ、今さら雰囲気とかないじゃないか」

「そういうの大事なんです」

　夕菜は少しだけ怒おこったように喋る。

「でも、確かに変ですね。一緒に暮らしていてご飯食べて、裸はだかまで見ちゃったりしてるのに、こうやって二人きりが新しん鮮せんだなんて」

「少しはこういうこともなきゃね」

　彼は答えた。

　少しの間、会話が途と切ぎれる。ゴンドラは頂点にさしかかろうとしていた。

「……和樹さん」

　夕菜は、わずかに緊きん張ちよう感かんを混ぜながら言う。

「ここなら二人きりですし、誰だれにも聞かれません」

「うん」

「だから、思い切って言います。和樹さんも答えてくれると嬉しいです」

　真正面から彼のことを見み据すえる。

「わたし、和樹さんのことが……」

　もう一度、深呼吸。

「和樹さんのことが好きです」

　夕菜が言った。

「ずっとずっと好きでした」

　ゴンドラが揺ゆれる。

　和樹は返事をしない。ただじっと、夕菜の顔を見つめていた。

　少し照れくさそうで、でもいつものように明るい彼女。

「……いつから？」

「はじめて会ったときです」

　あの、幼き日のことだ。泣いている少女。世界一の魔ま法ほう使つかいだと信じていた自分。

　そして、そんな彼女を慰なぐさめようと、できる限りのことをした日。

「あのとき和樹さんは、雪を降らせてくれました」

　彼女は言った。

「寂さびしかったわたしを幸せにしてくれたんです。そのときに思いました。わたしはこの人が好きだ、絶対にその気持ちは変わらないって」

　にこりとした。

「思った通り、今も変わっていません。ですから、はっきり言いますね。式森和樹さん、あなたが好きです。付き合ってください」

　純じゆん粋すいな、彼女の想おもい。

　夕菜はエキセントリックなところはあるが、一いち途ずで純真だ。前から少しも変わっていない。

　それは和樹も知っている。だがその感情を彼は意図的に避さけてきた。

　やはり照れくさく、まだ成熟していない高校生の彼が受け止めるには大きすぎたのだ。

　だがもう、避けることは許されない。逃にげることは許されない。

　夕菜が伝えてきた以上、ちゃんと答えることが求められるのだ。

　それが好きだと言われた男子の、義務である。

　和樹はきちんと座り直す。

「……さっき山瀬さんにね、言われたんだ」

「山瀬さん？」

「さっき会った」

　夕菜は目を丸くしている。彼女は千早と顔を合わせていない。

「ここで山瀬さんの話ですか？」

「ごめん。でも聞いて。山瀬さんはね、僕からも夕菜に、きちんと答える必要があるって言ってたんだ」

　彼は一いつ拍ぱくおいた。

「その通りだと思うよ。僕は自分の気持ちに噓うそをついちゃ駄だ目めなんだ」

　和樹ははにかんだように言う。

「今までの僕は、『違ちがう』ことは知っていたんだけど、『正しい』ことはよく分かっていなかったんだ。玖里子さんや凜ちゃんのことも好きなのは確かなんだけど、なにか『違う』んだ。山瀬さんや舞穂ちゃんもそう。でもね、今から言うのは違っていないよ。間違いなく正しい」

　彼は息を吸った。

　夕菜としっかり目を合わせて、口を開く。

「好きだよ、夕菜。付き合おう」

　照れくささを振り払はらって言う。

「ようやく気づいた。僕も前から好きだったんだ」

　あの日、はじめて夕菜と出会った日。

　心には彼女への感情が芽生えていた。

　和樹にはそれがなにか分からなかった。時には否定し、時には心の奥にしまい込んだ。

　てらいのない夕菜の接し方に、怖こわがったり遠ざけたりすることもあった。思い返すと未熟な自分が分かる。女の子と話すのに戸と惑まどいもあり、拒きよ絶ぜつしたこともしばしばあった。

　だけど今、ここにいる和樹は違う。

　凜と玖里子とのデートで、告白へきちんと返事をした。それが義務だと思ったからだ。

　そのことは成長にも繫つながった。

　だから和樹は、夕菜の告白に、はっきりと返答したのだ。

　自らの感情を乗せて。

　噓うそ偽いつわりのない、生の気持ちを。

　夕菜はじっと和樹のことを見つめ返していた。先ほどの言葉をゆっくりと嚙かみしめるように。

　そして微笑ほほえむ。

「……はい」

　夕菜は目にうっすらと涙なみだを浮うかべて答えた。

「わたしもずっと気づいていました。和樹さんはわたしを好きでいてくれたって」

「ごめんね。長かったよね」

「いいんです。幸せです」

　観覧車の回転が終わり、降車所に着く。

　扉が開いて二人は降りた。同時に、「本日の営業は終しゆう了りよういたしました」のアナウンスが流れた。

　二人は肩かたを寄せ合って歩く。

　海沿いの歩道に来ると、海の彼方かなたを眺ながめた。

　風はほとんどなくなっている。静かな波の音だけが響ひびく。しばらくそのまま、じっとしていた。

「……ねえ夕菜」

「はい？」

「僕とはじめて会った日のこと、ちゃんと覚えていてくれたよね」

「もちろんです」

「じゃあこれを受け取って。寂しい思いをさせたお詫わびに」

　和樹は息を吸うと、両手を上空に掲かかげた。

　力が心の内から湧わいてきて熱を帯びる。それは急速に高まると、手のひらへと集中していった。

　彼は目をつむる。頭の中で魔力をイメージ。そして魔法へと変へん換かんする。

　目を開く。同時に、手のひらから放出させた。

　魔力が人の目に映ることはない。だがこのとき確かに、夕菜はきらきらと光る魔法の力を目にした。

　それらは天の川のように流れると、天空へと吸い込まれていく。

　やがて。

　空がぱっと光った。一いつ瞬しゆんのち、白く小さなものが、いくつも舞まい降りてくる。

「雪……」

　夕菜は呟つぶやいた。

　それはあのときと同じ光景。和樹の魔力が降らせた、大きな奇き跡せきであった。

「僕にはこれくらいしかできないけど」

　和樹は夕菜を見る。

「どうかな」

「……大好きです！」

　夕菜は彼に抱だきついた。

　ひんやりとした空気に、二人は身体からだを重ね合う。寒さと雪に驚おどろく人々の中で、そこだけが暖かな空間となっていた。

「やっぱり、こういう魔法っていいですね……」

　と夕菜。

「わたし、攻こう撃げきとかに使っちゃいますけど」

「夕菜の爆ばく発はつに何度も巻き込まれたもんなあ」

「酷ひどい！……でも、もうあんなことしません。幸せですから」

　夕菜は甘えたような声を出した。

　そして、慌あわてたように喋しやべり出す。

「あっ……和樹さんの魔法って使うと世界が大変なことになるんじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。舞穂ちゃんがいるから」

　彼は安心させるように答える。

「僕の余計な魔力を吸収してくれるって。ちゃんとやってくれたみたいだね」

　きっと千早とどこかにいるのだろう。わがままなお願いを、あの娘むすめたちはきちんと守ってくれた。

　二人は肩を寄せ合ったまま、帰路へとつく。

　駅では舞穂と千早が待っていた。

「和樹君だー」

「式森君」

　声をかけてくる。千早は二人の様子を眺めた。

「……ちゃんと答えたんだね」
















「うん」

　和樹はうなずいた。

「ありがとう」

「いいよ。それでこそ式森君だ」

　舞穂はなにも言わなかったが、いつものようににこにこしていた。

　電車に乗る。千早と舞穂は「邪じや魔まをしちゃ悪いから」と、一本遅おくらせた。

　手を繫いで帰宅。家では玖里子と凜、そしてゆりやが出で迎むかえた。

　皆みんな、二人の様子を見てすぐに察した。

「上う手まくいってよかったわね」

「そうなると思っていました。なによりです」

　玖里子と凜は、心から祝福をしてくれた。

　そしてゆりやは、

「……それがパパの出した答えなの？」

　疑問が混じった言葉を発する。

「ああ」

　和樹は即そく座ざに返答した。

「僕は夕菜に好きだと言った。他ほかにはなにもないし、こうするべきだって信じてる」

「パパが考えるママは、宮間さんだってことだよ」

「うん」

　そう告げてから和樹は言う。

「ゆりやは、母親が誰だれか知ってるんだろう」

　和樹の娘は口をつぐんだ。

　しばらくしてから、恥はずかしそうに答える。

「……知ってた」

「そうじゃないかと思ってた。夕菜と最後にデートすることになってもなにも言わなかったし、未来の僕は夕菜と同じ仕事をしているみたいだった。もしかしたら、母親も遠くにいないんじゃないかな」

「う……うん……」

　ゆりやは顔を赤くして認めた。

「私のママは宮間さん。パパとママは一いつ緒しよに暮らしているよ。お仕事で離はなれちゃうこともあるけど、ほとんど一緒」

「じゃあ母親が誰か分からないってのは」

「ごめんなさい。パパの反応を確かめたかったの。だってパパはすごくモテるし、もしかしたらママのことをなんとも思ってないんじゃないかって。どうして付き合っていたのか知りたかったから……。あとね」

　彼女は玖里子と凜の方を向いた。

「私が小さい頃ころ、パパとママが忙いそがしいときは、風かぜ椿つばきさんと神かみ城しろさんに面めん倒どうを見てもらったんだって」

　ゆりやは二人に向かって頭を下げた。

「とてもお世話になったから、ちゃんと挨あい拶さつしてきなさいってママにも言われました」

　慌てて夕菜が、一緒になって頭を下げた。

「じゃあ、未来のわたしはこのことを知ってたんですか？」

　夕菜が驚き半分に質問をする。ゆりやは認めた。

「ママと紅尉先生に手伝ってもらってここに来たの。帰りは紅尉先生に言えばいいからって」

　あの養護教きよう諭ゆは時間まで自由に行き来できるらしい。きっと紫し乃のも手伝っているのだろう。

　夕菜はふと考える仕草。

「……わたしたちと和樹さんがデートして、ちゃんと答えてもらうのは、未来のわたしのアイディアなんですか？」

「ううん、私が考えた。どうしても昔のパパとママのことが知りたくて、過去に来ることにしたんだ」

「どうしてです？」

「パパとママのことが……す、好きだから……」

　真っ赤になり、うつむくゆりや。

　消え入りそうなくらい小さくなっていた。クールな面を持つ印象は消え、両親に甘える、一人の子供としての姿がそこにあった。

「……さすがわたしの娘です」

　にこりとする夕菜。

「和樹さんのことを好きになるのは、当然です。だってわたしの娘なんですから」

　ゆりやの顔が明るくなる。

　即座に夕菜は言った。

「ですが自分の娘でも、お父さんを試ためすようなことは感心しません」

　このときの彼女は、母親の目をしていた。

「これは未来まで覚えておきますね。お小こ遣づかいを半分に減らしましょうか」

「え!?　そんな、酷い！」

　ゆりやは見るからに狼ろう狽ばいした。

「ママにはなにも迷めい惑わくかけてないよ！」

　夕菜は腰こしに手を当て、じろりと睨にらむ。

「わたしではなくお父さんです。母親として見み逃のがせません」

「そんなー！」

　おろおろするゆりや。和樹にすがった。

「パパ……」

　和樹はしょうがないなという感じで、夕菜に言う。

「さすがにお小遣い減らすのはやりすぎなんじゃないかな」

「これくらいしませんと」

「まあまあ」

　ゆりやはほっとして、和樹に抱きついた。

「パパ大好き！」

　彼はゆりやの頭を撫なでた。

「ママのことは？」

「ママも好き」

　にこやかに返事をする。夕菜は呆あきれていた。

「もう……和樹さんは甘いんですから」

　彼は苦く笑しようして夕菜の方を向く。

「夕菜も、本当はお小遣いを減らすつもりないんだろ」

「ええ」

　彼女はうなずく。そんな三人の姿を、玖里子と凜がにこやかに見つめている。

　外の雪は止やもうとしている。それは新たなる人生の、幕開けであった。







　　あとがき




　築つき地じです。まぶらほの最新刊をお届けします。最新刊にして最終巻。長々と続いた当シリーズも、これにて閉幕となります。




　思えば龍皇杯ドラゴンカツプの勝者として、当時は月刊だったドラゴンマガジンに連れん載さいを開始して以来、自分でもどれくらいになるのか分からなくなるくらいの長期シリーズとなりました。当時角川書店の一部局だった富ふ士じ見み書房は株式会社化し、そしてまたＫＡＤＯＫＡＷＡの一部となり、今では本の装丁も変わっています。一度はなくなった龍皇杯すら復活したそうです。関かかわってくれた担当編集者の数は全部で七人。もうびっくりです。

　まぶらほは当時、ラブコメ学園ものがあまりなかったこともあって、驚おどろきをもって迎むかえられました。書いている私自身（と担当）も戸と惑まどっているところがあって、未熟な面も多々ありました。初期のころを読み返すと本当に恥はずかしく、申し訳なさを感じています。それがここまで続けられたのはひとえに読者の皆みな様さまのおかげです。本当に感謝しております。




　さて、せっかくの最終巻ですので、もう自分でも記き憶おくが薄うすれているところもあるのですが、ここで各キャラクターなんぞを振ふり返ってみたいと思います。




●式しき森もり和かず樹き
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●宮みや間ま夕ゆう菜な
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●神かみ城しろ凜りん

　真ま面じ目めな剣けん豪ごう少女。実家が豆とう腐ふ屋という設定に、担当氏が大笑いをしていました。学校に日本刀を持ち込んでいるのはファンタジーということでご勘かん弁べんを。常にアンケートの第一位を保持していました。そのため彼女だけ特別編が一いつ冊さつにまとめられています。
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●栗くり丘おか舞まい穂ほ
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●山やま瀬せ千ち早はや

　明るくて元気で胸に和樹への想おもいを秘ひめた少女。一回だけのつもりがなんだか評判がよく、使っているうちにレギュラーへと昇格しました。個性的な他の女の子たちと並べると、常識人っぷりが際きわ立だちます。妹との絡みはもっと書きたかったような、書きたくなかったような。

　欠点もあるのですが、それを補って余りあるほど前向きで、素す直なおな性格をしています。ゲームだったら幼なじみのポジションに収まったかもしれません。実は千早と夕菜だけが、和樹に出会った瞬しゆん間かん一ひと目め惚ぼれをしています。




●紅あか尉い兄妹

　得体の知れない不老不死の兄と妹です。現代の地球とは違ちがう世界なので、こういう人もいます。日本名ですが、これは生活するのに名前がないと不自由だからつけているのであって、本名は彼らすら忘れています。日本に来る前は東とう欧おうに住んでいました。

　この世界での魔法の原理を唯ゆい一いつ正しく理解している設定です。彼ら自身は人間に正しく伝えられないだろうと思っています。ペシミストなのです。自宅の地下深くには、彼らがこれまでのおこなったあらゆる営いとなみを記した日記があるのですが、設定したものの使いどころがありませんでした。




●伊い庭ばかおり

　ゲーマー。プロのハンターで国語の教師。一番のお気に入りです。ゲームを買いあさっているせいでいつも金に困っており、いつも同じ服を着ています。大人というよりは大きい子供でしょうか。紅尉晴はる明あきに惚ほれられていますが、当人はまったく知りません。知っても気にしないのではないでしょうか。




●二年Ｂ組の面々

　私が高校時代にＢ組だったため生まれました。破は天てん荒こうキャラを一いつ箇か所しよに押し込めたためとんでもないカオスに。アニメ化が決定されたときは全員分設定されておらず、一晩悩んで作りました。

　苗みよう字じは全員日本のサッカー選手からとっています。唯一の後こう悔かいは松まつ田だの名前を「和かず美み」としてしまったこと。和樹と字じ面づらが似ているのでどうしようかと思いました。自じ業ごう自得とはいえ、苦労しました。

　彼らはマンガっぽい行動をさせようと心がけました。成功したかはともかく、どのキャラクターも動かしていて楽しかったです。




　……まだまだ書きたいことはあるのですが、このあたりにしたいと思います。この小説を手に取ってくださった皆様に、ほんの少しでも娯ご楽らくを提供できたのであれば、これに勝まさる喜びはありません。

　最後になりましたが、未熟な私を支えてくれた全すべての担当編集氏、読者の皆様、そして素す晴ばらしいイラストを提供してくれた駒都えーじ先生に、心より御お礼れいを申し上げます。

　ありがとうございました。




二〇一五年二月一六日


築地　俊とし彦ひこ
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